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出土遺物 210はE期費D1類である。胴部は底部から関心底部外面に布目痕が認められる。布目痕

は1本越え 1本くぐりである。胴部外面はクシ条痕、内面はナデ調整する。 211は磨製石鎌未製品 1

類である。表裏面ともに層理によるはがれである。 212は磨製石嫉未製品3類である。上半が折損す

る。表裏面を研磨する途中である。基部の左側も磨く。

時期 8I49に切られることからN期をさかのぼること、床面から出土した磨製石鍛類が 8I13出土の

ものと類似すること、想定できる規模や建物方位が 8I13と類似することから、 8I13と同時期である

東野E期の可能性が最も高いと判断した。

SI50 (図 79) (AS0676) 

検出状況 C地点 ]D17グリッドで検出した竪穴建物である。 8I02床下で検出した。貼床層を確認し

たことから竪穴建物と判断した。北部は 8I03に切られる。西部は発掘区外である。平面形は不明であ

るが、南辺から方形の可能性が想定できる。長軸の方位は、 N-82
0 -Eである。

埋土 埋土は黒色土の単層である。埋土中に暗褐色土ブロックを多く含むことから人為堆積の可能性

が高いと考えられる。

壁 E ・N層を掘り込んでいる。壁面は開く。壁の残存高は最大で 0.06mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (2層)が全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒褐色粘質土と暗褐色粘

質土の混合土で、固くしまる。南辺に接して、貼床層より固くしまった範囲が舌状に張り出しており、

入口の可能性が考えられる。

床下 貼床除去後、掘方整地層を検出した。掘方整地層は暗褐色土を主体として黒色土プロックを含

む。貼床層や基盤層ほどのしまりはない。

遺物出土状況・出土遺物 出土遺物はなかった。

時期 出土遺物がなかったため、 8I02に切られることから東野E期以前と判断した。

2 方形周溝墓

当該期の方形周溝墓を 3基確認した。

SZl (図 81・82) (ASO∞1) 

検出状況 C地点 JC18~JE20 グリッドで検出した方形周溝墓である。 E層上面で検出した。発掘区の

最も標高の高い位置に構築される。方台部中央から周溝北辺は現代の撹乱により消失している。 8I04

に切られ、 8I01を切る。

方台部 消失した北辺を除き各辺は直線的で、隅部は丸い。東西長は 6.52m、南北長は不明で、平面

形は不明であるが、西辺が南辺より長いため、南北方向に長軸をもっ隅丸長方形と想定できる。長軸

の方位は、 N-100 -Eである。墳丘盛土や主体部は残存しない。

周溝 消失を免れた3辺はそれぞれの辺の中央付近で最大幅、最深となる。周溝を含めた全体の形状

は、やや丸みを帯びた長方形を呈すると考えられる。埋土は中央部がくぽむ堆積で、自然堆積と考え

られる。西溝 (cー c')は深さ約 0.5血で、断面形は壁面傾斜の急な逆台形を呈する。底面は平坦

である。周溝外縁側に外側lからの流入土 (5層)が認められる。南溝 (D-D')は深さ約 0.5皿で、

断面形は壁面傾斜の急な逆台形を呈する。底面は平坦である。黒褐色土によって底が広く埋まり (5

層)、その後順に埋没している。 III~V層を掘り込んでいる。東溝 (E-E' )は深さ約 0.5血で、
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1 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる粘性なし擁含まず
2 10m/l 黒色土ややしまる粘性なし棟含まず
3 10m/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 棟含まず

10YR4/4 褐色土プロック3%含む
4 10m/2 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 様含まず

10YR4/4 褐色土プロック10%含む
5 10m/3 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 様含まず

10YR4/4 褐色土プロック7%含む
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1 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる粘性なし離合まず
2 10m/l 黒色土ややしまる粘性なし礎含まず
3 10m/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

10YR4/4 褐色土プロック3%含む
4 10m/2 黒褐色土やや茶色ややしまる粘性やゃあり離合まず

10YR4/4 褐色土プロック7%含む
5 10m/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

10YR4/4 褐色土プロック15%台む
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遺物出土状況

ヴ1 10YRl. 7/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし穣含まず
2 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし穣含まず
3 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる粘性なし藤含まず
4 10m/1 黒色土ややしまる粘性なし様含まず
下部に10YR3/4 暗褐色土層状に含む

5 10m/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし離合まず
6 10m/3 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり
離合まず

7 10m/1 黒色土やや淡色ややしまる粘性なし離合まず
径2個以下の10YR3/4 時褐色土プロック壁際に多〈含む

8 10YR3/4 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 操含まず
9 10YR3/3 暗褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり
離合まず

。 加 。
(S=1/20) 

固81 SZ1遺構図
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図82 SZl出土遺物
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断面形は、壁面傾斜のやや急な逆台形を呈する。底面は平坦で、ある。埋没過程で方台部側と周溝外縁

組肋ミら交互に土砂が流入しており、方台部側から流入している土は黒色土系 (3・5・7層)で、周

溝外縁部側から流入している土は下層から暗褐色土 (8層)、黒褐色 (6層)、黒色土 (4層)であ

る。

遺物出土状況 周溝埋土から縄文土器45点、弥生土器78点、 古墳前期土師器類6点、古墳後期以降

土師器類1点、時期不明土師器類 108点、須恵器2点、石器 14点が出土した。図81は皿期壷A1類(213)
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の出土状況であるロ東溝の底面直上で、完形の壷が口縁部を北にして横位で出土した。

出土土器 213、214はE期壷A1類である。 213はやや下ぶくれの形状である。口縁部は大きく聞き、

端部は肥厚する。外面に擬凹線文が5条巡り、棒状浮文を貼り付ける。残存する浮文から4方向に貼

り付けると思われる。端部下の張り出し部の折り返し部に斜方向の刻みが巡る。口縁部内面はヨコミ

ガキを施す。頚部に突帯が巡り、突帯頂部に刻みが巡る。突帯上方の口縁部側に直線文が4条巡る。

突帯下方から胴部の文様を開始する。上から直線文帯が 5単位巡り、 1単位は6条以上と思われる。

その下に刺突列が巡る。その下は摩耗のため調整不明だが、底部近くに斜方向のミガキが残る。底部

外面はややくぽむ。内面は板ナデで、上方は工具の柾目が強く残る。 214は口縁部が欠損する。胴部

外面は、上から順に、波状文3条、直線文4条、ハケの痕跡である。内面はユピナデとユピオサエで、

三日月状の爪痕が認められる。形状は下ぶくれである。 215、216はE期壷F類である。 215は口縁部

で、外面に凹線が 3条巡る。頭部外面は板ナデ、内面はナデ調整する。口縁上端部に面をもっ。 216

は肩部に横方向の条痕文が認められる。内面はナデ調整する。 217はE期費C類である。口縁部は屈

曲して聞き、端部に面をつくる。内面は板ナデ、外面は叩き調整する。 218はE期費D1類である。 H岡

部外面はクシ条痕、内面はナデ調整する。底部外面は板ナデ調整する。内外面に黒斑がのこる。 219

はm.w期器台である。中空部をもっ。外面は摩耗のため調整不明である。内面はナデ調整し、脚柱

部内面に絞り込みが見られる。 220は打製石斧である。刃部が折損する。 221は磨石である。蔽打痕は

なく、磨面のみである。

時期 周溝出土土器 (6068)から東野E期と判断した。

SZ2 (図 83~86) (AS0129) 

検出状況 C地点阻 1~KJ3 グリッドで検出した方形周溝墓である。周溝北東辺中央部と南隅部を境

に西側を平成 24年度、東側を平成25年度に調査した。 E層上面で検出した。発掘区の最も標高の高

い範囲から南西方向に向かってやや低くなる位置に構築される。

方台部各辺は直線的で、隅部は丸い。長軸長は 9.06m、短軸長は 7.51mで、平面形は北東南西方

向に長軸をもっ隅丸長方形である。長軸の方位はN-600
-Eである。墳丘盛土や主体部は残存しな

し、。

周溝 4辺はそれぞれの辺の中央付近で最大幅、最深となる。周溝を含めた全体の形状は、やや丸み

を帯びた長方形を呈する。隅部は、北・東・南でやや浅くなり、最深部と比較するとそれぞれ O.3m

・0.3m・O.2m浅くなる。埋士は中央部がくぽむ堆積で、自然堆積と考えられる。北西溝 (D-D') 

は深さ約 0.5mで、断面形は壁面傾斜の急な逆台形を呈する。底面は平坦である。埋士上層で周溝外

縁側からの土砂が流入が増加する。南西溝 (E-E' )は深さ約 0.5mで、断面形は壁面傾斜のやや

急な逆台形を呈する。底面は平坦である。方台部側崩落土と周溝外縁側流入土が交互に堆積している

が、方台部側崩落土が比較的厚く堆積する。北東溝 (G-G')は深さ約 0.4皿で、断面形は壁面傾

斜の急な逆台形を呈する。方台部側がやや緩やかである。底面は平坦である。埋土は、方台部側崩落

土と周溝外縁側流入土が交互に堆積しており、方台部側崩落土が比較的厚く堆積する。南東溝 (H

H' )は深さ約 0.4血で、断面形は壁面傾斜のやや緩やかな逆台形を呈する。方台部側の壁面傾斜の

方が強い。底面は平坦である。埋没過程で方台部組l崩落士と周溝外縁側流入士が交互に堆積している

が、方台部側崩落土が比較的厚く堆積する。 m~v層を掘り込んでいる。
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a品零封土
1 10YRl. 7/1 黒色士やや暗色ややしまる粘性なし磯含まず
2 10YR1.7/1 黒色士ややしまる粘性なし積含まず
径0.5園以下の10YR4/4褐色士プロック10%含む

3 10YR1.7/1 黒色土ややしまる粘性なし礎含まず
径0.5岨以下の10YR4/4褐色土プロック3%含む

4 10YRZ/Z 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず
径0.5園以下の10YR4/4褐色土プロック1%含む

5 10YRZ/l 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし穣含まず
径0.5回以下のIOYR4/4'同色土プロック1%含む

6 10YR3/4 暗褐色士やキしまる粘性ややあり 磯含まず
径0.5岨以下の10YR2/2黒褐色土プロフクS含む

1 10YRl. 1/1 黒色士やや淡色ややしまる粘性なし磯含まず
径0.5岨以下の10YR4/4'褐色土プロック7%含む

8 10YRZ/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず

径0.5岨以下の10YR4/4褐色土プロック10%含む

8噌よ
1 10YRZ/l 黒色土ややしまる粘性なし襖含まず
2 10YRZ/l 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし複合まず
3 10YRl. 7/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし積含まず

4 10YRZ/2 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
径1c叫4下の10YR4/4'褐色土プロック3%含む

5 IOYRl. 7/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし礁含まず
6 10YR2/2 黒褐色土やや茶色ややしまる粘性やゃあり 硫含まず

1 10YRZ/2 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 強含まず
径lcm以下の10YR4/4'幅色士プロック1%含む

8 10YRl. 1/1 黒色土ややしまる粘性なし礎含まず
9 10YRZ/2 黒褐色土やや茶色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
10 10YRZ/l 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし礎含まず

径1c阻の10YR4/4'褐色土プロック3%台む

81.~ヤJ
1 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし離合まず

2 1町R2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礁含まず
径1clll);.(下の10YR3/4暗暢色土プロック5%含む

3 10YR3/3 暗褐色士ややしまる粘性ややあり 磯含まず
径1cm以下町10YR2/1黒色士プロック10%含む

4 10YRl. 1/1 黒色士ややしまる粘性なし横含まず
5 10YRZ/l 黒色土ややしまる粘性なし積含まず
径0.5岨以下の10YR3/4暗褐色土プロック10%含む

6 10YRZ/l 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし礎含まず
径0.5園以下の10YR3/4暗褐色土プロック3%含む

1 IOYR2/2 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
径0.5園以下のIOYR3/4暗褐色土プロック5%含む

8 10YRZ/3 黒褐色士やや暗色ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
径0.5園以下の10YR3/4暗褐色土プロヲタ10%含む

9 10YRZ/3 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
径0.5岨以下の10YRZ/l黒色土プロック20%含 む 下 部10YR4/6 褐色土揃移眉

1 SB02-P5埋士

_D ~ &?'H最初一旦
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7~と予浩氏三1.
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2 10YR2/1 黒色士ややしまる粘性なし積含まず
3 10YR2/1 黒色士やや茶色ややしまる粘性なし積含まず
4 10YR2/2 黒褐色土ヰ~.茶過 しまり弱い粘性やゃあり積含まず
5 10YRl. 7/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし礎含まず

6 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる粘性なし礎含まず
7 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし磯含まず

8 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 穣含まず
9 10YR2/1 黒色土ややしまる粘性なし積含まず

10 10YR2/1 黒色士やや茶色ややしまる粘性なし磯含まず
11 10YR2/S 黒褐色士ややしまる粘性ややあり 礎含まず
経Z咽以下の10YR4!哨色士プロック3%含む

12 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
13 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

山寺署7

1 10YR2/2 黒褐色土やや茶色ややしまる粘性やゃあり 積含まず
径0.1岨以下の10YR4/O晶色土プロック3%含む(I屠)

2 10YR2/1 黒色土ややしまる粘性なし讃含まず

3 10YR2/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし離合まず
4 10YRl. 7/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし離合まず

5 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる粘性なL 穣含まず
径5岨以下の10YR4/4縄色土プロック15%含む

6 lOYR1.7/1 黒色士やや晴名ややしまる粘性なし桜台まず
1 10YR2/Z 黒褐色士やや暗色ややしまる粘性やゃあり 積含まず
8 10YR2/1 黒色土やや淡色ややしまる粘性なし礎含まず

9 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
10 10YR2/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし礎含まず
11 10YR2/3 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 硯含まず
径2園以下の10YR4/4禍色土プロック7%含む

12 10YR2/2 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 碩含まず
径丑岨以下の10YR4/4'同色土プロック10%含む

81品》I

1 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし型車含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 硬含まず
径0.5岨以下の10YR3/4暗椅色土プロック5%含む

3 10YRl. 7/1 黒色士ややしまる粘性なし桜台まず
4 10YR2/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし横含まず
5 1町RZ/l 1¥色士やや渋色ややしまる粘性なし横含まず
6 10YR2/2 黒褐色土やや暗色ややしまる粘位やゃあり 碩含まず
7 10YR2/3 黒褐色土やや暗色ややしまる粘位やゃあり 磯含まず

径0.5曲以下の10YR2/1黒色土プロック10%含む

。
(S=1/100) 

園84 SZ2遺構園(2) 

5m 
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遺物出土状況 周溝埋土から縄文土器 10点、弥生土器 316点、古墳前期土師器54点、古墳後期以降

土師器類1点、時期不明土師器類 361点、須恵器1点、灰粕陶器1点、山茶碗1点、石器25点が出土

した。須恵器は南西溝最上層、灰利陶器は検出面、山茶碗は北東溝最上層から出土した。図 831-I' 

はE期壷E類 (222)の出土状況である。周溝底部から横位で出土した。ほぽ完形に復元できることか

ら、壷底部は周溝の埋土圧によって潰れた可能性が考えられる。正位に起こすと、周溝底部最深部に

ほぼ位置する。図 83Jー J'はE期鉢 (233)、高郎(取上番号 12482)の出土状況である。ともに周

溝埋土中から出土した。鉢はほぼ完形で、高杯は小破片の状態で出土している。どちらも土器の下に

周溝埋土を挟む。

出土土器 222はE期壷E類である。口縁端部で外反する。内外面は摩耗のため調整不明である。胴

部は算盤玉の形状である。胴部外面にタテミガキが僅かに残る。内面上部は縦方向のナデ、下部は横

方向にナデ調整する。 223はE期壷F類の胴部である。胴部外面上から回線2条、ハケ、簾状文の順

に施す。内面はナデ調整する。 224はE期費A類である。口縁部にクシ状工具による刺突列を施す。

口縁端部外面はヨコナデによって刺突列の上部をナデ消す。胴部を同じ工具を使って、突き刺してか

ら動かすため、刺突文状の痕跡が残る固内面はナデ調整する。 225、226はE期警D1類である。 225

の口縁端部はナデ調整し、内面にクγ状工具による刺突列を施す。胴部外面はクシ条痕、内面は板ナ

デ調整する。底部は平底である。 226の外面はクシ条痕、内面はユピオサエで調整する。底部外面に

布目痕が認められる。底部中央に焼成後穿孔がある。 227はE期高杯B類である。口縁端部外面に直

線文が3条巡る。その下にタテミガキを施す。内面端部にヨコミガキ、その下にタテミガキを施す。

脚部は聞く。透孔は2段3方向である。外面にタール状の煤が付着する。 228はE期高亦D類である。

口i縁部が外反する。亦部内外面はタテミガキを施す。部部内面に直線文3条、上端部に沈線1条、外

面に沈線1条が巡る。 229、230はE期器台である。 229の受部内外面は摩耗のため調整不明である。

口縁部はやや波状になる。口縁端部で大きく外反する。脚端部で聞き、強く外反する。透孔は1段4

方向である。 230は脚部で、透孔は 1段3方向である。外面はタテミガキを施す。裾端部に面をつく

り、沈線が 1 条巡る。内面上部はへラナデ、下部はヨコナデ調整する。 231~233 はE期鉢である。 231

は口縁部が直線的にやや聞く。口縁部内外面はヨコミガキを施す。胴部上半で最大幅となる。底部に

向かって直線的にすぽむ。胴部上半はヨコミガキを施し、下半はクシ条痕である。内面はユピナデ調

整する。底部外面に布目痕がある。 232は口縁部がやや受口状になる。口縁部外面はヨコナデ、稜部

に刻みを施す。内面はヨコナデ調整する。胴部上半で最大幅となる。頚部以下に直線文が 7条巡る。

その下にクシ状工具による刺突列、その下から底部までタテミガキを施す。内面上部はヨコナデ、下

部は縦方向に板ナデ調整する。底部外面に布目痕がある。 233は口縁部がやや受口状になる。口縁部

外面はヨコナデ後、稜線上に刻みを2段施す。内面はヨコミガキを施す。頚部以下に直線文が 11条巡

る。その下に三日月状の刺突列1段、その下はクシ条痕である。最下段を縦方向にケズリ調整する。

内面は上からヨコナデ、板ナデ調整し、その後間隔を空けて放射状にタテミガキを施す。底部外面に

布目痕がある。内面に煤が付着する。 234はE期ミニチュア土器でく字書形である。口縁端部に刻み

を施す。外面は摩耗のため調整不明である。内面に刺突列を施す。胴部外面はハケ、内面は板ナデ調

整する。ハケは8本 1単位である。 235は磨製石錬未製品4類である。石材と斜方向の線状痕が確認

できることから磨製石鎌未製品と判断した。基部に微細な挟りがあるが穿孔ではない。 236は石核B
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235 
〈二二=コ

237 

。 5cm 

(S=2/3) 
園86 SZ2出土遺物 (2)

類である。縦長剥片で、横長剥片を4枚以上とる。側面は遠い打点から 3枚並んで剥離させ、相対す

る面は1枚とる。 237はRFである。自然面が残る。自然面と相対する辺を三次調整する。

時期 周溝出土土器から東野E期と判断した。

SZ3 (図 87-89) (BS0139) 

検出状況 C地点 JG17~JI19 グリッドで検出した方形周溝墓である。 E層上面で検出した。発掘区西

寄りの最も標高の高い範囲から南西方向へ緩やかに下りはじめる斜面上に位置する。北西側の周溝は、

近代から現代の溝に周溝や方台部の一部が切られ消失している。

方台部 4辺は直線的で、隅部は丸い。東西長 14.8血、南北長 12.28mで平面形は長方形である。長

軸の方位はN-520 -Eであるロ墳丘盛土や主体部は残存しない。

周溝 4辺はそれぞれ辺の中央付近で最大幅となるが、最深部は北西辺と南西辺が中央、北東辺が北

端、南東辺は南端である。北隅で溝幅は狭くなり底が浅くなる。周溝を含めた全体の形状は、やや丸

みを帯びた長方形を呈する。埋土は中央部がくぼむことから自然堆積と考えられる。北東溝(Cー C')

は深さ 0.42血で、壁面傾斜の急な逆台形を呈する。底面は平坦である。方台部側崩落土 (5・6・7

層)と周溝外縁側流入土 (2・3・5層)が認められる。南東滑 (Dー D')は深さ約 0.25mで、断

面形は逆台形でVI層の露出により底面が二段となる。周溝外縁側流入土は認められず、方台部側崩落

土 (5・6・7層)が認められる。南西溝 (E-E')は深さ 0.21mで、断面形は逆台形で底面は方

台部が深く周溝外縁側がやや浅い傾斜面となる。周溝外縁側からの流入土 (2・8層)と方台部から

の流入土 (5・6・7層)が認められる。北西溝 (Fー F')は深さ 0.28mで、 断面形は壁面傾斜
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81命ヰ平均Ti m十恥挙母fi

1 10YR2/1 黒色土しまりなし粘性なし礎含まず 1 10YR2/1 黒色土 しまりなし粘性なし磁含まず黄褐色土プロック1%含む
2 10YR5/6 黄褐色土ややしまる 粘性やゃあり 礎含まず 2 7.皮也/1 黒色土 しまりなし粘性なし径2c阻の門機含む
褐色土プロック20%含む 黄褐色土プロック1%含む

3 10YR2/1 黒色土しまりなし粘性なし礎含まず黄褐色土プロック1%含む 3 10YR2/1 黒色土 しまりなし粘性なし離含まず黄褐色土プロック5%含む
4 7.5YR2/1 黒色土 しまりなし粘性なし穣含まず 4 10YR2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり 径12岨の円襖含む
5 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり礎含まず 褐色土プロック10%含む
6 7.5YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 穣含まず 5 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
7 10YR4I4 褐色土ややしまる粘性やゃあり積含まず 黄褐色土プロック繍含む
黄褐色土プロック10%含む 6 10YR4I4 褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

8 10YR3/3 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり覆含ま子 賞褐色土プロック10%含む
黄褐色土プロック10%含む 7 10YR4I6 褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

9 10YR3/3 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まf
褐色土プロック5%含む

10 10YR4I4 褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

1面持鉄工 81お撃オL

1 10rn/l 黒色土 しまりなし粘性なし横含まず貧褐色土プロック1%含む 1 10四2/1 黒色土しまりなし粘位なし諜含まず黄禍色土プロ yタ1%含む
2 10rn/2 黒褐色土しまりあり 粘性やゃあり横含まず 2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 諜含まず
黄褐色土プロクタ5%含む 黄掲色土プロック5%含む

3 7.6YR2/1 黒色土しまりなし粘性なし碩含まず 3 10YR2/1 黒色土しまりなし粘位なし諜含まず黄禍色土プロ yタ5%含む
4 10rn/l 黒色土 しまりなし粘性なし横含まず 4. 10回 2/1 黒色土しまりなし粘位なし諜含まず黄禍色土プロ yタ1%含む
黄褐色士プロヲタ均一lこ1%含む 5 10YR2/1 黒色土 しまりなし粘位やゃあり 径5岨の円磯含む

届 1.6YR2/2 黒褐色士ややしまる粘性ややあり積含まず 黄掲色土プロック1%含む
黄褐色士プロヲター%含む 6 10YR4/4.褐色土ややしまる粘位やゃあり 径Z岨の円磁含む

6 10YR4I6 褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
黄褐色士プロヲタ10%含む

1 10四3/3 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり襲含まず
8 10YR4I6 褐色土ややしまる粘性やゃあり 蹟含まず
黄禍色土プロヲク10%含む

。
園88 SZ3遺構図 (2)

{S=1/1 00) 

5m 

の急な逆台形を呈する。底面は平坦である。周溝外縁側流入士 (5・6層)と方台部側崩落士 (2・

3層)が認められる。 ill'""V層を掘り込んでいる。

遺物出土状混 周溝埋士から縄文土器58点、弥生土器 146点、古墳前期士師器3点、時期不明土師器

類 208点、磯1点、石器14点が出土した。南東辺の中央から南寄りの周溝で、高郎、器台、壷等の弥

生土器が出土した。これらは底面から約 0.05m浮き、周溝士層 3層に含まれる。また、破片は溝の深

いところに広がっているものが多い。

出土土器 238、239はE期壷F類である。 238の口縁部は外反し、端部に面をもっ。胴部口縁部内外

面はタテミガキを施す。胴部は算盤玉状である。胴部外面上半は摩耗のため調整不明で、下半はタテ

ミガキを施す。内面上部はナデ、中程は板ナデ、下部はハケである。底部内面中央部がくぽむ。 239

は口縁部が大きく開く。端部外方に面をつくり、縦方向の刻みが巡る。頭部は縦方向にハケ調整し、

胴部との境に直線文が4条巡る。内面は剥離のため調整不明である。 240はE期壷C類である。内面

はナデ後端部に波状文を施す。外面端部に面をつくり、右下がりの刻みを施す。頭部から下は条痕文

で、外面に煤が付着する。 241はE期壷類である。胴部は袋状である。外面は摩耗のため調整不明で

ある。内面はナデとユピオサエで調整する。頚部近くの内面に絞り込みがある。底部がやや突き出る。

胴部形状から壷J類の可能性が高い。 242はE期壷類の口縁部である。口縁端部が肥厚する。口縁部

は屈曲して受口状になる。口縁端部上面に面を持ち、刻みを施す。古井式に比定できる。 243はE期

費D1類である。胴部外面はクシ条痕、内面はナデ調整する。底部内面はユピオサエ、外面に布目痕が

残る。被熱により器面全体が赤色化する。 244はE期高杯である。脚部と裾部の屈曲部に透孔が 1段
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3方向ある。外面はミガキを施す。内面はナデとユピオサエで調整する。裾端部外反し、はねあげ状

になる。 245、246はE期器台である。外面と内面受部はタテミガキを施す。脚部内面は 245がナデ、

246が板ナデ調整する。口縁端部外方に面を持ち、沈線が 1条巡る。脚部は外反し、端部でやや跳ね

上げるが、 246の方がつまみ上げは強い。透孔は1段 3方向である。 247、248はE期鉢である。 247

は口縁部が受口状である。口縁端部外方に面をもち、擬凹線が4条巡る。胴部は、上から直線文4条、

右上がりの刺突列、ハケとなる。口縁部内面はヨコナデ、胴部内面は板ナデ調整する。外面に煤が付

着する。 248はやや小型である。口縁部は聞き気味で小さく外反するロ口縁部内外面はヨコナデ調整

する。胴部外面全体にタテミガキの痕跡が残るが、明瞭ではない。内面は板ナデ調整する。胴部外面

下半から底部にかけてケズリ調整する。 249はRFである。表面はポジ面を加工する。右側縁部も加

工する。背面は層理面である。

時期周溝出土土器から東野E期と判断した。

3 掘立柱建物

当該期の掘立柱建物を 1棟確認した。

8B07 (図 90-92)

検出状況 C地点 KD5~KE6 グリッドで検出した独立棟持柱建物である。 8126、 8127 の貼床下で柱穴

を検出したことから 8B07く8126・8127と判断した。平面形は長方形で、桁行2間 (3.84血)x梁行3

間 (3.54m)、床面積 13.6m'を祖uる。桁行の主軸はNー 290

-Eである。

柱穴 12基の柱穴を検出した。 P01、P05は 8127床下で検出した。 P07は8126と重複し、 P07>

8126として掘削したが、土層断面で 8126の立ち上がりと貼床状の暗褐色土プロックを含む層を確認

したことから、 P07く8126と再判断した。 P02、P03は他の往穴と比較すると浅いことから、 8B07

を構成する柱穴ではない可能性もある。この場合、相対する P08、P09も8B07を構成する柱穴では

ない可能性もある。柱穴の規模は、直径 0.43~ 1. 37m、深さ 0.14~0.49血を測るロ P08、 P09 に明

瞭な柱痕跡が、 P08、 P09、 Pll に柱の当たりが確認できる。柱径は 0.11~0.15mと想定できる。柱

聞は、桁行がP01-P05で1.96m、P05-P07で1.88m、梁行がP01-P02で1.34m、P02ー P03

で1.∞血、 P03-P04で1.20m、棟持柱聞はPll-P12で5.74mとなる。

遺物出土状況 P01上層から縄文土器1点、 P02上層から時期不明土師器1点、 P03上層から古墳

後期以降土師器1点、 P06上層から縄文土器3点・時期不明土師器4点、下層から弥生土器1点、 P

08上層から縄文土器1点、 P10上層から縄文土器4点・土製品 1点・鉄製品 1点、 Pll上層で時期

不明土師器1点が出土した。

出土遺物 P06出土の弥生土器はE期費D2類の胴部片で、条痕文を施す。 250は東海地方西部にみら

れない縄文土器深鉢の頚部から口縁部文様帯下部である。区画内に斜方向の短沈線を充填する。区画

聞と区画下に蕨手状文を施す。 251は土偶頭部である。前面は面的にはがれる。天部は皿状にくぽま

せる。背部中央に隆起する部分がある。その左右をくぽませる。天部の皿状のくぼみと背部の隆起が

69と似ることから土偶と判断した。

時期 8127に切られることからE期以前となる。出土遺物は縄文土器が多いが、埋土下層出土遺物に

弥生土器が含まれる。よって東野E期と判断した。
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長|田

間1

_A_ 
81. 00n 

_c_ __L 
81.ぬn

翠出ι
1 10YR2/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし喋含まず

2 1凶Rl.7/1 黒色土ややしまる
粘性なし礁含まず

3 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 襲含まず

~ 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

5 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

81卦てry_!L_ 山支亨

_A_ 

_F_ 
81.倒閣

P04 
__[_ 

持持勢仁
1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 1 10YR2/1 黒色土やや茶色 1 10YR3/3 陪褐色土やや淡色
粘性やゃあり礎含まず径0.2園以下のややしまる粘性なし礎含まず ややしまる特性やゃあり離合まず

10YR3/4暗褐色土プロック15%台む 径0.5個以下の10YR3/4暗褐色土プロック2 l0YR2/2 黒褐色土ややしまる
2 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる 10%含む炭化物極少量混じる 粘性やゃあり横含まず

粘性なし.含まず 2 10YR2/3 黒褐色士ややしまる 3 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり様含まず 粘性やゃあり積含まず

3 10YR3/4 暗褐色士ややしまる 4 I0YR3/4 晴褐色士ややしまる
粘性ややあり慶含まず径0.2唖以下 粘性やゃあり積含まず
の10m/l黒色土プロック5%含む

。 2m 

(S=1/50) 
園90 SB07遺構図(1)
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1 10YR2/1 黒色士 やや茶色ややしまる粘性なし磯含まず
径lcm以下の10YR3/4 暗褐色プ、ロ ック5%含む

2 10YR2/2 黒褐色土 やや茶色 ややしまる粘性やゃあり 磯含まず

炭化物少量混じる

3 10YR2/3 黒褐色土 ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
下部10YR3/4 暗褐色土漸移層

4 10YR2/3 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 磯含まず

5 10YR3/4 暗褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 磯含まず

81. 9面積tJY-"
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1蜘ー罵ア

1 10YR2/3 黒褐色土やや暗色 1 10YR1. 7/1 黒色土 やや茶色

ややしまる粘性やゃあり 磯含まず ややしまる粘性なし磯含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 2 10YR2/1 黒色土やや暗色
粘性やゃあり 磯含まず径lcm以下の ややしまる粘性なし機含まず
10YR3/4 暗褐色土プロック20%含む 3 10YR2/1 黒色土ややしまる

3 10YR3/4 暗褐色土やや淡色 粘性なし磯含まず

ややしまる 粘性やゃあり 磯含まず 4 10YR2/3 黒褐色土 ややしまる
4 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 粘性やゃあり磯含まず

ややしまる 粘性やゃあり 磯含まず 5 10YR3/4 暗褐色土 ややしまる

5 10YR3/3 暗褐色土ややしまる 粘性やゃあり磯含まず

粘性やゃあり 磯含まず

蜘、史二~

P12 

81蜘て乙ア

1 10YR2/1 黒色士ややしまる粘性なし磯含まず
径0.5cm以下の10YR3/4 暗褐色土プロック15%含む

2 10YR1. 7/1 黒色土やや暗色ややしまる 粘性なし礎含まず

3 10YR2/2 黒色土やや暗色ややしまる 粘性なし磯含まず
下部lOYR3/4 暗褐色土漸移層

1 lOYR2/1 黒色士ややしまる

粘性なし 磯含まず 径lcm以下の A

10YR3/4暗褐色土プロック15%含む U

下部10YR3/4 暗褐色土漸移層

図91 SB07遺構図(2)
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4 柵

当該期の柵を4列確認した。

SA03 (図 93)

検出状況 C地点 K11 ~KJl グリッド、 E層上面で検出した。柱穴が L字状に位置することから柵と

判断した。 8A01-P5を8Z2周溝肩部で検出したことから、 8A03<8Z2と判断した。長辺の長さは 3.72 

m、短辺の長さは1.80血を測る。柱聞は、 P1-P5で1.80m、P5-P3で1.92皿、 P3-P4

で0.92皿、 P4-P2で0.88mである。長辺の方位はN-360

-Eである。

柱穴 5 基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径 0.19~0. 34m、深さ 0. 1O~0. 24mを測る。 P4、

P5で柱痕跡を確認し、柱径は O.05~0. 10血と想定できる。 Pl~P3 は、柱痕跡は確認できなかっ

たが、底部や最下層下部に柱の当たりを確認したことから柱穴と判断した。

遺物出土状況 P3下層から縄文土器1点、 P4上層から古墳前期土師器1点・時期不明土師器1点、

P5上層から弥生土器1点が出土した。

出土遺物 実担.uに足る遺物は出土していない。弥生土器(取上番号 6962)はE期費D1類の胴部片で、

外面はハケ調墜する。古墳時代前期土師器(取上番号4057)はN期費C類の胴部片で、外面はハケ調

整し、頚部の沈線が一部残る。

時期 8Z2に切られることから東野E期以前の可能性が高いと判断した。

SA06 (図 93・108)

検出状況 C地点 JJ19~]K19 グ!J v ド、 E層上面で検出した。柱穴が L字状に位置することから柵と

判断した。 P2、P3が 8108を切ることからぬ06>8108と判断した。長辺の長さは 3.02m、短辺の

長さは 2.40mを測る。柱聞は、 P1-P4で1.44血、 P4-P5で1.58m、P5-P2で1.32m、

P2-P3で1.08血である。長辺の方位はN-420

-Eである。

柱穴 5 基の往穴を検出した。柱穴の規模は、直径 0.24~0.68m、深さ 0.13~0. 40mを測る。 P4以

外の柱穴で柱痕跡を確認し、柱径は O.06~0.10mと想定できる。

遺物出土状況 P3上層から縄文土器1点・弥生土器1点、 P4上・中層から弥生土器97点、炭化物

5点が出土した。 P4からE期壷G類 (252)が出土した。破片を中層から上層に向かつて積み重ねた

状態で出土し、ところどころ炭化物の小片が混じる。

出土遺物 252はE期壷G類である。器面・断面の摩耗が激しく、 1個体であるが部位や接合部が不

明なものがほとんどであるため、合成して実測した。口縁部は受口状で、外面に僅かに回線が残る。

胴部外面は上から波状文3条、直線文4条、ハケ後直線文を施す。底部は平底である。

時期 8I08を切ることと P4出土遺物から東野E期以降と判断した。

SA11 (図 94)

検出状況 C地点 JI16~JJ18 グリッド、 E層上面で検出した。柱穴が直線状に位置することから柵と

判断した。長さは 6.56mを測り、柱聞は、 P1ー P2で1.90m、P2ー P3で1.20m、P3-P4

で1.64m、P4-P5で1.82mである。長辺の方位は、 N-520 -wである。

柱穴 5 基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径 O.24~0.40m、深さ O.15~0.40mを測る。 P4 、

P7底で柱の当たりを確認した。 Pl北西側で 8K0733、8K0829が柱筋に載るが、それぞれ柱痕跡や柱

の当たりが確認できなかったため 8Allを構成する柱穴ではないと判断した。
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1 10YR!. 7/1 黒色土やや暗色 1 10YR2/1 黒色土やキ茶色
ややしまる粘性なし操含まず ややしまる粘性なし積含まず

2 10YR!. 7/1 黒色土ややしまる 2 10YR2/1 黒色土やや暗色
粘性なし操含まず ややしまる粘性なし積含まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり離合まず 粘性やゃあり様含まず

4 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり 離合まず 粘性やゃあり 磯含まず

P2 5 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
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1 10YR2/1 鳳色土やや暗色
ややしまる粘性なし礁含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
下部10YR4/4-I量色土プロック多〈含む。

円一一噌

SA06 

¥ 言ト¥史上
Pl ，ミグ叫;。@ 

"。

_A_ 
81.7伽1
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81最高寸寺___[_
1 10YR3j4 略構色土ややしまる
粘性やゃあり 強含まず

2 10YR2j2 馬橋色土ややしまる
粘性やゃあり 強含まず

3 10YR2jl 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず

P3 

__f____..Ii" _f二
81. 6四nLW 

1 10YR2/1黒色土と10YR3/4暗褐色粘質土
の調合土ややしまる礎含まず

ddFi 
1 10YR!. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし積含まず

2 10YR!. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず

h 

_E_ _L  

円 増

/ょ⑨
。

____E_ 

1 10YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし積含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 聾含まず。 O.5m 

(S=1/20) 
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81.7伽事F

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 接合まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず
褐色土プロック10%含む

P2 
C C' 

81.7伽p

M 
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 横含まず

2 10YR2/1 黒色土しまりなし
粘性なし積含まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 横含まず

P3 
D D・

81.7~ 

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 碩含まず

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 型車含まず

P4 E 

81.7伽」ーー-

I 2 I 

1 10YR2/S 黒褐色土ややしまる
粘位ややあり 様含まず

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘位やゃあり 様含まず

P5 
F F・

81.7伽忘デ

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック10%含む

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
黒褐色土プロック10%含む

3 10YR3/1 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

。 2m 

(S=1/50) 

遺物出土状況 P 1上層から縄文土器3点・弥生土器1点・時期不明土師器1点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。弥生土器(取上番号21923)はE期事D1類の胴部片で、

外面は摩耗するがハケ調整が残る。

時期 出土遺物から、東野E期以降の可能性が高いと判断した。

SA15 (園 95)

検出状況 C地点阻6.......KI 7グリッド、 E層上面で検出した。柱穴がL字状に位置することから柵と

判断した。南東部が発掘区外のためPl、P4から南東へ延びる可能性があること、 Plから北東に

向かう延長線上に柱穴が確認できなかったことから、発掘区外へ延びる掘立住建物になる可能性もあ

る。長辺の長さは4.92m、短辺の長さは 2.90mを測り、長辺の柱聞はPI-P2で2.60m、P2-
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81づ而ゆ7- 81台市i

1 10YR2!1 黒色士やや淡色 1 10YR2!1 黒色士やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まず ややしまる粘位なし礎含まず
中層に径0.5個以下の10YR3!4暗褐色土 2 10YR2!2 黒褐色土やや暗色

プロック20%含む ややしまる粘性やゃあり礎含まず
2 10YR2!2 黒褐色土ややしまる 3 10YR2!2 黒褐色土やや桜色
粘性やゃあり離合まず ややしまる粘性やゃあり礎含まず

3 10YR2!3 黒褐色土やや淡色 4 10YR2!3 黒褐色土ややしまる

ややしまる粘性やゃあり 磯含まず 粘性ややあり横含まず

問 E・
8市~-

1 1町R2!1 黒色士やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まず
径0.5岨以下の10YR3!4

暗褐色土プロック10%含む
2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 様含まず

6 10YR3!4 崎褐色土ややしまる

粘性ややあり 検含まず

可J更生
1 10YR2/1 黒色士やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 10YR2/3 黒褐色土 しまりなし

粘性やゃあり 製含まず(モグラ穴)
3 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 硬含まず

4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

粘性ややあり 磯含まず
6 10YR3/4 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

6 10YR3/3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

P3で2.32mである。長辺の方位はN-28
0

-Eである。

柱穴 4基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径O.26.......0. 58m、深さ O.08.......0. 37mを測る。 P1、

P2、P4で明瞭な柱痕跡と柱の当たりが確認できる。柱径は0.09"""'0.17mと想定できる。

遺物出土状況 P4下層から弥生土器1点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。 P4下層出土の弥生土器(取上番号 11414)はE期壷

A類の胴部片で列点文が施される。

時期 出土遺物から、東野E期以降の可能性が高いと判断した。
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5 溝扶遺構(園 96)

当該期に関連すると判断した溝状遺構は6条である。通水の痕跡はない。 6条ともにE期に属する

遺構との重複関係や出土遺物によって、 E期以降の溝状遺構と判断した。

6 柱穴(園97.....101)

当該期に関連すると判断した柱穴は85基である。E期に属する遺構との重複関係や出土遺物によっ

て、皿期に関連する柱穴と判断した。以下、特徴的な柱穴について記述する。

SP385 (図 100)仙S2581)

検出状況 C地点KI4グリッド、 SZ2周溝北東隅部の浅い底面で検出した。平面形は円形で、やや浅

い穴である。

SD06 
、~ト

81京片i

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性なし積含まず

2 10YR3/4 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

釦08 ¥_ 

8D13 8D14 ¥¥ 
VJ 、

A A' 

82~而}てi

1 l0YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし様含まf
10YR4/4 褐色土プロック2私含む

82命 li
¥ミr7

1 10YR2/1 黒色士ややしまる
粘性なL 積含まず
10YR4/4 褐色士プロック3%含む

2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
10YR4/4 褐色士プロック1%含む

8D16 

¥ 
_};__ 

A A' 

81.9伽ぜ可

1 l0YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし礎含まず
径2岨以下の10YR4/4 褐色土プロック
1%含む

2 l0YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性なし礎含まず径2c叫A下の
10YR4/4 褐色土プロック3%含む

SD12 

j 

_}，_ _};__ 

A A' 
81雨下』一

1 l0YR2/1 黒色土 しまり弱い
粘性なし離合まず

2 lOYR4/4 褐色土しまる
粘性やゃあり 諜含まず

栓の当たり O

園96 m期SD遺構図

8D22 

¥ 

_}，_ 11 11 _};__ 

_B_ B' 

ベ

81蜘一一一-&-
日目

81. 9伽

一---o--ー
1 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性ヰ'ゃあり 積含まず 2m 

(S=1/50) 
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2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 1 10YR1.7/1 黒色土ややしまる
粘性なし.前玩..一ー 粘性やゃあり前まず 制なし齢まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 2 10YR2/1 黒色土やや茶色

粘性なし磁含まず 粘性やゃあり積含まず ややしまる粘性なし積含まず 1 10YR2/2 燥褐色土やや淡色
3 10YR2/2 鳳褐色土ややしまる 4 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 S 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり破合計 5ヤアる粘性やゃあり肘まず 粘性やゃあり礎含まず 2TZ占えるdzrf:りままず

44器JtfS詰まる s守ALf主主主アしまる 44器ZfS2まアしまる パおえあ閉まら淡色

54Z将グ主 主rしまる 7常時間二:る :銀器iゃii33まず 4切るdr詳しき2まず

銅鈎 j 粘性やゃあり齢まず ‘ 粘性やゃあり礎含まず λおえあふ22まらしまる

ftt'n1to ~ SPO箱 、¥ SP039 、F ト 粘性やゃあり齢まず
SK0119興 18一 千 A 、 6 10YR3/4 酬位ややしまる

~...--lさ'!'c士'"' ' _A._ ({¥>o， _K_ >( • /'で下、 粘性やゃあり 礎含まず
_A._ {(i..¥'lど「当_K_ 込.J) 、 _A._(A  _K_ 7 'iiml3/4酬位や暗色

、。ミ::rJO¥ァノノ A ブJ ・ . も ，d，I ややしまる給位やゃあり 様含まず

.--.6.::: ~ _K_ 81高台 ~ 81合 Rー育上
82・L E g-- aqlHs mR;草子 mω 、1

)三幹? ~ U6 ~@千
1 10YR2/1 鮎土や特色 1JE:14!522しゃ223ず 1 10'田 /1 黒色土やや茶色 81合ももi

ややしまる粘性なし耐まず 2 10YR1. 7/1 黒色土ややし宜る zておアdfなみ慢2ず 一 事~3
10YR2/2 繰褐色土ややしまる 粘性なし磁含まず .....-. 

酬やゃあり耐まず径叫下の 3 10YRZ/l 黒色土ややしまる sT総長話註ややしまる
10YR4/4 褐色土プロック3%含む 粘性なし積含まず

粘性ややあり 礎含まず
3 10YR2/3 県褐色土ややしまる 4 10YRZ/2 '"褐色土ややしまる 4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり磁含まず 粘性.~ゃあり積含まず 10YR4I4 粘性やゃあり廃合まず
10YR3/3 暗褐色土ややしまる 褐色士プロック6%含む

酬やゃあり耐まず い畑山脚色士仲しまる 54忠 弘ヂ主主まアしまる
粘性やゃあり 機含まず

S円刈9 司=プ』← 10YR4I4 縄色土プロック10%含む

へ窃4

81古市動i

1 10YR2/2 鳳縄色土ややしまる
粘性やゃあり 夜含まず

2 10YR2/3 嶋縄色土ややしまる
粘性やゃあり 夜含まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 夜含まず

4 10YR2/1 繍色土やや暗色
ややしまる粘性なし穣含まず

5 10YR2/1 掃色土ややしまる
粘性なし磯含まず

6 10YR2/2 品構色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 義含まず

7 10YR2/2 鳥傷色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 穫含まず

X
×、mJ1寸

1 10YR2/1 '"色土ややしまる
粘性なし 編含まず

伊舗Oム。
81命拾
1 10YR1. 7/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 10YR2/1 黒褐色土ややしまる
粘性なし複合まず

S 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

4 10YR3/S 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 園陸含まず

SP053 ~ 

L品計
1 IOYRI.7/1 黒色土 やや後色
ややしまる粘性なし様含まず

2 I0YR2/1 緑色土ややしまる
粘性なし 磁含まず

3 I0YR2/2 履褐色土 ややしまる
車生性やゃあり 藤含まず

4 10YR2/1 黒色土 しまり弱い
粘性なし .含まず

5 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

》
_K_ 

1 10YR1.7/1 鳳色士ややしまる
粘性なし積含まず

2 10YR2/1 黒褐色士 やや淡色
ややしまる粘性なし費含まず

S 10YR2/2 鳳褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 礁含まず

4 10YR2/2 黒褐色土 やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 積含まず

O 10YR3/4 時褐色士ややしまる
粘性やゃあり .含まず

SP063 、
_A._@_K_ ヘ

8cお i

満押な土器
s一一司

1 10YRl.7/2 黒色士やや茶色
ややしまる粘性なし積含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし磁含まず

3 1町R2/2 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 穣含まず

4 1町R2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

5 10YR3/4 暗褐色土ややしまる a

粘性やゃあり 積含まず U 

栓の当たり

園97 m期8P遺構図(1)

1 10YR1.7/1 鳳色土 やや茶色
ややしまる粘性なし積含:I;-r

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず

S 10YR2/2 鳳褐色土ややしまる
粘伎やゃあり 破含まず

4 10YR3/3 時褐色土ややしまる
粘伎やゃあり 環含まず

6 10YR3/4 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 贋含まず

_A._ 

81:"政

時ゐふ
1 10YR1. 7/1 '"色土やや核色
ややしまる粘性やゃあり 栂含まず

2 10YR1. 7/1 '"色土ややしまる
粘伎やゃあり 礎含まず

3 10YR2/2 鳳褐色土 ややしまる
粘性ややあり 横含まず

4 10YR2/S 鳳褐色土ややしまる
粘性ややあり 拠含まず

S問71 、
SK0224 )<，、

_A._ (LO-J(百_K_

• SZ02---.u，_ 

8DI<扇 1，.x 
4"Wsヂc一

1 10YRI. 7/1 無色土 しまり弱い
粘性なし 磯含まず

2 10YR2/2 '"偽色土 ややしまる
粘性やゃあり 硯含まず

3 10YR2/2 '"働色土 やや茶色
ややしまる粘位やゃあり 磁含まず

4 10YR2/3 '"褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 綴含まず

5 10YR3/4 暗褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 鎌倉まず

h 

(8=1/50) 
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J?54K 
81本~....L

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘佳やゃあり 礎含まず

Z 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる
粘佳やゃあり 礎含まず

3 1凶R3/Z l¥縄色土ややしまる
結佳やゃあり 侵含まず

4 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし穣含まず

土G4
81. fi(h 1 

2締
1 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし 礎含まず

Z 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず管0.5個以下の
10YR3/4暗褐色土プロック5%含む

3 10YR!. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

4 10YR!. 7/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし 礎含まず

5 10YR2/1 黒色土 やや淡色
ややしまる粘性なし榛含まず

6 10YR3/4 暗縄色土 しまる
粘性やゃあり 穣含まず径0.5園以下
の10YR2/1 黒色土プロック柑含むO

S問80 "'<:む且チ』

ム 8....L

81会設i

ょ{Q)....L

匂 i

1 10Yil.7/1 黒色士 ややしまる
粘性なし債合主ず

2 10Yil.7/1 黒色士I:l0YR3/i
暗唱骨色粘貧土kの温合土 固くしまる
榛含まず

3 10Yi2/1 黒色士 ややしまる
粘性なし・含まず

SPlω 

ム⑫....L/

巾吻zi

1 10Y隠 /2 鳳縄色土やや茶色
ややしまる結伎やゃあり 礎含まず
径0.6岨以下の10YR2/1
黒色土プロック3%含む

2 10YR2/2 鳳褐色土ややしまる
粘性ややあり 礎含まず

3 10YR2/3 鳳褐色土 ややしまる
粘性ややあり 様含まず

4 10YR3/4 暗縄色土やや茶色
ややしまる粘性ややあり 礎含まず

6 10YR2/3 鳳褐色土やや淡色
ややしまる粘伎やゃあり
礎含まず

1 10YRI.7/1 黒色士 やや暗色
ややしまる 粘性なし積含まず

2 10YRI. 7/1 11色士 ややしまる
粘性なし・含まず

3 10YR2/1 鳳色土やや茶色
径の当たり ややしまる粘性なし讃含まず

h 410YR2/l 鳳色土 ややしまる
粘性なし積含まず

5 1町R3/3 晴褐色土 ややしまる
(8=1/50) 粘肘ゃあり前まず

園98 m期8P遺構園(2)

ヰ主f

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まf

2 10YR3/3 時褐色土 ややしまる
粘性やゃあり ‘含まず

3 10'田 /3 黒褐色土 ややしまる
高占性やゃあり 礎含まず

4 10YR4I4 縄色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず径l個以下の
10YR2/1 黒色士プロック1%含む

SP137 ~ 

よ E2J....L/

8C品 i

3茅
1 10YRI. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし 榛含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし接合まず

3 10YR2/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし磁含まず

SP172 

均f
、ト

81右対i

1 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし積含まず

2 10YR2/Z 黒褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 擾含まず径l咽以下の
10YR3/4 暗褐色土プロック6%含む

3 10YRl.7/1 黒色土 ややしまる
粘性なし .含まず

4 10Y昭/1 異色土ややしまる
粘性なし 覆含まず

6 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 慶含まず



i 撲で/

1布ぜ
1 10YRL 7/1 鳳色土やや時色
ややしまる粘性なし穣含まず

2 10YRL 7/1 鳳色土ややしまる
粘性なし穣含まず

3 10YR2/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし穣含まず
径1園以下の10YR4/4 褐色土プロック
5%含む

4 10YR2/2 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礁含まず
径1園以下の10YR4/4 褐色土プロック
10%含む

5 10YR2/3 黒褐色土やや時色
ややしまる粘性やゃあり 積含まず
径1園以下の10YR4/4 褐色土プロック
3%含む

6 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 離合まず

SP195 J 

_A_ Qj _K_ 1 
81品百Fi

中九
1 10YR2/2 黒褐色士キやしまる
粘性ややあり 磯含まず

2 10YR2/3 黒褐~士ややしまる
粘性ややあり 磯含まず

栓の当たり
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idら_K_$

81お冠vi

SP190 
『マι←

_K_ 

1 10YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし様含まず

'YR2/1 黒色土ややしまる 1 10YR1. 7/1 黒色土やや暗色
粘性なし礎含まず下部固くしまる ややしまる粘性なし礎含まず

'YR2/2 黒褐色土 しまる 2 10YR2/1 黒色土やや暗色
粘性やゃあり喋含まず ややしまる粘性なし礎含まず

/4 暗褐色土ややしまる 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり穣含まず 粘性やゃあり礎含まず径0.5回以下

の10YR3/4 暗褐色土プロック5%含む
SP196 4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

-- ノダ 粘性やゃあり礎含まず
一且-[".:..._") _K_ V 5 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

¥とづ〆 メー 粘性やゃあり礎含まず

& " 6 10YR3/4 暗褐色土ややしまる

82:-d奇L百戸--一一 粘性やゃあり礁含まず
~IW 7 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
も吋 粘性やゃあり礁含まず

/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず SP198 

2 10YR2/1 黒色土ややしまる _A_ C:'I _K_唱~
粘性なし礎含まず 尽グ

3 10YR3/4 晴禍企土ややしまる . .， 
粘性やゃあり 強含まず t ご o __，，_ 

82.帥s_員
SP212 、 ・一百匹

_A_ (;.~ __Aι、 u

¥;;j -'¥ 1 10YR1. 7/1 黒色土やや暗色
A A' ややしまる粘性なし礎含まず

B仁"8lliii 二 2 10YR2/1 黒色土ややしまる

剛02" 粘性なし礎含まず
J行リ 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
，唱匂 粘性やゃあり横含まず

1 10YR2/1 黒色土 しまり弱い
SP224 1 IOYR1. 7/1 黒色土やや茶色 粘性なし礎含まず

ややしまる粘性なし離合まず 2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる _A_ I宍\_K_~ト
2 IOYR2/1 黒色土ややしまる 粘性やゃあり離含まず下部10YR4I4 I;U -j 
粘性なし離合まず 褐色土漸移屠 . 、占〆

3 IOYR2/2 柿色土やや暗色 SP 2 3 0 "  ^̂-Aァ。 o _K_ 
干、 82.帥 n3....___1_ややしまる粘性やゃあり礁含まず 円一、 ~ OL. 刷t...:金~

_A_ 内_ K_、 6:¥1119'百
S陀13 _ ¥¥1 へ 3.11If. 

--ー戸千ユペ _A_ _K_ 

面了、...IJ .A-午 82.∞~ 1 _1~YR1. ?/'l 黒色土やや茶色
..............- "'"三7 l'斗4 ややしまる粘性なし礎含まず

_A_{ハ時_K_ 121 下部固くしまる
ト0到 ¥ . J 2 'loYRi/i黒色土ややしまる
、/___.. 一 粘性なし礎含まず

二二==zzニ;_...- 1 10YR3/2 馬橋色土ややしまる /2 黒褐色土ややしまる
. .' 粘性やゃあり 碩含まず

側 ^ _K 粘性やゃあり 磁含まず百走- 2 2 ー且- 2 10YR4I6 褐色土ややしまる
81 目 g伽1-τ~会~ -*:~~::':olr_ r;:L_.j~~"':''';_ ....._... 4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

…!頭 記1語 粘性やゃあり碩含まず
U3~岨J/(;3U "~，~， ，-， A::"'::A-' 粘性やゃあり 磯含まず
ー作-"(， SP236 d 5 '";_~~~/~暗褐色土ややしまる

1」史認 tt去 し な 器 ず iFhi〆r 粘性やゃあり 33f ， 
土色下層にむげ徐々に淡くなる '--.ノ 〆グ

2 10YR2/2 鯛色土押しまる 品-_K_ A 〆内 A' J 
粘性なし穣含まず 81. 9伽'........-一OTー 一一-e-:ζ)} メ"

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 石、a二( ~ 
粘性やゃあり齢まず 【1.I _A_ _K_ 

4 10YR3/4 晴褐色土ややしまる I ~ 1 81.9伽L一一
粘性やゃあり積含まず種0.5園以下 ¥ 1 llJ1 

/1 黒色土プロック5%台台 、-__.._ '-1 
'/4 酬色土ややしまる 1 10YR3/3 酬色士 仲しまる I 2 1 

糊やゃあり齢まず種0.5園以下 粘性特あり径IOcmCTJ角 齢tr ¥ I 
の10YR1.7/1 黒色土プロック5%台む 黒褐色プロフタ20%含む ¥.....) 

416柵色土ややしまる /3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 横含まず

粘性やゃあり 径5岨の角離合む
SP245 ^ 2 10YR4I6 褐色土ややしまる
1 ヘ ¥l 粘性やゃあり 離合まず_A_刀ミ_K_、

A A' 

81蜘てナ

@
鷲

81古: _K_ 

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
褐色土プロック5%含む

ヲゐfi
高 vf

。
2m 1 10YR2/1 黒，~::I: しまりなし

粘性なし径2咽の角様含tr
(5=1/50) 褐色士プロック1%含む

園99 m期SP遺構図(3)

i 馴b_K_/
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p
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上

品

問
粘

1 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘也なし積含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず

3 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 稜含まず

4 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

SP234 

_A_ {-(i斗よ干ト

81合マi
1 10YRZ/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 損含まず

2 10YR4/4 褐色士ややしまる
粘性やゃあり 損含まず
黒褐色士プロック10%含む

SP242 

_A_@  _K_ q 
_A_ 1 _K_ r 

81.8吋拡

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘佳やゃあり 襲含まず

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘佳やゃあり 襲含まず

3 10YR4/6 褐色土ややしまる
粘佳やゃあり 襲含まず

4 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘佳やゃあり 襲含まず
褐色土プロック10%含む

SP243 " 

i ⑤ _X_f 
81合、bi

2113 J4I 

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

3 10YR2/S 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

4 10YR3/S 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
黄禍色土プロック20悦含む
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SP2騎 ，

i命共〆
A A' 

四 ず
1 1000/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 複合まず

2 1000/1 黒色土 しまりなし
粘性なし績含まず
褐色土プロック20%含む

3 1000/1 A眠色土 しまりなし
粘性なし積含まず

4， 1000/2 馬術色土ややしまる
粘性やゃあり 裂含まず
褐色土プロック5%含む

5 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 模含まず
貨褐色土プロック40%含む

SP273 'jι よ。_K_p
_L • _K_ 

81.胸」ームー

121 

-T
1
nHv
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叫

協

位
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創

9初a

_L@_K_ ¥ 

81和サi

OYR3/t黒褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

000/2 鳳褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 僚含まず

000/2 鳳褐色土 ややしまる
粘性ゃゃあり 径3閣の角棟含む
粒状のtOYR6/6 貨褐色土全体に
わfかに含む

""( .1-
，イ X

JゴOぬ _K_r
制問 J ご')..>-

y~ 

. )〆

8 1 6 i 

¥河

1 10YR2/1 黒色土 しまりなL
粘性なし径3国の角積含む
縄色土5%台む

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 径4aaの角碩含む

」忍ι/
sも写Zi

1 10YR3/S 暗褐色士 しまりあり
粘性なし礎含まず縄色士プロック
10%含む

2 10YR2l3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 様含まず褐色士
プロック6%含む

3 10YR2l3 黒褐色士ややしまる

'自性~ゃあり 様含まず
4 10YR3/4 晴褐色士ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

1 10YR2/2 11鱒色土ややしまる
粘佳やゃあり 礎含まず

2 10YR6/6 貧褐色土 しまりあり
粘佳なし讃含まず 黒禍色土
プロック40%含む

3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 機含まず

1 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 破含まず

2 10Yi2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

SP290 

_L@_K_勺斗

A A' 

同友f

1 10YR2/3 鳳褐色土 ややしまる
粘性ややおり 操合主ず
褐色土プロック5%含む

2 10YR3/3 暗褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 破含まず

十gBT¥
1而す-

igid叶

81命ず
1 1000/2 鵬褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

2 10YR3/4 晴褐色土ややしまる
粘性やゃあり 模台まず
縄色土プロック30%含む

3 10YR5/6 貧僧色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

1 10m/. If褐色土ややしまる
粘性やゃあり 破含まず
.褐色ニtプロック1%含む

2 10m/2 島県褐色土 しまりあり
結憶やゃあり 夜含まず

伊お4 寸ザ，c:::-

i ⑮ i 

81合苛i

1 1000/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 屡含まず

2 10Y沼/3 .褐色土ややしまる
粘性ややあり 脅含まず

1 1000/2 鳳褐色土 しま りあり
給佳やゃあり 襲含まず

2 lom/I .. 色土ややしまる
結住ややあり 慶合掌ず

よる~ ，
自1市:J:_

SP揃 .々.p-

よ¥2J_K_

81合一容疑i
1 1000/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし 穣含まf

00/1 黒色土ややしまる
1 1000/2 黒縄色土やや暗色

粘性なし 榛含まず
ややしまる粘性やゃあり 強含まず

2 1000/2 黒褐色土ややしまる 3 1000/2 黒褐色土ややしまる 1 1000/2 胤褐色土やや淡色
粘性やゃあり磯含まず 粘性ややあり磁含まず ややしまる粘佳やゃあり磁含まず

下郎10YR3/4 暗褐色土漸移層 2 1000/1 胤色土ややしまる
3 1000/3 黒褐色土ややしまる

粘性なし礎含まず 径0.5咽以下の
粘性やゃあり 強含まず

S阿94 10YR3/4 幡褐色土プロック7%含む

的似 て.--ふ ~ 3 ~主将ぁ伊良主主アしまる
/士"¥. / _L Aら (γ~_K_.ì 4 .!~~酬色土ややしまる
正~\. λ円 In¥..ノI T1(ll....!!...._i 粘位やゃあり 礎含まず

A rf 1/、?て¥.. A' ~主， 金二ニ〆'G' 5 10YR3/4 暗禍色土 ややしまる
l¥ J( H '¥.、k 一一一 田町ご前官-SKI905 粘性やゃあり礎含まず

ぺ.~庁子、口 8f"色 上

81. i'Qa_ '-1 ~J 

がい:J.Y ¥ノ '''4 
1 1併R1.7/1 緑色土ややしまる -
粘性なし後含まず

2 1肝胞/2 黒褐色土 やや暗色
ややしまる粘性やゃあり
捜含まず径Z咽以下の10叩3，川
崎禍色土プロック10%含む

1 10YR1. 7/1 鵬色土やや暗色
ややしまる粘性なし磯含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし績含まず

3 10YR2/2 A略構色土ややしまる
粘性やゃあり 裂含まず

4 10YR2/3 鳳褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

5 10YR3/4 情僧色土ややしまる
粘性やゃあり 横含まず

SP385 

4む~i 
A A' 

m 同
1 10慨2/2 ".褐色土 しまり弱い
粘性やゃあり 破含まず
下節目YR4/6 褐色土漸移層

1 IOYRl.7/1 黒色土ややしまる
粘性なし 穣含まず

2 1000/2 黒褐色土 固く しまる
粘性やゃあり 積含まず径2c~下の
10YR3/4 暗褐色土プロック15%含む

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる ，、
粘性やゃあり 碩含ま-r u 

絵の当たり

2m 

(5=1/50) 
園100 m期SP遺構図(4)
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埋土 埋土は単層で、底部付近に自然磯を含む。底部で柱の当たりを確認したため柱穴と判断した。

柱径は不明である。 SZ3北隅部の浅い底面にも同じような土坑 (SK0798)があり、類似する。

遺物出土状況・出土遺物 出土遺物はなかった。

時期 SZ2との重複関係から、東野E期以前と判断した。

その他の柱穴出土遺物(図 108) m期に関連すると判断した柱穴から出土した特徴的な遺物につい

て記述する。 253はSP121出土のE期賓D2類である。口縁部は外反する。口縁端部に面を持ち、斜方

向の刻みを施す。口縁部内面はクシ状工具による 6個 1単位の刺突列を施す。外面は条痕文である。

254は SP351出土のm.w期高杯A類の脚柱部である。 3方向の透孔がある。段数は折損のため不明

であるロ透孔の高さが僅かにずれる。外面はミガキを施し、内面は絞り込み後板ナデ調整する。 255

はSP022出土の模形石器で、 1辺は自然面である。その対辺に微細な剥離がある。左右の辺に階段状

剥離が見られる。

7 土坑(図 102-107)

当該期に関連すると判断した土坑は 126基である。 E期に属する遺構との重複関係や出土遺物によ

って、 E期に関連する柱穴と判断した。以下、特徴的な土坑について記述する。

SK0798 (図 104) (BS0203) 

検出状況 C地点 ]G19グリッド、 SZ3周溝北隅部の浅い底面で検出した。 SZ2周溝北東隅部の浅い底

面で検出した柱穴 (SP385) と類似するが、柱痕跡や往の当たりが確認できないため土坑と判断した。

性格は不明である。

遺物出土状況・出土遺物 出土遺物はなかった。

時期 SZ3との重複関係から、東野E期以前と判断した。

SK1874 (図 107・108) 仏S2667)

検出状況 C地点K]4グリッド、 E層上面で検出した。平面形は楕円形である。検出時に土師器のく

字奮が埋設されており、脚台部が露出していた。

埋土 最上層(1層)が掘り込まれている土層を示す堆積であるロテラスをもっ二段構造の穴であるロ

1層からE期費B2類 (256)が出土した。く字費は外面に煤が付着することから使用していたものと

恩われる。土層断面から、二つの可能性が考えられる。一つめは、掘方を掘削した後に整地をし (5

層)、く字費を容器に入れて据え(1層)、掘方を埋戻し土 (4・3・2層)で充填し、容器が腐る

などして消失した後に黒褐色土 (1 層)が流入した可能性である。 2 つめは、 1 層と 2~5層は別遺

構で2基が切り合う遺構である可能性である。なお、前者について言及している容器について、その

痕跡は確認できなかった。土器埋納遺構と判断した。

遺物出土状況 く字聾は、口縁部をを下にして横位に近い状態で出土した。士圧のためか、やや潰れ

て出土したが、ほぼ完形である。

出土遺物 256はE期窪田類である。口縁部がやや内聾する。胴部内面はケズリ調整する。底部から

砂粒を含む粘土を充填して接合する。脚台部外面に短冊形の被熱痕が残る。

時期 出土遺物から東野E期と判断した。
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S問94 ~コー

土建~~
s北野i

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし離合まず
下部10YR3/4 暗褐色土漸移層

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず径lc叫L下の
10YR3/4 暗褐色土プロック10%含む

5 10YR3/3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

_A_eJ_K_ / 

山首
1 10YR2/2 黒褐色土 しまり弱い
粘性やゃあり 積含まず

2 10YR2/2 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 碕含まず

SP436 上。J
8f志可左手i

1 10YR2/2 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

4 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磁含まず

1 10YR1. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性なし礎含まず

4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性なし諜含まず

5 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性なし諜含まず

園101 m期SP遺構図(5)

。

_A_ %il 
加一一話

1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
径0.5岨以下の10YR3/4 晴掲色土
プロック7%含む

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

4 10YR2/2 黒褐色土やや時色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

5 10YR3/3 晴掲色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず径0.5岨以下
の10YR2/2 黒褐色土プロック10%含む

(S=1/50) 

桂の当たり

創1

i会_L¥上{匂p ii Lυ諮脚
8C晶、ゲi

1 10YR2/1 黒色土

色cト ¥_ft主Ti E1お建LfdFJJAL B1古 可i

ややしまる粘性なし
礎含まず

1 10YR2!1 黒色土やや茶色ややしまる 1 10YR2/1 黒色土やや桜色ややしまる
粘性なし碩含まず 粘性なし離合まず

S既成>82 2 10YR3!1 黒褐色土ややしまる 2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

マ斗 A 問 問ゃあり下部町4 制時 s句協あふ君主主丸まる

h¥....ι S即日閃2 制生ややあり 襲合計

℃ヒグr(SI圃O直-f'6 ;'て三二き"' l¥ 
、"1^ノ\.WUV~'V • Iンーー一""'、 ， L¥ 8K0081 
I I又一 _A_ rr ¥1 J..一、 _ J • '8Dl1 ~ __  グ ムr 〆二以ミ、 1/ 

.' "江戸Lノ ¥ _A_ (r一、 V _L 
81可而ーー← -A- _Kー に¥. /J i-

一ー下ロヨ 81. 8伽1 ，l - 、〉ァて"7 ' 
Tず""" ~ _A_ ~ _L 

81. 9~し
1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず

2 10YR2/1 黒色土 しまり弱い
粘性なし積含まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

SK0172 

_A_ (iQ)_L 1 
81ホて金弓_L

1 10YR2!1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まf

2 10YR2!2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

四2!1 黒色土ややしまる oJUlIL 

粘性なし礎含まず

S悶084

_._@ /_L 

81お字会d
_L 

1 10YR1.7/1 黒色土 しまり弱い
粘性なし槙含まず 10YR4/4
褐色土プロック5%含む

2 10YR2!1 黒色土ややしまる
粘性なし槙含まず

3 10YR2!3 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 磁含まず

1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし様含まず径0.5個以下の
10YR4/4 褐色土プロック5%含む

SK0086 

i経ふ
81曲面積会i

1 1OYR2/1 黒色士ややしまる
粘性なし横含まず

2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

3 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

4 10YR2/3 黒褐色士やや渋色 内

ややしまる粘性やゃあり U 

機含まず

固102 m期SK遺構図(1)

_A_ EQ)_L' 
81 :品可ナi

1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

8K0226 

_A_@_L~ 
_A_ _L 

81. 9伽『て工フー

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

(S=1/50) 

柱の当たり

釦1



SK0227 

_L  (j_x_ J 
_L  _x_ 

81蜘会ナ

1 10YR1.7/1 黒色土
やや茶色ややしまる
粘性なし礎含まず

2 10YR2/1 黒色主
ややしまる 粘性なし
礎含まず

3 10YR3/4 暗褐色土
ややしまる 粘性やゃあり
礎含まず

SK0235 

_L  @ 》人
81古必f i 

1 10叩1.7/1 黒色士ややしまる
粘性なし様含まず

2 10叩2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

ibQLf 
8C古 i

1 10YR2/a 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

SK0489 

_L~⑬i 

81合はノi
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SK0229 

iρh 
81古L宇司_x_

1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

2 10YR1.7/1 黒色士ややしまる
粘性やゃあり 横含まず

3 10YR2/3 ~阜褐色士ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

SK0240 

_ L  ({]_X_/ 
81合τケi

1 10YR2/2 黒褐色土 しまり弱い
粘性ややあり 様含まf

SK0395 

1 10YRZ/Z ..褐色士やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 模含まず
下部10YR3/4 暗褐色土漸移届

SH04904グr

_ Lco樋う i

¥〆 SK0489

81古市てひ~fAL

1 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし療含まず

SK0619 

SK0234 

_L  _x_ 

SK0227 、ー'"-~ ~、.HlII\U孟III

s市 L)i

1 10YR2/1 黒色土やや淡色ややしまる粘性なし磯含まず
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性キゃあり 費含まず
3 10YR2/2 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 副帳台まず
4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性キゃあり 裏合まず
径2c叫A下の10YR4/4褐色土プ官'7タ7%台む

SK0260 

_L  @ _x_~ 

8d品、三アi

1 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし模台まず

i ち_x_¥
81古←τZAL

1凶 R1.7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まず
1凶 R2/1 黒色土やや茶色

ややしまる粘性なし礎含まず
径l岨以下の10YR3/4 暗褐色土
プロック3%含む

gω491 

SK02斜

ミ
81古てsfAL

1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず
下部10YR4/4 褐色土漸移眉

SK0431 • 

_}，_V、hl_!ι、
~5K'例30 ¥ 

81古ポν_x_

十。づ ;j長ぁ宗主:z:る

す宵iii ， ~ SK0605 

10YR2/1 黒色土やや務色 _A_ l' '"ーL一一二ミ::.........L'l.

竺~aィ7fG十
ややしまる粘性なし磁含まず ...r-I _ーーーーノ ー+-

2 10四 3/4 暗褐色土ややしまる ~~\ ------
粘性やゃあり穣含まず 一一一一ーィ=ニ一一一一一一 SZOI 

SK0623 iο ト巾吋d 井
S附619 8・E面 .1

館市ぺ~一一i
1 lOYR1.7/1 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず径0.5個以下の
lOYR3/4 暗褐色土プロック5%含む

2 lOYR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず径0.5個以下の
lOYR3/4 暗褐色土プロック3%含む

SK0624 

_L@会 K

8C命、互グi

1 10YR1. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし礁含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

OYR1.7/1 黒色土やや時全
ややしまる粘性なし磯含まず

_A_ECd)_L、
_A_ _x_ 

81. 9(W'"'"て工ア

0YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 積含まず

i3ム

目2品下ι-hL 1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

1 10YR2/1 黒色土やや茶色 粘性ややあり榛含まず
ややしまる粘性なし横含まず 3 10YR3/4 暗褐色土やや淡色

2 10Y抱/3 黒褐色土ややしまる ややしまる粘性やゃあり副帳台まず
粘性やゃあり 積含まず

5K0627 
SK0628 ~， 

i ぷ¥______.K_l ~ EQ)~ ~ • 
メ__.J..τ-一一一ー ベ 81:-9而一一千__.d__.

5113 -

8ホ翠李ヲ¥i
1 10YR2/1 黒色土やや暗色

I I0YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし複合まず下部10YR3/4
暗褐色土調肝移層

. .. ややしまる粘性なし離含まず
81.吾首E 1 --"- 2 10YR2/2 馴色土ややしまる

首山 一、r 粘性やゃあり型車含ま1" ^ 
3 10YR3/4 晴褐色土ややしまる U h 

1 10YR2/2 黒褐色土やや茶色 粘性やゃあり型車含まf
ややしまる粘性やゃあり 離合まず 下部1似 R4/4 褐色土漸移層

園103 m期SK遺構図(2)
(S=1/50) 
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~) ムコゴ会
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SK0629 

1 10YR2!2 黒褐色土 しまりなし
粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR2!2 鵬褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

3 10YR2!3 馬偏色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

SK0665 

ム事i、1

81合擦i

1 10YRl. 7/1 鳳色土 やや暗色
ややしまる粘性なし蝶含まず

2 10YR2/2 .. 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

SK0744 

_L _.JL 

81. 6011てを昨季〆
1 10YR2/2 嶋褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR3/3 時褐色土ややしまる
粘+生やゃあり 礎含まず
褐色土プロック5私含む

3 10YR4I6 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磁含まず
褐色プロック10%含む

4 10YRS/6 賀補色土ややしまる
粘性やゃあり 径B帽の角横含む
.. 褐色土プロック5嶋含む

ム翠サ
8f命『ムi

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 機含まず 褐色土
プロック5%含む

J83斗f
81~市qzi

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり礎含まず褐色土
プロックIi%含む

2 10YRν4 婦色土 ややしまる
粘性やゃあり 嚢含まず
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1 10YR2/1 黒色土 やや暗色
ややしまる粘性なし積含まず

2 10YR2/2 黒縄色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

3 10YR2/3 鼎縄色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 襖含まf

4 10YRl. 7/1 黒色土しまりなし
粘性なし疲含まず

ヰ 1

〈P4
81命、歩i

1 10YR2/3 鳥禍色土ややしまる
粘性ややあり 機含まず黄梅色士
プロック1%含む

2 10YRli/6 貧偽色土ややしまる
粘伎やゃあり 径6帽の円礎含む
縄色土プロック30%、
黒褐色土プロック10%含む

3 10YR3/1 黒褐色土ややしまる
動性ややあり 榛含まず
貧褐色士プロック10%含む

SK0790 

1 10YR4I4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
黒褐色土プロック20%含む

2 10YR4I4 縄色土ややしまる
粘性ややあり 径5011の角礎含む
.. 褐色土プロック6%含む

SIti悦133

_L(Q} _L/ 
81了ホ苧r-L

1 10YR3/4 暗偽色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず褐色土
プロック1%含む

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
結佳やゃあり 襲含まず

ムφ埜29¥ 

_L  _L  
81・てEA

1 10YR2/3黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 複合まず

2 10YR4I4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 夜含まず

SK0798 

SZ3--r---
i母_L
/λ¥  

81.ヴ色合Zi
1 10YR2/S 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 複合まず褐色土
プロック5%含む
10YR4/4 褐色土ややしまる

粘性やゃあり 襖含まず
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京@)_L， 
こp冗h-m

_L 
8f色

て7弓「
1 10YR2/3 黒褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 様含まず貧褐色土
プロック10%含む

2 10YR2/3 黒褐色土 ややしまる
特性やゃあり 礎含まず n 
黄褐色土プロック20%台む w 

園104 m期SK遺構図(3)
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よ彦警L¥
2蜘"--ヰ

1 10YR2/1 緑色土ややしまる
粘性なし.含まず

2 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし 磁含まず

3 10Y抱13 鳳褐色土ややしまる
粘性ややあり 積含まず

1 10YR2/2鳳桶色土 ややしまる
'自性やゃあり 磁含まず貧褐色土
プロフク1%含む

2 10YR2/3 侮褐色土ややし富る
粘性やゃあり 積含まず

¥ _A_ CO)¥_.，_ 
亀ifも 1 JKー

『ー一一一一ー=
1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 褐色土プロック1%
含む積含まず

2 10YR6/6貧褐色土ややしまる
粘性やゃあり 暗褐色土プロック
30%含む 積含まず

哩以 4 グキ'

ム巴》上

《矛先i

1 10YR4/3 にぷい貧褐色士ややしまる
粘性ヰBゃあり 榛含まず褐色士
プロック20%.炭化物1%含む

2 10YR4/4褐色土ややしまる
粘性なし 積含まずにぷい黄褐色土
プロック10%含む

2m 

(S=l/50) 
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81号にし
りむま L B17払」尽きアi

SK0957 

地 f
81市天すi

1 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 礎含まず褐色士
プロック1%含む

2 10YR2l3 .. 鍋色士ややしまる
給住やゃあり 鑓含まず

3 10YR3/3 暗偽色士ややしまる
粘住やゃあり 礎含まず

SKl071 ‘ 

--¥(9τTT  T.iJL 

82~ 己主 i 

1 10YR3/. 時褐色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

2 10YRV. 縄色土 しまりあり
粘性やゃあり 積含まず径10岨太田

10YR3/4 附褐色士プロック10%含む

考た;
_A_ 

1 10YR3/3 時褐色土ややし主る
粘性やゃあり 磯含まず褐色土
プロック10%含む

2 10YR2/2 黒褐色土 ややし主る
粘性やゃあり E融合まず褐色土
プロック20%含む

3 10YR3/3 時褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず褐色土
プロック5%含む

• 10YRν4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 軍属含まず暗褐色土
プロックω%含む

igi¥ 

82命官主翼Zi
1 10YR2/2 I恥褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

2 10YR4/4 褐色土しまりあり
粘性なし積含まず径3岨の
10YR2/2黒褐色土プロック1%含む

1 10YR3/3 暗褐色土 しまりあり
粘佳やゃあり 径Z岨の角礎含む
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SK1159 

ヤて-:__f"-...... . y 1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
S124， --....ぐ¥ノノ( 粘性やゃあり 縫合まず

_A_ ¥ 'F-・ 2 10YR2/1 黒色土ややしまる
TTTT  手SKl1関陣やゃあり齢まず径1-5aaの

•• • I 10YR5/6 貿縄色土プロック20%含む

a市万岩手上
1 10YR2/2 鳳褐色土ややしまる
お性ややあり磁含主ず径1唖以下の
10YR3/1 .. 褐色土プロック6%含む

2 10YRV4 褐色土ややしまる
粘性ややあり 磁含まず

3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

4 10YRV4 有色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず径2個以下の
10YR3/3 暗縄色土プロック6%含む

6 10YR2/2 鳳褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磁含まず

~ω14 

ム。__K_-

81~哉 i
六E弓ー

1 10YR2/1 黒色土 しまりなし
粘性なし接合まず

2 10YR3/3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

SK1026 
『ミ7ι←

_A_ ~ __K_ 

82~命τ釘__K_
1 10YR3/1 黒褐色土 しまりあり
粘伎やゃあり 襲含まず

2 10YRV4 褐色土 しまりあり
粘性なし礎含まず

SKl街。

SKlω9 
ー←，乙ミ』

__K_ 

_A_ ， __K_ 
82.0伽一....... 二=詰='一一

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性:~ゃあり 棟含まず

SKlω2 

_A_ &__K_ ¥ 

位栴場fi

1 10YR3/3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 後含まず

2 10YR5/6 貧褐色土ややしまる
粘性やゃあり 襲含まず径1置の
10YR3/3 暗褐色土プロック10%含む

3 10YR3/3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 襲含まず粒状の
l0YR5/6 黄禍色土わずかに含む

4 10YR5/6 黄禍色土 しまりあり
粘4生やゃあり 襲含まず径1圃の
l0YR3/3 暗褐色土プロック5%台む

j3U 
1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
給位やゃあり 様含まず

i色主キムF気ミ三
時二J d 苧」ノi

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘伎やゃあり 横含まず1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 観含まず
2 10四.4/3 にぷい貧褐色土

しまりあり 粘性やゃあり 積含まず

図105 m期SK遺構図(4)

SKIω37 

士協/
81命m--__K_

1 IOYR2/3 ..褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

2 IOYR6/6 貨褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず(撹乱土1

3 IOYR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず(潰乱土}

"。一戸線¥一ム命
1 10YR2/3 鳳偽色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR3/3 暗縄色土 しまりあり
粘性なし礎含まず

ょ、〈YベJフF

ムQ4__K_

1 10YR3/2 .. 縄色土 しまりあり
粘性やゃあり 観含まず

2 10Y聡/2 .. 褐色土 し主りあり
粘性やゃあり 僕含まず

3 10Yl!3/3 糟褐色土 し主りあり
結佳やゃあり .含まず

_A_ -0-__K_ ¥ 

81命、;vi
1 10YRV4 禍色土 し主りあり
粘性やゃあり ・含まず径5園以下の
10m3/1 鳳褐色土プロック10%含む

よ sA
81":"お/べιi

1 10Yl!3/4 略暢色土 ややしまる
粘性やゃあり 棟含まず

。 往の当たり

2m 

(S=1/50) 
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1 10YR3/1 黒褐色土ややしまる粘性キゃあり 碩含まず
2 10YR3/4 暗褐色土 しまりあり 粘性キゃあり 碩含まず SK1275 

経3個以下の1凶悶/1 黒褐色プロック5%台む 弘 、、
SK1274Lへ℃、 aSK1261 町民!.:Y/'¥. ・~

SK1264 _ー、 &;TI ""Y'¥. &'、
/戸寸-.....、¥ ーUf.は ， '¥ ___A_ 

→?乙:::". / / " 占 司 L キシイ‘¥
_A_ {r "ー___A_ Y 、_y¥. 

_A_@___A_ ~ t( Jk 、y 、

B1Ehf  づrn---JLお附161 崎斤有 i

/3 晴褐色士ややしまる 82.1蹄E ，1 ___A_ 、， 、ー
粘性売中あり 様含まず U UlII ト一一一一一一ーー-:n 1 10YR2/3 黒褐色士ややしまる

4/4褐色士ややしまる 粘性ややあり磯含まず
粘性売中あり 横含まず 1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 2 10YR4/6 褐色士 しまりあり

粘性ややあり 積合主f 粘性ややあり 磯含まず
2 10YR4/4 褐色土 しまりあり
粘性ややあり 積合まず

SKI343 

~旦てプ十

i志~___Ä_

L 

問
中
r

_A_ ___A_ 
81.8伽司令

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

2 10YR4/6 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

SK1348 

_A_ (Q) _K_ ¥ 

81大yi
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 碩含まず褐色土
プロック1%台む

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 碩含まず

3 10YR4/3 にぷい黄褐色土

ややしまる 粘性やキあ0・E含まず

1ヰ¥

81合宿ti
1 I0YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
径Z個以下の10YR5/6 黄褐色土
プロック5%含む

2 I0YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

3 IOYR3/Z 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

4 IOYR4/3 にぷい黄禍色土
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

〆h太 SK1348

8C品+i

粘性やゃあり 礎含まず

持主/
81.5一司品ー

1 l0YR2/3 にぷい黄禍色土 しまりあり 1 10YR3/3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり礎含まず 粘性ややあ!J 11含まず

SKI401 

_!_(O ~ 
_!_ 丸一L

81.1泊四ヲ束手....- 土Oof
81.蜘'--ノー『司~

SK1234 

SKl持丸
81晶JL

1 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やキあり 様含まず径宮岨以下の
10YR6/6 明黄禍名士プロック6%含む

2 10YR3/3 晴褐色士 しまりあり
粘性やキあり 磯含まず

SK1276 

SI24 -d'伊

i丈-:Jr_K_
8dト戸Li

I I0YR3/1 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 礎含まず

2 IOYR4/自禍名士しまりあり
粘性ややあり 礎含まず

I I0YR3/4 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

SKI417 

_A_ 

_K_ 
吃占而

¥ 1 ，-τ三コ寺y

1 10YR2/1 黒色士やや茶色ややしまる粘性なし機含まず
2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 損含まず
3 10YR2/3 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 損含まず

SK1696 

_A_ ...K_ 

8[ 

1 10YRI.7/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし礎含まず
Z 10YR2/1 黒色土ややしまる粘性なし礎含まず
径2岨以下の10四3/4 時褐色土プロック20%含む

3 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 襖含まず
径2岨以下の10四3/4 時褐色土プロック15%含む

4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
径2岨以下の10四3/4 時褐色土プロック10%含む

5 10YR2/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし離合まず
6 10YRI.7/1 黒色土ややしまる粘性なし積含まず
7 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
8 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
9 10YR3/3 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
10 10YR4/6 褐色土ややしまる粘性あり 礎含まず

1 lOYR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礁含まず

2 lOYR2/3 黒褐色土やや淡色 1 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり 礁含まず 粘位やゃあり 磯含まず径1咽以下の

10YR3/4 暗褐色土プロック7%含む

国106 m期SK遺構図(5)

。 2m 

(5=1/50) 



品工¥
1 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる
粘位なし離合まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘也なし離合まず
下部10YR3/4 暗褐色土揃移層

ょ包主/

_A._O JL¥ 
8Cおzzi

1 10YR2!1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし磯含まず

2 10YR2!3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
下部10YR3/4 暗褐色土漸移層

SK1765 ， 

_A._ r(可 JLX
a品一i

10YR2/1 黒色士ややし
粘性なし礎含まず 1 10YR2/1 黒色土ややしまる

磁含まず
SK1767 _， 

r7 SK1784 
SK176晴/ア、、 x' __ ー戸、 /1 

_A._{(-ゎ 1-~JL _A._ (( ¥i JL) 
ICJJ メ苫:'1-" ¥¥ ノJ I 

8~片TJi B1古RLプi

黒褐色土やや暗色
1 10YR2/2 黒褐色士ややしまる ややしまる粘性やゃあり礎含まず

性やゃあり 様含まず 2 10YR2/1 黒色土やや暗色
2 10YR2/3 黒褐色士ややしまる ややしまる粘性なし襲含まず
粘性やゃあり 様含まず (SZ2埋士j

SK1799 ， 

_A._ (o) JLI 
a市たおi

1 10YR2/2 黒褐色t しまりな
ややあ明 積含まず

2 10YR2/3 黒褐色土やや暗色 ， 川町内 圃.b.....L ~_1h 1 ~'% 
ややしまる粘性やゃあり 積含まず‘ .LLLZγ......主卓、、 ν 酌 W

3 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 吟で芯二，. ...孟b....l.- _1h.山島
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d"主
1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし藻含まず

iφて
8'[品 i

、=主イ
2 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 1 10YR2/1 黒色士ややしまる

ややしまる粘性やゃあり 穣含まず 粘性なし旗含まず
3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる 2 10YR3/3 暗褐色士ややしまる
粘性やゃあり礎含まず 粘性やゃあり様含まず

SK1766 yベ ーー『一一噛

_A._o t~í_ ( a) 
8í.品~JL ¥if 

1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 SK1874 ~256 
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず a 

SK1796 /"ーーァーー・¥ 刀

主宰~_A((ゆっt_K_

1 10四2/1 黒色士ややしまる
粘性なし 桜台まず /・・一一「一、¥

2 10四2/2 黒褐色士ややしまる /、戸~ -λ 
粘性やゃあり齢まず _A_I( ， ~l _K 
下部10YR3/4 晴鴇色士漸移層 ¥_ ¥ ノ / 

SK2036 ~、-...1 Y 

~ __!_ _K_ 
万三ヱ号、 j_ 81.蜘

_A_ l~ r /"ん¥1D1一 「 τ 事てiT""'Z万一一
、占 ¥ ノルグ \î土器，~

日1~赤土持 _K_ '--とノ

押しまる粘性やゃあり耐まず“手ゃいはる粘性やゃん~ 11含まず
4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 3 l0YR2/3 黒褐色土ややしまる

寸り察7 1 10四2/2 黒褐色土やや暗色

粘性やゃあり礎含まず 粘性ややあり礎含まず

SK1812 4 l0YR3/4 暗褐色土ややしまる

よの jJL
8'[品Y5-i

1 l()寵2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし離合まず
l(}寵2/2 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 画整合まず径5岨以下の

10YR4!4 褐色土プロック5%含む 1 10YR2/2 馬橋色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり
.含まず

1 10YRl. 7/1 黒色土やや禁色

ややしまる粘性なし積含まず

径1岨以下の1償問/4
暗褐色土プロック6%含む

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 接合まず

3 10YR3/4 崎褐色土ややしまる

粘性ややあり 礎含まず

(8=1/50) 

固107 m期5K遺構図(6)

ややしまる 粘性ややあP 積含まず
2 10YR2/2 黒褐色土やや淡色

ややしまる粘性やゃあり 穣含まず
3 10YR2/3 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性やゃあり 碩含まず
4 l0YR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 磯含まず

6 10YR2/1 黒色土やや暗色

2m 

ややしまる粘性なし様含まず
径1曲以下の10YR3/4暗禍色土
プロック10%含む

。 0.5m 

(5=1/20) 

その他の土坑出土遺物(園 108) m期に関連すると判断した士坑から出士した特徴的な遺物につい

て記述する。 257は SK0735出土のE期壷 A1類の口縁部である。内面は連弧文を施す。口縁端部に面

をつくり、擬凹線文が3条巡る。その後、波状文を 5条施す。 258はSK1506出土の打製石斧である。

表面を研磨する。磨製石斧製作途中に打製石斧の転用した可能性が考えられる。背面の刃部に使用痕

と恩われる線状痕が多く見られる。 259、260はSK2036出土である。 259はE期聖A類で、口縁部は受

口状である。口縁部外面の屈曲部に斜方向の刻みが巡る。胴部はヨコハケ調整する。外面に煤が付着

する。 260はE期聾Xl類で、脚台部は端部でやや内管する。端部に折り返しはない。胎士の類似から

259 ~ 260は同一個体である。
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こ3
265 

く二三二コ

宅ささ三コ
267 

電~塁芦

品J~I 。
て---ご3

269 (8=1/2) 

図109 m期出土遺物 (2)

8 撹乱坑・遺物包含層出土遺物(図 108・109)

268 

5cm 

== 270 

震三当 j 選~
271 

電

。 5cm 

(270・271、8=2/3)

圏

自
272 

。 10αn 

(272.8=1/3) 

261は撹乱坑出土のE期警B1類の口縁部である。大きく外反する。口縁外方に面を持ち、刻みを施

す。頚部に列点文が認められる。屈曲部に焼成前穿孔がある。内面に煤が付着する。 262はKC3グリ

ッド出土のE期警D2類である。口縁端部に面をつくり、垂直方向に刻みを入れる。刻みは不規則であ

る。外面は横方向の条痕文である。 263は撹乱坑出土のE期器台の裾部である。透孔があるが、折損

のため段数や方向は不明である。外面はミガキを施し、赤彩が残る。 264はKC3グリッド出土の磨製

石鍛未製品 1類である。表裏面とも層理によるはがれである。長軸端部の幅広側は自然面が残る。粗

く打ち欠いたのみで、微細な調整は認められない。 265、266はKC7グリッド出土の磨製石鍛未製品2

類である。 265の表面は層理後の風化が認められる。右側縁部は自然面が残る。先端部に微細な剥離

が認められる。 266は全体を粗く打ち欠いた後、長軸方向の端部に微細な剥離を施す。 267は KD8グ

リッド、 268はKG3グリッド、 269は]F18グリッド出土の磨製石嫉未製品3類である。 267は研磨の

途中で、鎌身表裏面のみ研磨痕(三次加工)が見られる。側縁部と基部は研磨していない。 268は鍛

身部、仮!1縁部(刃部)、基部(平坦面)の研磨を開始している。 269は、粗い打ち欠きによる形状作

出の痕跡(一次加工)が少ないため、適度な大きさの石材を利用して一次加工を省略し、三次加工を

開始したと考えられる。基部に微細な剥離を施し、研磨を開始している。 270は ]K18グリッド、 271

はK]1グリッド出土の磨製石嫉である。 270は穿孔がある。穿孔は、表面は剥離のため形状不明で、
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裏面は左壁が立ち、右壁は大きく開く。全体を斜方向に研磨し、表は中央部に縦位の稜、先端部1.5

価基部側で枝分かれする。裏は先端から4四基部側で枝分かれする。 271は基部のみである。穿孔が

ある。穿孔時についたと見られるくぼみがある。先端のやや丸い棒状工具で穿孔していると考えられ

る。鍛身部は斜方向に研磨する。刃部は急角度にして横方向に研磨する。基部は直立させて研磨し、

面をつくる。 272は阻4グリッド出土の砥石で、砥面は5面である。

第6節 東 野W期(古墳時代前期)

1 竪穴建物

当該期の竪穴建物を 21軒確認した。

SI04 (図 110・115)(AS0066) 

検出状況 C地点 JD18グリッドで検出した竪穴建物である。E層上面で検出した。建物南西部で8103

に切られ残存部が少ないが、貼床層と壁際溝を確認したことから竪穴建物と判断した。 8Z1を切る。

作業の進行上、 8101以南の発掘作業を先行させた後、北側の表土除去を実施した際に 8104を検出し

たために、 8101と重複する南西部は掘削順が逆となり残存していない。また、西部は発掘区外となるロ

長軸の方位は、 N-180 -wである。

埋土 黒色土と黒褐色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。埋土中に明赤褐色

土・暗褐色土ブロックを多く含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁皿・ N層を掘り込んでいる。壁面はやや闘し壁の残存高は最大で0.08mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (9層)が全体にわたり残る。貼床は黒色土と暗褐色粘質土の混合土で、

基盤層より強くしまる。床面で検出した遺構は壁際溝である。壁際溝以外の付属施設は確認できなか

った。壁際溝は、建物の確認できる部分をほぼ全周する。深さ平均 0.04mを測る。貼床層を切ってい

ることから、貼床形成後に掘削されたと考えられる。

床下 貼床除去後、掘方整地層を検出した。掘方整地層は、黒褐色土に黒色土プロッ夕、暗褐色土プ

ロックを含むややしまる層 (10層)である。東辺中央部やや北寄りで東西方向に浅い範囲がある。北

東隅部は二段構造になる。

遺物出土状況埋土から縄文土器3点、弥生土器2点、古墳前期土師器5点、時期不明土師器8点が

出土した。残存部が少なく、出土土器も極少量であった。

出土遺物 273はN期警C類の胴部片である。内面は板ナデ、外面はハケ調整する。下部の器壁が厚

く、底部に近い部位と思われる。

時期 8Z 1 を切り、 8103 に切られることからm~v期に収まると考えられる。埋土出土遺物 (273 等)

はN期に比定できるものが多い。よって東野N期の可能性が最も高いと判断した。

SI07 (図 111・112・115)(AS0665) 

検出状況 C地点 JK20~KL 1グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物北部で

8106を切る。平面形は四辺がほぼ直線状の隅丸方形である。長軸の方位は、 N-860 -wである。

埋土 黒色土と黒褐色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。埋土中に黒色土・
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掴方
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SI03 
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1 町R5/6 明赤褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 積含まず 10YRl.7/1 黒色土層状に含む
2 10YR2(2 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず径0.5曲以下の斑R5/6 明赤褐色土プロック10%台む
3 10YR2(1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし礎含まず径0.5曲以下の10YR3(4 暗褐色土プロック15%含む
4 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし観含まず径1曲以下の斑R5/6 明赤褐色土プロ yク3%含む
5 10YR2(1 黒色土ややしまる粘性なし観含まず径0.5岨以下の10四 3/4 暗褐色土プロック5%含む
6 10YR2(2 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず径0.5曲以下の10YR3(4 暗褐色土プロック10%含む
7 10YR2(2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 観含まず径0.5C11以下の10YR2/1 黒色土プロック7%含む鍾際溝埋土)
8 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる粘性なし様含まず{壁際滑埋土J
9 10YRl. 7/1 黒色土と10YR3/4 暗褐色枯質土の混合土 しまり強い礎含まず{貼床層)
10 10YR2(2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 硯含まず径0.5C11以下の10YRI.7/1 黒色土プロック5%、10四 3/4 暗褐色土プロック10%含む

(担方整地層)

。 2m 

(S=1/50) 

園110 釘04遺構図



ムQJも，
も内7 ふ

ととう

140 第3章調査の成果

床面

--l.6--(_ 
壁際溝

_A_ 
81.4伽1

遺物出土状況

00.5m  

柱の当たり (S=1/20) 
図様土

担方

苫
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随
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_ c_ 
81. 4伽

1 10YR2/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし積含まず
Z 10YR!. 7/1 黒色土やや暗色ややしまる特性なし礎含まず
3 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
4 10YR2/Z 黒褐色土やや暗色ややしまる特性やゃあり 積含まず
5 10YR2/3 黒褐色土やや暗色ややしまる特性やゃあり 礎含まず
6 1000/4 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 覆含まず
径3咽以下の10YR!.7/1 黒色土プロクタ5%含む

7 1000/4 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 覆含まず
径3咽以下の10YR!.7/1 黒色土プロクタ1%含む

8 10YR2/1 黒色土しまり弱い特性なし礎含まず
9 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 覆含まず
径1岨以下の10YR4I4 褐色土プロック3%含む

固111

ーム
Z』 三三三3ji 

16'孟互""tlTii 1(13 

問1
_F_ ~λ~ι 

81. 4伽「巴三立万戸
哩

1 10YRZ/l 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず径1回以下の
10YR4I4 禍色土プロック3%含む

2 10YR4I6褐色粘質土と10YR2/1黒色土の
混合土圃〈しまる礁含まず
(貼床届)

3 10YRZ/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礁含まず

4 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礁含まず

開2
_G_ _2 _ι 

81.40m-τ宣言宵
宮.--~ b 

1 10YR!. 7/1 ，¥1¥色士やや暗色
ややしまる粘性なし様含まず

2 10YR4I6褐色粘質士.!-10YR2/1黒色士の
混合士固くしまる様含まず
(貼床層)

3 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 横含まず

4 10YR2/2 黒褐色士やや暗色
ややしまる粘性ややあり 横含まず
径l唖以下の10YR4I4 褐色士プロック
1%含む

6 1000/4 暗褐色士ややしまる
粘性ややあり 横含まず

h 

(S=1/50) 

10 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
径2個以下の10YR!.7/1 黒色土プロック3%含む

11 10YR2/1 黒色土と10YR4/6 褐色粘質土の混合土園〈しまる礎含まず
(貼床層)

12 10YR2/1 黒色土やや淡色ややしまる粘性なし積含まず僅際溝埋土)
13 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず{壁瞭漕埋土]
14 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず(壁瞭漕埋土]
径5岨以下の10YR4I4 褐色土プロック3%含む

15 10YR!. 7/1 黒色土しまる粘性なし積含まず
径5岨以下の10YR4I4 褐色土プロック7%含む(周溝状掘方埋土〕

1610'四 /2 黒褐色土しまる粘性やゃあり 環含まず
径5個以下の10YR4I4 褐色土プロック5%含む(周溝状掘方埋土〕

SI07遺構図(1)
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81蜘セ亨

門商
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81 . 40・~

1 10YRl. 7/1 暴位やや茶色 1 10YRl. 1/1織位特腕
ややしまる粘性なし礎含まず ややしまる粘性なし磁含まず

2 10YR2/2黒褐色土と10YR41哨色粘質土 2 10YR2/1 緑色土ややしまる
の混合土ややしまる磁含まず 粘性なし積含まず後霊園以下の

P08 
10YR4/6 褐色土プロック5%含む

3 10YR3/4 暗縄色土ややしまる
粘性.~ゃあり 複合まず径1c:m以下の
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_L 附 __[_
81.4伽て工r

1 IOYRl.7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし穫含まず

1最古今止

8(ト歩J 二

B14bてロ_x_ 10YR2/1 黒色土プロック1%含む 1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし離合まず径1個以下の

1 10YR2/1 鳳色土ややしまる
粘性なし襖含まず径1曲以下の
10YR4!4 褐色土プロック3%含む
下部10YR4/6 褐色土漸移層

P12 _. iom4j4褐色土プロック3%含む
一旦- 1 ・~ 2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 1 10YR2/1tIIl色土と10YR4/4褐色粘質土の

81伽可」 制やゃあり藤含まず径1個以下の混合土 ややしまる耐まず

__L P11 L 
81.4Qn-L-

1 10YRν3黒褐色粕質土と10YR4/'端 色
結貧土との混合土ややしまる
.含まず

本J._工

2 10YR3/4 暗褐色土 ややしまる10YR4/4 褐色土プロック1%含む
粘性やゃあり 襖含まず

3 10YR4/4 褐色土ややしまる
1 IOm/3 晴褐色土 ややしまる 粘性やゃあり誠含まず径1個以下の
粘性ややあり 破含まず径lca以下の 10YR2/1 黒色土プロック3%含む
10YR2!2 ...褐色土プロ ッタ3%含む

目1 P03 
_E_ ¥JJ} _L  _ 2~5 

81.40・一一ーー /グ

1 10m/3 暗縄色土ややしまる Y L 
粘性ややあり 破含まず径】哩以下の 、/〆.， / 、
10YRl.1/1黒色土プロック3%含む /ベ / 

2 10m/4 暗縄色土 ややしまる .r I 

粘性やゃあり 積含まf 径1置以下の H 
1 10YR2/3 鮒祉ややしまる 10YR1.1/1 緑色土プロック時含む T1"年
粘性やゃあり 緩含まず径回以下の 3 10巾/3 酬色土 ややしまる
10YR(/4 褐色土プロック3%含む 粘性やゃあり積含まf 径2唖以下の

P14 
....J._ . ...:L 

81.蜘可全戸

1 10YR2/3鳳褐色粘賀土と10YR4/6褐色
粘貧土との混合土 ややしまる

-・含まず

801 __B._ _. _[_ 
81.40肌 }一

1 10m/4 暗備色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

Z 10m/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

お2
_L・__s二

81. 40・ームー

1 10YR3/4 暗褐色土 やや事黄色

10YR4/4 褐色土プロック7%含む
4 10YR2/2 鳳褐色土 ややしまる H 

粘性やゃあり 碕含まf 径0.5個以下の 8(瓦白血
5YR4/6 赤褐色土プロック1%含む

SP138 
.JL 0 ・_lL

81. 4伽1・...A.，...-

4'-1-

1 10Yi2/2 黒褐色土やや暗色

_lL 

ややしまる粘性やゃあり 積含まず 1 10YR2/Z黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり
2 10Yi2/2 鳳褐色土ややし量る 礎含まず径0.2岨以下の褐色土重量1%含む
粘性やゃあり 磁含まず 2 10YR2l1 黒色土ややしまる粘性なし 磁含まず

3 10Yi2/3 累積色土ややし主る 径0.2ca以下の褐色土魁3%含む
粘性やゃあり .含まず 3 IOYR2l3 馬掲色土やや時色ややしまる粘性やゃあり

4 10Yi3/3 時褐色土ややしまる 礎含まず 径0.2岨以下の褐色土粧3%含む
粘性やゃあり .含まず 4 IOYR2l3 易構色土ややしまる粘性やゃあり 僚含まず

5 10Yi3/. 鳳縄色土ややしまる 径0.2ca以下の褐色土魁5%含む
粘性やゃあり 司量含まず 5 IOm/3 幡褐色土ややしまる粘性やゃあり 様含まず

しまる粘性やゃあり 操含まず A 

径10・以下のIOYR4!6 褐色土プロクク U
3%含む

径舟.2ca以下の褐色土位3%含む 下部10YR4/6 褐色土瀬移属

加 。

(5=1/印) (5=1/20) 
園112 5107遺構図 (2)
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81本武i

_B_ ~\\ 、4 ム よ . _L  べ 1 10YR2/2 鳳褐色土ややしまる
粘性ややあり .含まず
下郁固く しまる

2 10YR2l3 鳳縄色土 ややしまる
車占性やゃあり 擾含まず

ι 3 IOYR2l3 鳳褐色土 やや淡色

1m 

ト 桧の当たり ややしまる 鮎性ややあり 礎含まず
ト

2 1 _L  

7 
1 10YRl. 7/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし様含まず 笹0.5cIl以下のlom/4 暗褐色土プログタ5%台む
2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 後含まず径1曲以下の10YR3/4 暗褐色土プロック10%含む 0 
3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる特性やゃあり 磯含まず{壁際構坦土}
4 10YR2/1 黒色土と10m/4 暗褐色粘質土の混合土 しまり強い襲含まず(貼床層)
5 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり磯含まず
6 10YR3/4 時褐色土ややしまる粘性やゃあり 磯含まず径0.5個以下の10YR2/1 黒色土プロック10%台む{掴方聖地層)
7 IOYR3/3 暗褐色土ややしまる特性やゃあり 磯含まず{掘方種地層)

圃113 剖09遺構図
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(5=1/50) 
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褐色士プロックを含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 m.N層を掘り込んでいる。壁面は、西はやや聞くが、残る三辺はほぼ直立に近い。壁の残存高

は最大で 0.23皿である。

床面 ほぼ平坦である。貼床 (11層)が、建物の残存する部分全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒

色土と暗褐色粘質土の混合土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴2基、壁際溝、貯蔵穴 1基、

盛土状遺構 1基、性格不明土坑4基である。炉は確認できなかった。竪穴内の位置関係から P01、P

02をこの建物の主柱穴と判断した。 2基ともに明瞭な柱痕跡が、 P01に柱の当たりが確認できる。柱

径は O.07~0. 12mと想定できる。柱埋戻土最上層に貼床層が確認できることから、柱埋設後、貼床形

成したと考えられる。壁際溝は、建物の北部中央、南部西を除き壁際を巡る。南西区画を床面検出時

に掘りすぎたために南西隅部壁際溝は消失した可能性が高い。深さ平均0.14mを測る。

貯蔵穴 南東隅床面で検出したP03を竪穴内の位置と規模から貯蔵穴と判断した。平面形は円形で、

墜は聞き、底はやや尖る。 4・5層は1・2・3層に比べてややしまりが強い。埋土最下層で、 W期

費 C2類上半部 (275)、N期費X1類 (276)、N期鉢 (279)が出土した。

盛土状遺構 南壁際で盛土状遺構Mlを検出した。やや粘性のある暗褐色土を主体として構築される。

頂部に焼土が認められる。 M1東西脇で壁際溝が途絶えていることから、 M1は壁際溝掘削前に構築

された可能性が高いと考えられる。床下で検出した SI07-SD1と近接することから、入口施設の固定等

の可能性が考えられる。

床下 貼床除去後検出した遺構は溝状遺構2条、柱穴 1基、性格不明土坑7基、四辺を巡る周溝状掘

方である。 SDl、SD2は南部中央で検出した。床面では検出できなかったが、床を除去すると明瞭に

なった。床下周溝状掘方を切っていることから、床下掘方を埋めた後に掘削されている。 SDlは南壁

で止まる。前回調査の SH07と同様、この溝に挟まれた床は周囲よりも固く締まっていたことから、入

口施設の可能性が考えられる。床下で検出した柱穴1基及び性格不明土坑7基と SI07との関連は不明

である。床下周溝状掘方は、幅 O.5~1. Omで壁際を巡る。埋土は黒色土 (15層)と黒褐色土 (16層)

で、貼床ほどではないがよくしまる。これらのことから、竪穴の掘削→床下周溝状掘方の形成→柱穴、

入口施設の掘削・形成→貼床の形成→盛土状遺構の構築→壁際溝の掘削・形成となる。床下周溝状掘

方完掘後、遺構は確認できなかった。

遺物出土状況縄文土器 190点、弥生土器8点、古墳前期土師器 111点、時期不明土師器類 79点、石

器類 19点が出土した。埋土上層から弥生土器・土師器類、縄文土器が多量に出土したが、下層の掘削

にしたがって減少し、破片が大きくなっていった。縄文土器は、 SI06と重複する範囲の埋土で多く出

土した。建物南部の壁際、貼床直上でN期壷C1類 (274)が口縁部を壁に接するように正位で出土し

た(図 111)。この位置は、建物の入口部分と考えられ、建物の廃棄儀礼の可能性を窺わせる。

出土遺物 274はN期壷C1類である。口縁部が二段になる。下段はやや聞き、屈曲部を経て上段は下

段より聞く。内外面はヨコミガキを施す。胴部は丸く、頚部内面に絞り込みが見られる。胴部内面は

板ナデ、底部内面はユピオサエで調整する。胴部外面の上4分の 3はヨコミガキを施し、下4分の 1

はへラケズリで調整する。丸底である。 275は埋土と P03で出土したN期費C2類である。 S字状口縁

の屈曲がかなり弱い。頚部に沈線も巡らない。胴部外面のハケ調整は粗く、 5本 1単位である。脚台

端部は折り返す。底部と脚台部は両側lから充填して接合する。 276はP03で出土したN期費X1類であ
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る。内面は板ナデとユピナデで調整する。折り返し部にユピオサエがある。外面は板ナデで調整する。

底部との接合部にハケが残る。底部内面に板状工具の当たり痕が見られる。胴部と脚台部は両側lから

充填して接合する。 277はN期高亦C2類の脚部である。脚部内面は板ナデ調整し、絞り込みが見られ

る。外面は縦方向のへラナデによって面ができる。脚部はエンタシス状に下部がふくらむ。 278はN

期高杯AまたはC類の亦部である。内面はタテミガキを施す。外面は調整不明である。亦底部が緩や

かに屈曲する。 279はN期鉢である。口縁端部は未調整のため不規則な波状になる。内外面はナデ調

整とユピオサエである。内面に焼成時の黒斑が認められる。 280は砥沼である。長軸方向の線状痕が

多い。表面下部に2条に浅いU字溝が見られる。 281はRFである。縁辺部をところどころ加工する

が規則性はない。 282、283はMFである。 282は微細な剥離が 3辺にあり、 283は断面形状が三角形

で、そのうち 2辺に微細な剥離が認められる。

時期 床面出土土器 (274)、貯蔵穴出土土器 (276)から東野N期と判断した。

S[09 (図 113) (ASl147) 

検出状況 C地点KDlグリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物北部から東部

にかけて撹乱により消失している。平面形は、残存するこ辺から隅丸方形と想定できる。長軸の方位

は、 N-740 -wである。

埋土 黒色土と黒褐色土が不均一に堆積する。北に向かつて削平されているために、埋土の残存状況

はよくない。埋土中に暗褐色土ブロックを多く含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 E層を掘り込んでいる。壁面はやや開く。壁の残存高は最大で0.10mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (3層)が、建物の残存する部分の南寄りに残る。貼床は黒色土と暗褐

色粘質土の混合土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴1基、壁際溝である。炉は確認できな

かった。 Plは柱穴であるが、床面が削平された部分で検出していることと西壁に近接していること

から、主柱穴の可能性は低いと考えられる。壁際溝は、残存する範囲の壁際を巡る。深さ平均0.03m

を測る。建物の南部に途切れる部分があり、入口の可能性が考えられる。

床下 貼床除去後、掘方整地層を検出した。掘方整地層の埋土は暗褐色土 (6・7層)で、貼床ほど

ではないがよくしまる。 5層も標高から掘方整地層の可能性があるが、直上に貼床が残存していない

ため不明である。

遺物出土状況 床面近くで縄文土器1点、古墳前期土師器1点、時期不明土師器類1点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。縄文土器は深鉢E2類の小片で摩耗している。古墳時代

前期土師器はN期費C類の胴部片とE・N期高亦杯部片である。高部亦部は内面にタテミガキを施す。

時期 出土遺物からはE期かN期の可能性が考えられる。南辺は直線状で、南西隅部がほぼ直角に屈

曲する。当遺跡の竪穴建物で前述の平面形を示すのはE期以降である。よって東野N期の可能性が最

も高いと判断した。

S[10 (図 114・115) (ASI200) 

検出状況 C地点胞2~KF3 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物内部の

約 3分の 1を現代の撹乱坑によって消失する。残存状況から、平面形は四辺がほぼ直線状の隅丸方形

と想定できる。南部でSI11を切る。長軸の方位はN-440 -wである。

埋土 埋土は薄く、黒色土、黒褐色土が堆積し、ところどころ拳大の黒褐色、暗褐色土プロックを多
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径
径

6 10YR3/4 暗褐色士ややしまる粘性キゃあり 磯含まず
7 10YR2/3 黒褐色士ややしまる粘性キゃあり 磯含まず
8 10YR3/3 暗褐色士ややしまる粘性キゃあり 磯含まず
9 10YR2/1 黒色士と10YR2/3 黒褐色粘質士と10YR3/4 時褐色粘質士の混合士

しまる 副帳台まず(貼床届)
10 10YR3/4 暗褐色士やや淡色キやしまる粘性ヰキあり a帳台まず
径0.5個以下の10YR2/1 黒色士プロック5%含む

P5 
_1_ 2 • _1'_ 

81. 9伽ー」守....，."4.._ でτ』『f
一ι

81.9伽1

1 10YR2/1 黒色士やや茶色
ややしまる粘性なし礎含まず
径0.2咽以下の5YR4/自褐色土プロック
3%含む

2 5YR2/3 極暗赤褐色士ややしまる
粘性ややあり 磁含まず
径0.2咽以下の5YR4/自赤褐色土プロック
10%含む

3 7.6YR2/3 極暗褐色士ややしまる
粘性ややあり 磁含まず

4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 磁含まず

6 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 磁含まず

1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず

2 10YRI. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし磯含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 榛含まず

1 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし離含まず
下部に径0.5岨以下の10YR3/4暗褐色土

プロック多く含む O 

_K_ P7 _K_ 
81. 9伽__l_

1 10YRI. 7{1 黒色士やや暗色
ややしまる粘性なし磁含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

3 10YRI. 7{1 黒色士ややしまる
粘性なし礎含まず

4 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

6 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

P3 _G_ 'Y _[_  

81.蜘 l--.::::Iァー

2m 

(8=1/50) 
SI10遺構図園114

1 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まず
下部に径0.6岨以下の10YR3/4 暗褐色土
プロヲク10%含む
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(S=1/3) 
園115 SI04・SI07・SI10出土遺物

287 

o 5αn 
(291、S=1/2)
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く含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。 6・7層のように壁際から埋没する。

壁 E層を掘り込んでいる。壁面はやや闘し壁の残存高は最大で 0.13mである。

床面 ほぼ平坦である。貼床 (9層)が、建物の残存する部分全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒

色土と暗褐色粘質土の混企土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴2基、性格不明土坑5基で

ある。炉、壁際溝は確認できなかった。 P1， P 2は柱穴である。 2基ともに明瞭な柱痕跡が確認で

きる。柱径は O.09~0. 15皿と想定できる。柱埋戻士最上層に貼床層が確認できないことから、貼床形

成後、柱穴の掘削を行ったと考えられる。ともに建物の中軸線から北東へ寄るため、主柱穴かは不明

である。 P3， P 7は4本柱の建物とすると竪穴内の位置関係としては主柱穴の想定が可能であるが

浅く、柱の当たりも確認できない。 P6は北東辺に接している浅い穴である。検出面中央部で焼土を

確認した。埋土は薄く、焼土も底面から浮く。底面に被熱痕が認められないため、炉の可能性は低い

と判断した。

床下 貼床除去後、遺構は確認できなかった。竪穴内部北西部と中央部で浅い窪み (Dー D'土層図

10層)を確認したが一部にとどまり、掘方整地層や周溝状掘方のような面的な広がりは確認できなか

った。

遺物出土状況縄文土器3点、弥生土器7点、古墳前期土師器48点、時期不明土師器類 59点、石器

類 2点が出土した。床面で、 N期高杯C類 (288)、m.N期器台 (289)が、潰れて破片が散在する

状態で出土した。

出土遺物 284はW期壷X2類である。内面に煤が付着する。外面は被熱のため赤色化する。外面に先

端の細い工具によるナデ痕跡が残る。 285はN期費C2類である。口i縁部内外面はヨコナデ調整する。

胴都内面は板ナデ調整する。胴部は外傾接合する。 286、287はN期高杯 C2類である。 286は外面をへ

ラナデ調整して面取りした後、タテミガキを施す。杯部との接合部で工具を強く当ててナデているた

め、ケズリ状の砂粒の動きが看取できる。脚部内面は絞り込み後、ナデ調整する。脚部内面の調整後、

裾内面をナデているため、粘土が脚柱部内側にはみ出す。 287の脚部はエンタシス状にやや下方がふ

くらむ。内面絞り込み後、縦方向のユピナデ、外面は縦方向の板ナデで調整する。外面に縦方向のほ

ぼ等間隔の稜が認められる。 288はW期高亦C類である。内外面にタテミガキが僅かに残る。口縁端

部は薄くなり、僅かに外反する。部底部は屈曲部が肥厚し明瞭な稜をつくる。 289はE ・N期器台で

ある。口縁端部は肥厚して外反する。外面はヨコミガキを施す。内面は摩耗のため調整不明である。

290はv. VI期裂である。口縁部の屈曲が弱い。 291は打製石斧である。刃部を折損する。上部カミら中

央部に円磯時の自然面が残る。装着痕は不明だが、自然面に斜方向の線状痕が認められ、装着痕の可

能性がある。

時期 床面出土遺物から東野N期の可能性が高いと判断した。

Slll (図 116-118) 仏81222)

検出状況 C地点KF2・3グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物北東半部

をSI10に切られる。平面形は四辺がほぼ直線状の隅丸方形である。長軸の方位はN-39" -Eである。

埋土 北半は SI10に切られるため、埋土は残存していない。南半の埋土は、黒色土と暴褐色土がほぼ

水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。埋土中に暗褐色土プロックを含むことから人為堆

積の可能性が高いと考えられる。
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壁 m.N層を掘り込んでいる。残存する壁面はやや闘し北東辺は S110によって立ち上がりを消失

しているため、壁際溝掘方を S111の規模とした。壁の残存高は最大で 0.09血である。

床面 ほぼ平坦である。貼床 (4層)が、建物の残存する部分全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒

褐色粘質土と暗褐色粘質土の混合土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴4基、壁際溝、貯蔵

穴2基、盛土状遺構3基、性格不明土坑6基である。炉は確認できなかった。竪穴内の位置関係から

P01、P02、P03、P04をこの建物の主柱穴と判断した。 P02で明瞭な柱痕跡、 P01とP02で柱の

当たりが確認できる。柱径は 0.09m前後と想定できる。 P03は、柱痕跡は不明だが、底面にやや硬化

した範囲を確認したため柱穴と判断した。 P04は、撹乱坑底部の清掃時、周囲のVI層とは異なる範囲

があり、精査したところ底面の硬化面を確認したため柱穴とし、 SI11内の位置関係から主柱穴と判断

した。そのため土層断面を記録していない。 P02、P03で貼床除去後に掘方を検出したことから、柱

埋設後、貼床形成した可能性が高いと考えられる。壁際溝は、現代の撹乱坑及び建物の北東部 SI10

k重複する部分で途切れる以外、壁際を全周する。深さ平均 0.06mを測る。

貯蔵穴 P06は南東隅床面、 P07は南東隅からやや西寄りの床面で確認した円形の穴である。どちら

も竪穴内の位置と形状から貯蔵穴の可能性が高いと判断した。 P06の壁は直立し、底面は平らである。

深さは 0.28血を誼uる。 VI層に到達したところで掘削が終わっている。埋土中から費胴部片3点が出土

した。貼床層 (P06土層 7層)がP06にほぼ垂直に切られていることから、貼床形成後、貯蔵穴の掘

削を行ったと考えられる。 P07の壁は聞き、底部は丸い。深さは約 0.15mを測り、 P06に比べ浅い。

壁際溝を切ることから、壁際溝の埋戻し後に掘削されたと考えられる。

盛土状遺構貯蔵穴の周囲で盛土状遺構Ml、M2、M3を検出した。暗褐色粘質土と黒褐色粘質土

の混合土で構築され、しまる。 M2はP07の上端東側を僅かに覆う。さらに、 M3が柱穴に接し、 M

l、M2が壁際溝を覆うことから、構築順は、貼床の形成→壁際溝及び柱穴の掘削・埋戻し→貯蔵穴

の掘削→盛土状遺構の構築と考えられる。 M3はその形状から 2基の盛土状遺構が重複していると想

定して解体したが、明瞭な先後関係を見出すことはできなかったことから一体で構築された可能性が

考えられる。

床下 貼床除去後、柱穴 1基、性格不明土坑5基を確認したが、 S111との関連は不明である。

遺物出土状況 縄文土器4点、弥生土器8点、古墳前期土師器 48点、時期不明土師器類 29点、須恵

器 1点、石器類4点が出土した。埋土上層から弥生土器・土師器類が出土したが、下層の掘削にした

がって減少し、破片が大きくなっていった。建物南部の床面直上でN期費B3類 (292)、N期器台 (294)

が出土した(図 116)。

出土遺物 292はN期費B3類である。口縁端部でやや内管する。内面はヨコナデ、外面はナデ調整す

る。口縁端部は折損する。 293はW期費C2類である。口縁部はほぼ直線的に聞くが、僅かな凹凸でS

字状になる。口縁部は内外面ヨコナデ調整する。頚部外面に沈線が 1条巡る。胴部外面はハケ、内面

はユピナデ調整する。 294はN期器台である。受部内面中程で窪み、やや皿状を呈する。孔部の断面

は逆台形で、上から工具を差し込んで回転させて仕上げる。内外面はナデ調整する。 295は磨製石鉱

未製品2類である。全体を粗く打ち欠いて大まかな形状にする。背面は層理面である。下半は一次加

工時の折れの可能性がある。 296は砥石である。砥面は4面で、 U字溝が同じ面で4条切り合う。

時期床面出土土器 (294)から東野N期と判断した。
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2 10YR2/2 .価色土ややしまる
結佳やゃあり 硯含まず

3 10YR2/3 綱褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
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i B1t今一
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黒褐色粘質土との混合土 しまる
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粘性やゃあり ・含まず
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2 10YR2/3 '"褐色土ややしまる
粘性やゃあり 縫合まず

3 10YR2/2 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘位争ゃあり 鎌含まず

• 10YR3/4暗褐色土 ややしまる
粘性ややあり 礎含主ず

1 10YR2/1 鳳色土やや暗色ややしまる粘性なし 磁含まず径0.6ao以下の10YR3九時褐色士プロフクを1%含む
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 粘性ややあり 磁含まず
3 10YR2/3 鳳褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
4 10YR2/3 鳳褐色粘質土と10YR3/4 暗褐色絵貧土との混合士 圃〈しまる a含まず(肱床層}
6 10YR2/2 鳳褐色土やや渋色ややしまる粘性やゃあり 磯含まず臼陸際構坦土)
6 10YR3/3 晴褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず(壁際構坦土)
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後0.6個以下の10YR3/4 暗補色土プロフクを10%含む

。 2m 

(S=1/50) 
国116 SI11遺稿固(1)
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1 1000/2 黒褐色土やや茶色 肉 8 粘性やゃあり磯含まず
ややしまる粘性やゃあり 礎含主ず 1 1000/3 黒褐色土ややしまる 3 1000/4 時褐色士ややしまる

2 1000/3 晴褐色土ややしまる 粘性やゃあり碩含まず径0.5岨以下 粘性やゃあり磯含まず
粘性やゃあり礎含主ず の10YR3/4暗褐色土プロ;:.0:710%含む 4 1OYR4I3 にぷい黄褐色士

ややしまる粘性ややあり 磯含まず 1 10YR1. 7/1 黒色土ややしまる
SP262 ア1000/1 黒色土ややしまる E 畑山醐色士しまり弱い 糊なし礎含まず

81晶::i 雌な しstJ:附 59 粘性特ありsZJず 24誤ZfS喜ま手やしまる

出述 。τ ___}[_ 01 D!_. 石 i 則一
1 1蜘佃m伽即一1口1.7/1μ1 ι 
ややしまる粘性なし'横-含まず 包 d 一 『て互J
下部にむかつて漫〈なる 1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる -

2 10YR3/4 時褐色土ややしまる SK舗 59 粘性やゃあり 積含まず
粘性やゃあり 礎含まず 1 10YR2/1 黒色土やや淡色

3 1000/1 黒色土と1000/4 暗褐色 ややしまる粘性なし磁含まず SK0663 
粘質土の混合土固〈しまる 2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる +_ ...i._ 
磁含まず(貼床届) 粘性やゃあり 様含まず 81.8伽~τプ

4 1000/1 黒色土ややしまる SK舗的 、j

粘性なし礎含まず 3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 耳

5 1000/2 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり様含まず
粘性ややあり 礎含まず 4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

6 1000/3 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり様含まず
粘性ややあり 礎含まず 5 10YR3/4 暗褐色土ややしまる

粘性やゃあり 様含まず

*士届記録なし
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!日i

1 10YRS/3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
炭化物橿少量含む

2 10YRS/4 時褐色土ややしまる O
粘性やゃあり 礎含まず

園117 5111遺構図 (2)
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m品守 1

1 10VR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

2 10VR2/3 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 積含まず
径0.6園以下の10YR3/4 暗褐色土
プロフク1%含む

3 10VR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 積含まず
径0.6園以下の10YR3/4 暗褐色土
プロフク20%含む
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(5=1/50) 
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Cここ二コ〉
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(5=1/3) 

図118 5111出土遺物

。
(295、5=1/2)



150 第 3章調査の成呆

8117 (図 119-121) (B80001) 

検出状況 C地点 JF19~JG20 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物北西部

でSK0682、NW06を、南東部でNW08を切る。平面形は、東西にやや長い隅丸方形である。長軸の方位

は、 N-3' -wである。

埋土 黒色土と黒褐色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土が僅かに傾斜する。埋土中に黄褐色土プロッ

クを多く含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 E層を掘り込んでいる。壁面はやや開く。壁の残存高は最大で 0.25mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (6層)が中央部に残存する。貼床は、褐色士を主体として黒褐色士ブ

ロックを含み、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴4基、壁際溝、立石遺構1基、性格不明士坑

12基である。炉は確認できなかった。 P01、P02、P03、P04は、柱痕跡は確認できなかったが、竪

穴内の位置関係と深さから主柱穴の可能性が高いと判断した。 P01は貼床を切ることから、貼床形成

後、掘削されたと考えられる。 P13底面でP04を検出したことから、 P13はP04の掘方である可能

性が考えられる。壁際溝は建物の北西と南西隅、西側で途切れるがほぼ全周する。深さは南辺と西辺

で O.14m、北辺で 0.08mを担~る。 P15 は床面東部壁際で検出した楕円形の土坑である。亜角礁の長

軸と建物東辺が平行になるように出土し、その下部で浅い掘り込みを確認したことから立石遺構と判

断した。亜角礁は土坑の長軸方向に長手に配置される。壁際溝を切ることから、壁の構築後に掘られ、

礁が置かれたと考えられる。壁を支える目的で構築された可能性が考えられる。

床下 貼床除去後、性格不明土坑4基、竪穴北西部以外の壁際を巡る周溝状掘方、掘方整地層を検出

した。なお、床下で検出した性格不明土坑は周溝状掘方及び掘方整地層を切っていることから、建物

掘方の整地後、貼床形成前の遺構と判断した。床下で、周溝状掘方 (7層)、掘方整地層 (8層)を

検出した。土層断面から、まず竪穴を整地 (8層)した後、北西部を除く壁際を巡る部分を掘り下げ

て褐色土を充填 (7層)する。周溝状掘方は、北西部を除く壁際で検出し、幅O.4~ 1. 1m 、厚さ 0.05

~0.12皿を測る。 VI層に到達した時点で掘削を終えており、床下周溝状掘方及び掘方整地層が確認で

きなかった範囲はVI層のレベルが高く、木曽川泥流堆積物に含まれる磯が多量に露出している。周溝

状掘方及び掘方整地層は、褐色土を主体に黒褐色土ブロックと黄褐色土ブロックを含み、貼床及び基

盤層よりしまりは弱い。

遺物出土状況縄文土器 11点、弥生土器93点、古墳前期土師器 125点、古墳後期以降土師器類4点、

時期不明土師器類 219点、須恵器1点、磯類1点、石器類8点、炭化物が出土した。埋土から弥生土

器・土師器類、須恵器、縄文土器が出土したが、下層の掘削にしたがい弥生土器・土師器類が増えて

いった。また、埋土4層から砥石(取上番号 20554)が出土した。床面南部壁際で円磯が出土した。

この磯は床面から浮いており、 P15のような下部の掘り込みは確認できなかった。

出土遺物 297は掘方出土のm.N期壷A2類である。頚部に突帯を2本貼りつける。内外面は摩耗に

より調整不明である。 298、299はN期壷C類である。 298の口縁部外面はヨコナデ調整し、内面は摩

耗により調整不明である。胴部外面はミガキ、内面はナデ調整する。 299は口縁部上段が外反する。

内外面は摩耗により調整不明である。 300~302 はN期窪 C1 類である。 300 の口縁部内外面はヨコナデ

調整する。頚部外面に沈線が 1条巡る。胴部外面はハケ、内面はナデ調整する。口頚部の接合部にユ

ピオサエが残る。口縁部外面に煤が付着する。 301は口縁端部をつまみ上げて上端に面をつくり、そ
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2 10YR3/3 時縄色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
貨禍色土プロフク5%台む
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1 10YR3/S 晴縄色土ややしまる
鈷位ややあり 撮含まず
貧傷色土プロック6%含む

2 7.61'R6/6 明褐色土ややし主る
粘性やゃあり ー辺S噛の角積含む
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1 10YR3九時褐色土ややレまる
粘性やゃあり 礎含まず
賞褐色土プロック40%含む

2 10YR4/6 褐色土ややしまる
結性やゃあり 径.40・の円債含む
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1 10YR3/3 略縄色土ややしまる
粘性やゃあり 磁含まず
黄禍色プロック10%含む
.褐色プロック5%含む

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり .含まず
貧褐色土プロック20%含む
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81.60刷

、ヶ

1 10YR3/4 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 破含まず
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1 10YR3/3 時縄色土 ややしまる
粘性やゃあり 榛含まず

同淘

ー牛車 一....JL
81.60圃τ二工コー

1 10YR3/3 時暢色土 ややしまる I 10YR3/3 時縄色土 ややしまる
粘性やゃあり磁含まず 粘性やゃあり磁含まず
貧褐色土プロフタ20%含む 黒褐色土プロクタ5%含む

2 10YR3/3 時褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 磁含まず

o 2m 

-園119 SI17遺構図(1)
(S=1/50) 
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掴方(掘方完掴後)

ロ

曲
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四
A

ぎ
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__[_ 

3 ・.値
ト+

ト十
都

_c_ 

土場

_c_ 
81制加

__[_ 

仇 ぜL

PI0 
1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

2 10YR5/S 黄褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

Pll 
4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
黄褐色土プロック20%含む

5 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 径a四の角離合む
黄褐色土プロック30%台む

P12 P13 

81対 ザ
P13 
1 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 様含まず
黄褐色士プロ yタ1%含む

2 10YR4/4 褐色士ややしまる
粘性やゃあり 様含まず
黄褐色士プロ yタ1%含む

3 10YR6/4 にぷい黄褐色士ややしまる
粘性やゃあり 径8咽の亜門機含む

P12 
4 10YR3/4 暗褐色士ややしまる
粘性ややあり 様含まず

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 横含まず黄褐色土プロック3%含む
2 10YR2/1 黒色土ややしまる粘性なし径E岨の角襲わずかに含む黄縄色土プロッタ6%含む
3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 横含まず黄褐色土プロック20%含む P15遺物出土状況
4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず黄褐色土プロック16%含む
6 10YR3/3 時褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず黄褐色土プロック6%含む僅隠構埋土)
6 10YR4/4 褐色土圃くしまる粘性なし横含まず黒褐色土プロック20%含む(貼床届)
7 10YR4/4 褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず黒色土プロック10%、黄褐色土プロック6%含む
場所によりプロック含有率異なる{周溝状担方埋土)

8 10YR6/6 貧褐色土ややしまる粘性やゃあり 横含まず黒褐色土プロック10%含む(担方整地層〕

品~_L
P16 

_R_ __[_ 
81.6~_ムー

1 lOYR1.7/1 黒色土 しまりなし
粘性なし礎含まず
褐色土プロック40%含む

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性ややあり 磁含まず

P17 

_s_ _L 
81. 6伽、ミEキ__r
1 10YR3/3 晴褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず黒褐色土
プロック6% 黄褐色プロック6%含む

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

1 10YR2!3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

_T_ _ _r_ 
81. 6伽___l_

時
む

λ
含

'

一

明

噂

」

ゃ

m

m
L
V
l百
土

M

P

l
っ
司
1
コ4

色
径

上

仙

グ

S

A

や忠一
l
粘

__IL__ _ _'f_ 
81.仙.--1...一

石 2

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 型車含まず
褐色土プロック30%台む

2 10YR3/3 晴褐色土ややしまる
粘性やゃあり 型車含まず

1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 径40阻の円穣含む

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

。
(8=1/50) 

囲120 SI17遺構図 (2)

_[_ _g_ 

1 石

_g_ ¥杉仇 _[_ 
81.崎n ¥じララ4

2"'-三竺v

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 襖含まず
黄禍色土プロック30%含む

2 10YR3/3 幡褐色土ややしまる
粘性やゃあり 襖含まず
賀補色土プロック5私含む

2m 。 0.5m 

(8=1/20) 
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3∞ 

301 

298 

(い幻
F

¥

 

302 

夜、306 

303 

。 10cm 

(5=1/3) 

A-~ ~込 A-~A ~~叫307 
308 3ω ー;::::::::::::.. 。 5cm 〈土〉

(307-309、5=2/3)
園121 SI17出土遺物

の面に沈線を巡らせて段をつくる。頚部は、下から上に向け棒状工具を押し当てて沈線を巡らせるた

め、屈曲部が強く外方へ突出する。胴部外面は8本 1単位のハケ、内面はヨコナデ調整する。 302は

口縁部が屈曲し、端部をやや上方につまみ上げる。頚部外面に沈線が 1条巡る。 303はW期費 Xl類で

ある。脚台部外面は摩耗により調整不明である。内面はユピナデ後ユピオサエが見られる。胴部外面

はハケ、内面はナデ調整する。脚台部と胴部は両側から充填して接合する。 304はN期高坪C類であ

る。亦部がやや深く、底径は小さい。内外面は摩耗により調整不明である。 305はE期壷G類の口縁
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~頚部である。口縁部は内傾するロ外面に凹線1条を施す。内面は摩耗により調整不明である。頚部

はくびれて口縁部に向かつて直立する。外面に板状工具による刺突列を施す。 306はP07から出土し

たE期蓮C類である。口縁部は大きく聞き、外反する。口縁端部外方に面を持ち、叩き調整する。胴

部外面はハケ調整後、叩き調整する。内面は摩耗により調整不明である。 307、308は打製石鎌である。

307は、背面の右側縁部に顕著に見られる細かい調整の連続によって刃部を作出する。 308は片脚を折

損する。右側縁、左側縁、脚の順で調整している。 309はM Fである。弧状の辺に微細な剥離を連続

させる。

時期 床面出土土器 (302)から東野N期と判断した。

SI20 (図 122-125・131) (BS0320) 

検出状況 C地点 JI16~JK17 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。平面形は、

四辺がほぼ直線状の東西方向にわずかに長い隅丸方形である。長軸の方位は、 N-76
0 -wである。

埋土 埋土が薄いが、埋土中に呆褐色土プロックを含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられ

る。

壁 E層を掘り込んでいる。壁面は直立に近い。壁の残存高は最大で0.03mである。

床面 ほぽ平坦である。硬化部分 (8・9層)が建物中央部に残る。貼床 (7~11 層)は黒褐色土・

褐色土が主体で、褐色土プロック・黒褐色土プロック・黄褐色土プロックを不均一に含み、しまる。

11 層は 7~10 層よりしまりは弱いが、周溝状掘方の上端を覆うことから、貼床層と判断した。床面で

検出した遺構は柱穴8基、壁際溝、炉2基、貯蔵穴2基、性格不明土坑 15基である。竪穴内の位置関

係と規模から P01、P02、P03、P04をこの建物の主柱穴と判断した。 P04で明瞭な柱痕跡が確認で

きる。柱径は約 0.17mと想定できる。柱埋戻土最上層に貼床層が確認できないことから、貼床形成後

に柱穴が掘削されたと考えられるロ P09、P17、P21、P25は柱穴であるロ P17、P25で明瞭な柱痕

跡が確認できるロ壁際溝は、ほぽ全周にわたり壁際を巡るロ深さ平均 0.15mを測るが、南中央部は比

較的浅い。

炉建物中央部やや東寄りで炉1、西寄りで炉2を検出した。炉1は竪穴埋土である黒褐色土(1層)

除去後、 P12によって消失している範囲以外で焼士を確認した。焼士除去後、基盤層の被熱を確認し

た。炉2は竪穴建物埋士である黒褐色士 (1層)除去後、焼士を確認した。焼士除去後、基盤層の被

熱を確認した。ともに明確な掘方は確認できない。被熱深度を確認するためそれぞれ断ち割りを行い、

0.06~0.08mの被熱深度があった。炉の掘方が確認できなかったことから、地床炉の可能性が高いと

判断した。

貯蔵穴北東隅のP08と北西隅のP23を、竪穴内の位置関係と形状から貯蔵穴と判断した。床面、床

下掘方を切ることから掘方を埋め戻し、貼床形成後に掘削されたと考えられる。平面形は隅丸方形で、

底は平らである。竪穴機能時に2基併存していたか使用時期差があるかは不明であるが、床面で検出

し、床状の硬化層が覆っていないことから同時機能の可能性が高いと考えられる。 P08の外縁は床面

からややくぼんでおり三段構造である。埋土からN期蜜C1類 (312)が出土した。

床下 貼床除去後、性格不明土坑1基、周溝状掘方を検出した。周溝状掘方は、北東部を除いて壁際

を巡る。周溝状掘方(11・13層)は幅 O.72~ 1. 24血、深さ平均 0.03皿を測る。褐色土を主体とし、

黒褐色土ブロックと暗褐色土ブロックを不均一に含む。性格不明土坑と 8120との関連は不明である。
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SP272 
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T 縄野丁、/P 121

可ム句。トm

メヲ、 Lに_))P03、

~( P23iJγλJ-1 n P23 J1 '¥ず、

又』斗ーノ副〆夕、、 H

__A_: 
81. 5防n

POl 
_T_ _r_ 

81.抽「下.....rr-

I 3 J 

1 10四2/1 黒色士 しまりなし
粘性なし検含まず
褐色士プロック10')(，台む
貼床プロックわずかに含む

2 10四ν3 暗輯』色士ややしまる
粘性やゃあり 司自含まず

3 10四ν3 暗輯』色士ややしまる
粘性やゃあり 司自含まず
褐色士プロック30')(，台む

問6
11  [' 

81.5伽〕

同烹5ア
問3

dです豆二

1 10YR2/2 黒褐色士 しまりあり
粘性ややあり 様含まず
褐色士プロ yク10%含む

2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 様含まず
褐色士粒10%含む

3 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 様含まず
褐色士プロック30%含む

4 10YR3/3 暗褐色士ややしまる
粘性ややあり 様含まず
褐色士プロァタ30%台む

Pl0 
_L_ 1 ----'.:_ 

81.5伽「宍竺ヲー

2 
1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 操含まず
褐色土プロック5')(，含む

2 10YR2/1 黒色土しまりなし
粘性なし様含まず
貧褐色土プロック10')(，含む

園122 SI20遺構図(1) 

1 10YR3/4 暗鴇色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
黒褐色士プロフタ10')(，台む

2 10YR4!4 褐色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
晴褐色士プロフタ10')(，台む

て7
1 10YR2/1 黒色土 しまりなし
粘性なL 碩含まず
褐色土プロ yク10%台む

P07 
_J__l_ _ι 

81.5伽l--U-

1 l0YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
褐色土プロタタ10')(，含む
黒色土プロタタ5%含む

2 l0YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 積含まず n 
褐色土プロヲタ1%含む u 1 1凶R2/2 黒褐色士ややしまる

粘性ややあり 機含まず
褐色士プロック10%含む

___x_ 

図被需品範囲

___x_ 
喜
一
回
高

国

間4
o 0' 

81.5伽1

時12【JO
圃園園 町

1 10YR5/6 黄褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
黒色土プロック40%、
黒褐色土プロック10%含む

2 10YR2/1 黒色土しまりなし
粘性なし穣含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
褐色土プロック10%台む

4 10YR3/1 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

5 10YR5/6 黄禍色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
黒褐色土プロック10%含む

6 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

2m 

(S=1/50) 
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_c_ 

。
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。。可制

口C

担方。
E 

81.51n す皇室戸Lーーι ，ー、-..1..../一一ーーーニミミエ』
炉1書冊帽

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず 10YR2/3 黒褐色土プロック5%台む
2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 碩含まず褐色土プ=ック10%、黒色土プロクク1%含む
4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 碩含まず褐色土プロック1%台む
5 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 碩含まず褐色土プ=ック20%含む(壁際溝埋土)
6 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 療含まず褐色土プロック10%含む(壁際溝埋土)
7 10YR2/3 黒褐色土しまる粘性なし磯含まず褐色土プロック30%台む{貼床層)
8 10YR4/6 褐色土しまる粘性なし磯含まず黒褐色土プロック20%台む{貼床層)
9 10YR2/3 黒褐色土しまる粘性なし穣含まず褐色土プロック10%台む(貼床層)
10 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 療含まず黄褐色土プロクク20%含む(貼床屑)
11 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 喪含まず黒色土プロック5%、褐色土プロック10%含む(貼床層)
12 10YR5/6 黄褐色土 しまり弱い粘性やゃあり 喪含まず黒褐色土プロクク20%含む(根痕)
13 10YR4/4 褐色土ややしまる粘性やゃあり 穣含まず暗褐色土プロック30%、黒褐色土プロック10悦含む
〔周溝状担方埋土〕

同B

L 1 ~ーι
山間、、~2

1 10四2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず
2 10四2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず
褐色土プロック40%含む

3 10四2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず褐色土粒5%含む
4 10四2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 盤状~径3四大の角礎4旧%含む
5 10四2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず褐色土粒1%含む

81.品、戸=ー上

P15 
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
褐色土プロック1%含む

P13 
2 10YR4/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
黒褐色土プロック20%台む

。
(5=1/50) 

園123 SI20遺構図 (2)

___c:_ 
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C' 

唱ぃ
F

司

E_. P18 問5 E' 

81.51n 

杭~守マ'

P05 
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック20%含む

2 10YR2(1 黒色土しまりなし
粘性なし礁含まず

P18 
3 10YR2(2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

4 10YR2(1 黒色土しまりなし
粘性なし礎含まず
黄縄色土プロック20%含む

5 10YR4(4 褐色土しまりなし
粘性なし(扱痕}

6 10YR2(2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

2m 

P11 
_M_ ___Mι 

81. 5伽可ケ

1 10YR3/3 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず
褐色土プロック10%台む



P14 一旦L
81. 5伽
、~

1 10YR2/2 黒褐恒士ややしまる
粘性ヰキあり 機含まず
黒恒士プロック10%台fi
禍恒士プロック20%台fi

2 10YR2/1 黒褐恒士 しまりなし
粘性なし磯含まず
禍恒士プロック20%台fi

P2.0 
__!L__ 1 _[  

81.抽「ーー古「

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック30%含む

P2.4 
_jL_ _j[_ 

81. 5伽

可三f
2 

1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磁含まず

2 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磁含まず

炉1

~ 

P16 
_g_ _[_ 

81.5伽可手7
2 

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
褐色主プロック1%含む

2 10YR4!4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

P2.2. __y_ 

81. 51)n~急

I 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 積含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 積含まず
褐色土プロック30%含む

P2.5 _y_ ._- ....L 
81.抽 B

司TT
1 10YRZ/a 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
褐色土プロック1%含む

2 10YR4!4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
黒褐色土プロック5%含む

b 

b 
81.50聞

、ー・』
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P17 
_s_ _[_ 

81蜘事
1 10YRZ/l 無色土 しまPなし
粘性なし横含まず

2 10YRZ/2 無褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
黄禍色土粒1%含む

3 10YRZ/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

P2.1 _u_ ._. _j[_ 

81.5伽1

l4 .7 

1 10YRZ/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
褐色土プロック1%含む

2 10YR4!o4褐色土ややしまる
粘性やゃあり 園陸含まず
晴褐色土プロック20%含む

3 10YR3/o4時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 園陸含まず

4 10YR3/3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 園陸含まず

炉2P12 

。

∞-・胡

b' 

同
，
，
，

P19 
_F_ _[_ 

81蜘七p-
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず
褐色土プロック40私含む

2 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

P23 
__I'_ 

てごエア
1 10YR2/3 黒褐色土 しまりあり
粘性やゃあり 積含まず
褐色土プロック20%含む
径E岨前後の貼床片まばら!こ混じる

2 10YR4!4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり VI層自然様10%含む
黒色土プロック5%含む

SK1355 
_z_ 一工-

81.5伽1

-w 

。
1 10買 2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 宿直含まず径1岨以下回
10YR5/自黄偶色土プロック20%含む

加

(8=1/50) 

ふぐr
d d' 

b' 

E
O回

5

0
 

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず
暗褐色土プロック5%含む (S120埋土)

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず
褐色土プロック20%含む (P12坦土}

3 町R6/6 明赤褐色士しまりあり 粘性なし積含まず
黒縄色士プロック6%含む

1 10YRZ/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず
2 10YRZ/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず町R6/6明赤褐色土佐1%含む
3 10YR4/4 褐色土ややしまる粘性やゃあり 複合まず

上面に5岨幅で6YR6/6明赤褐色士、全体に黒褐色土プロック6%含む(被君臨した基盤眉)

国124 8120遺構図(3)

図被県範囲 O 0.5m 

(S=1/20) 

¥---+-_-

j示 J 久 312.

園125 8120出土遺物(1 ) 

311 

0 
313 

10叩

(S=1/3) 
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遺物出土状況縄文士器3点、弥生土器 14点、古墳前期土師器 59点、時期不明士師器類 39点、石器

類5点が出土した。

出土遺物 310はN期壷D類である。内外面はナデ調整する。比較的粗雑なっくりで器面に凹凸が見

られる。 311はN期聾C1類である。口縁端部上方に面をもっ。口縁部内外面はヨコナデ調整する。胴

部外面は8本 1単位のハケ調整し、内面はナデ調整後、ユピオサエする。 312はP08から出土したN

期蜜C1類である。口縁部内外面はヨコナデ調整する。胴部外面はハケ調整し、内面はヨコナデ調整後、

ユピオサエする。頚部に沈線が 1条巡る。外面は焼成時の黒斑が認められる。 313はN期費X1類であ

る。脚台部外面はナデ調整し、内面は板ナデ調整する。折り返し部にユピオサエが見られる。胴部と

脚台部は両側から充填して接合する。ハケは確認できない。被熱により器面が黒色化する。底部内面

に板状工具の当たりが放射状に残る。 314、315は打製石鎌である。 314は凸基の打製石鎌で、作りが

粗く、基部の挟りの大きさが異なる。先端範囲を内毎させて五角形状に作出する。 315は凹基の未製

品で、右側縁部に微細な剥離調整を施して刃部を作出する。基部も微細な剥離調整が認められる。左

右非対称である。

時期床面出土土器 (312)から東野N期と判断した。

8128 (図 126・127・131) (A81898) 

検出状況 C地点 KE6~KF6 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。平面形は、

東西方向にやや長い隅丸方形である。長軸の方位はN-810 -Eである。

埋土 黒色土と黒褐色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。埋土中に暗褐色土

プロックを含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 皿・ N層を掘り込んでいる。壁面はやや聞く。壁の残存高は最大で 0.10mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (7層)が全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒褐色粘質土が主体で、

暗褐色粘質土ブロックを含み、固くしまる。床面で検出した遺構は往穴4基、壁際溝、性格不明土坑

11基である。炉は確認できなかった。竪穴内の位置関係から P01、P02、P03、P04をこの建物の主

柱穴と判断した。 4基ともに明瞭な柱痕跡と柱の当たりが確認できる。柱埋戻土最上層に貼床層が確

認できないことから、貼床形成後、柱穴が掘削されたと考えられる。位置関係は、東西方向の柱聞が

やや広く、竪穴掘方の形状と類似する。壁際溝は、南辺と北辺東部を除き、建物の壁際を巡る。深さ

平均 0.06mを測る。貼床層を切っていることから、貼床形成後に掘削されたと考えられる。

床下 貼床除去後、性格不明土坑3基を検出したが、 SI28との関連は不明である。

遺物出土状況埋土から縄文土器8点、弥生土器 12点、古墳前期土師器8点、時期不明土師器類 45

点、石器類4点が出土した。埋土から弥生土器・土師器類、縄文土器が出土したが、下層の掘削にし

たがい土師器類が増えていった。

出土遺物 316はN期壷D1類である。内外面はヨコナデ調整である。鉢の可能性もある。 317は床面

から出土したN期費C2類である。口縁部の屈曲部がやや弱い。内外面は調整不明である。頚部に沈線

が1条巡る。 318はN期費X1類の脚台部である。脚台部のハケ調整から S字状口縁台付奮と思われる。

胴部と脚台部は両側lから充填して接合する。外面に接合時のユピオサエが残り、その後ハケ調整する。

内面に煤が付着する。 319はE期壷A1類の胴部片である。内面はナデ調整する。外面上方に直線文が

4条巡り、その下方に簾状文を施す。左から右に向かって押し引く。



1 10YR2/3 黒褐色士やや淡色 Pll 1 l0YR2/3 黒褐色土やや暗色 1 l0YR2/3 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり磯含まず 1 10YR2/1 黒色士やや淡色 ややしまる粘性やゃあり磯含まず ややしまる粘性やゃあり礎含まず

2 10YR212 黒褐色士ややしまる ややしまる粘性なし礎含まず 2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 2 10YR2l2 黒褐色土やや淡色
粘性.~ゃあり喰含まず 2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり離合まず ややしまる粘性やゃあり磯含まず

3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる 粘性やゃあり讃含まず 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 3 10YR2l3 黒褐色土やや淡色
粘性あり襖含まず 問2 粘性やゃあり硫含まず ややしまる粘性やゃあり碩含まず

4 10YR3/4 暗褐色土ややしまる 3 10YR2/3 黒褐色土やや暗色 4 10YR3/3 暗褐色士ややしまる 4 10YR3/3 晴相似旦士ややしまる
粘性やゃあり穣含まず ややしまる粘性やゃあり磯含まず 粘性やゃあり横含まず 粘性やゃあり離合まず

4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 6 10YR3/4 暗褐色士ややしまる 5 10YRS/4 晴褐色士ややしまる
粘性やゃあり礎含まず 粘位やゃあり複合まず 粘性やゃあり礎含まず

5 10YR2/3 黒禍色士やや淡色
~O ~2 ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

6 10YR3/3 暗褐色土ややしまる 』亡 2 ~ ___[_ __ _~九 一』二
糊やゃあり齢まず 81.恥~ 8i刷、青デ

7 10YR3/4 暗褐色土ややしまる 涯 i‘ s 
粘性やゃあり 離合まず S 

8 10YR4/6 褐色土ややしまる 1 10YR2/1 黒色土やや淡色
粘性あり磯含まず ややしまる粘性なし礎含まず

2 10YR2l2 馬術色土ややしまる
内9 P08 . .， 粘性やゃあり 磯含まず

ー』ー ヰ l ~ --'=-- 3 10YR2l3 黒褐色土ややしまる81.ぬト干斗づ...:::=斗ヲー
一℃ミ戸E 斗/ 粘性ややあり 磯含まず

4 10YR3/S 暗褐色士ややしまる
粘性やゃあり 襖含まず

5 10YR4/6 褐色土ややしまる
粘性あり 径5c叫i下のE阿磁含む

ιL 

POl 
_E_ ふ_L

81.蜘『同「間ー

'-4) lW  

P05 
_I_ _lι 

81仙ro::こr:f

1 10YR1. 7/1 黒色土 しまり弱い
粘性なし積含まず径0.5個以下の

10YR3/4 暗褐色士プロック10%台む

P06 
_J_ _.[_ 

81蜘一てEア

1 10YRl. 7/1 黒色土 しまり弱い

粘性なし磯含まず径0.6個以下の

10YR3/4 暗褐色土プロック6%含む

内7

8品言合__!L.
1 10YR1. 1/1 黒色土 しまり弱い
粘性なし礎含まず径0.2個以下の

10YR3/4 時楕直士プロック届%含b
2 10YR3/4 暗縄色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
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ベ壁際溝

ふ閣

柱の当たり

内'2 Pl1 問3
_6_ .2， _ι 

81.紬ーす均一

4tfl，r'.i 0 

引 r5

_f'_ 

1 10m/l 黒色士やや淡色
ややしまる粘性なし襲含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 礎含まず
3 IOYR3/3 暗褐色土ややしまる
特性やゃあり 硯含まず

P08 
1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
怪1岨以下のlOYR3/4 暗褐色プロヲタ
10%含む

pω 
2 10YR2/1 黒色土やや時色
ややしまる粘性なL 積含まず
径1岨以下の10YR3/4 暗褐色プロック

6%台む

。 2m 

(S=1/50) 
図126 SI28遺構図(1 ) 
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P13 
_0_ 0 ____[_ 

山内会
5 1 

1 10YR2(1 黒色土やや淡色。 、J ~ζ~ しまりなし粘性なし礎含まず

L_ hi (モグラ穴)
M トイ 1'" f()/ 2 10YR2(3 馬橋色土ややしまる

粘性.~ゃあり 磯含まず

「 GP K1606 310mzn 黒褐色土ややしまる
1605 粘性やゃあり 礎含まず

4 10YR3(3 暗褐色土ややしまる
mmx 。SE

て♂ ミニノ \~ '-L/ }}-5 .10YR帆褐色土ややしまる

ト
粘性あり礎含まず

P14 。SK1回7 品すL

〈t ~(qさ 問 1 10YR2(2 黒褐色土ややしまる
|寸 粘性やゃあり穣含まず

2 10YRS/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

P15 

配| 、。一一一
I"'! 

1 

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性ヰ‘ゃあり 積含まず

2 10YR2/1 黒色士ややしまる

栓の当たり 粘性なし礎含まず

童三色 =J 4ー-ーー・
三君主主-e. 3 .~~~酬色土しまり弱い

粘他ややあり 積 含 ま ず 径0.5岨以下

平士
1 10YR2(1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし離合まず径0.5園以下の10YR3/4 暗褐色土プロック5'){，含む
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず

3 10YR2(3 黒褐色士キキしまる粘性ややあり横含まず
4 10YR2/2 黒褐色士やや淡色ややしまる粘性やゃあり 積含まず白壁際構理士)
6 10YRS(4 時褐色士やや渋色ややしまる粘性やゃあり 強含まず色壁際構坦士)
6 10YR2/S 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず{壁際溝埋土)
7 10YR2(3 黒褐色土やや淡色 しまる粘性ややあり 礎含まず径0.5個以下の10YRS/4 時褐色土プロック10'){，含む

(貼床層}
自 10YR4(4 褐色土 しまる粘性あり 磯含まず径0.5園以下の10YR2(3 黒褐色土プロック5'){，含む

山志家F

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

粘性キゃあり 積含まず
2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 損含まず

3 10YR3/o4暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

SK1607 

_T_ _r_ 川、γ
2 

1 1OYR2(1 黒色士やや淡色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 10YRS(3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 讃含まず

SI30 

書同
S却7

lK 

I"'! 

1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 / 
ややしまる粘性やゃあり 横含まず --L _j •ーι

2 10YRS/4 暗褐色土しまる 81.蜘一寸ーー「つ n 

粘位やゃあり 様含まず{貼床層) 恒寸一一- v 

園127 SI28遺構図 (2)・SI30遺構圃

の10'四2/1 黒色土プロック5'){，含む

_R_ __[_ 

81凪てw-

1 10YR2/3 ..褐色士やや淡色
しまり弱い粘性.~ゃあり 様含まず
(モグラ穴)

2 10YR2/2 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

h 

(5=1/50) 



時期床面出土土器 (316、318)から東野町期と判断した。

SI30 (図 127) 仏S2037)
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検出状況 C地点阻8~KF8 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。東部は発掘

区外のため不明だが、確認した二辺から平面形は隅丸方形と想定できる。 SD07に切られる。建物に付

属する遺構は確認できなかったが、貼床が確認できることから竪穴建物と判断した。残存長軸の方位

はN-20 -wである。

埋土 黒褐色土の単層である。最大 0.14m厚の層が一気に埋まった状況を示すことから人為堆積の可

能性が高いと考えられる。

壁 皿~V層を掘り込んでいる。壁面は聞く。壁の残存高は最大で 0.13mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (2層)が確認した範囲全体に残る。貼床は暗褐色粘質土でしまる。床

面で遺構は確認できなかった。

床下 貼床除去後、遺構は確認できなかった。

遺物出土状況 古墳時代前期土師器5点、時期不明土師器5点が出土した。埋土から散在した状態で

出土している。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していないが、外面にやや粗いハケ調整する者胴部片、折り返しの

ある台付費脚台部などの破片が出土している。これらの破片は、当遺跡出土のW期費C類と類似する。

時期埋土出土土器から、東野W期の可能性が最も高いと判断した。

SI31 (図 128・129・131) (AS2220) 

検出状況 C地点 KG6~阻 7 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。平面形は、

東西方向にやや長い隅丸方形である。長軸の方位はN-620

-Eである。

埋土 表土除去後床面に到達し、埋土が確認できないため堆積状況は不明である。

壁 E層を掘り込んでいる。壁面形状は、立ち上がりを消失しているため不明である。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (3層)が全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒褐色粘質土と褐色粘質

士の混合士で、しまる。床面で検出した遺構は、柱穴3基、壁際溝、炉1基、貯蔵穴1基、性格不明

士坑 13基である。竪穴内の位置関係と規模から P01、P02、P03をこの建物の主柱穴と判断した。

位置的には4本柱と想定できるが、残る 1基は検出できなかった。 P01、P03に明瞭な柱痕跡と柱の

当たりが確認できる。 P02は浅く、柱痕跡、柱の当たりともに確認できなかった。 P02対角線上に想

定できる主柱穴も同じような規模であったと仮定すると、上層の削平によって消失した可能性が考え

られる。壁際溝は、西辺北部、北辺東部、東辺中央部、南辺東部の各所で断続的に検出した。深さ平

均 0.05血を担uる。貼床層を切っていることから、貼床形成後に掘削されたと考えられる。

炉 建物中央部やや北寄りで検出した円形の遺構を、上層に焼土粒が混じることから炉の可能性が高

いと判断した。床面を浅く掘りくぼませているが、底面の被熱は不明瞭である。形状から地床炉の可

能性が高い。貼床を切る。

貯蔵穴 北東隅に位置する P04をこの建物の貯蔵穴と判断した。平面形は円形である。壁はやや聞き、

底は北部がやや丸みを帯びる。長軸長 0.70m、短軸長 0.64m、深さ 0.15mを測る。埋士からN期高

杯 C類脚部が出土した。
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ー国
l

g' 
面床

、ιーL..>'SK1670 

_A_ 
81. 

内4
_H_ 土器 _j[_ 

81鈴Dト与J 宅一

1 10YR2/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし磁含まず

2 10YR3/4 暗褐色士ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

R溜
_K_ 1 _ι 

81.鋤ト宅持ヲ.，-

1 10YR2/1 黒色士やや暗色
ややしまる粘性なし讃含まず

2 1凶R4/6 褐色士ややしまる
粘性あり 礎含まず

円淘

_L_ 2 ----'.:_ 
81蜘、ム.::....-

31l111;1-3 

1 10YR2/3 黒褐色土やや暗色
ややしまる 粘佳やゃあり 圏直含まず P16

2 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 撹含まず ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる 2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり礎含まず 粘性やゃあり磯脅まず

P14 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
_P_ _L  粘性やゃあり 模台まず

81.紬」ー-ー_ 4 10YR2/S 黒褐色土やや淡色
¥とノ ややしまる粘性やゃあり礎含まず

5 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
1 10YR2/3 黒褐色土やや決色 粕性やゃあり磯含まず
ややしまる粘性やゃあり 襖含まず P17

開5 6 10YR2/2 黒褐色土やや淡色

一且一 ___!lι ややしまる粘性やゃあり 積脅まず
81 蜘』一一~ 7 10YR2/1 黒色土やや淡色

¥よi ややしまる粘性なし様含まず
8 10YR2/S 黒褐色土ややしまる

2m 1 10YR2/S 黒褐色土ややしまる 粕性やゃあり礎含まず

粘性やゃあり 礎含まず径5岨以下の 9 10YR4I6 褐色土ややしまる
1000/4 暗褐色土プログク15%含む 粘性あり 離合まず

5131遺構図(1 ) 

柱の当たり

81蜘守戸苧

問7
_J_ ___l_ 

81.蜘竜三アア

P06 
1 1OYR2/3 黒褐色士ややしまる

1 10YR2/2 黒褐色士やや暗色
粘性やゃあり 積含まず

ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

径20叫i下の1000/4 時褐色土プロック
粘性やゃあり 積含まず径Z咽以下の

10%含む
1000/4 暗褐色土プロ yタ10%含む

P06 
2 10YR2/1 黒色土やや茶色 P13 

ややしまる粘性なし離合まず 一旦一
径0.5岨以下の1000/4 暗褐色士 自1抽 B

プロック6%含む
3 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 複合まず

4 1000/4 暗褐色土ややしまる

粘性やゃあり 縫合まず径0.2岨
以下の10YR2l1 黒色土プロック

5%台む

ム

v1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 礎含まず 1 10YR2/1 黒色土やや暗色
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる しまり弱い粘性なし磯含まず

粘性やゃあり 礎含まず樫0.5園以下 2 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
の1000/4 暗褐色土プロyタ10%含む ややしまる粘性やゃあり 様含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり礎含まず 粘性やゃあり礁含まず

4 10YR3/4 暗褐色士ややしまる
粘性やゃあり 模含まず 。

(S=1/50) 
園128

問1 Pl0 
_E_ 9 3 1 4_L  

81.肺ト甲占品目干午-.ir

I~町五す
P10 

1 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし横含まず

2 10'四2/1 黒坐士やや晴~
ややしまる粘性なし積含まず

3 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず

4 1000/3 暗褐色土ややしまる
....};_ 粘性やゃあり 離合まず

5 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 積含まず
6 10YR3/4 暗担Is土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

F咽1

7 10YRl. 7/1 黒色土やや渋色
ややしまる粘性なし積含まず

8 10YR2/1 黒色土ややしまる

粘性なし磯含まず
9 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず

10 IOYR2l2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

11 10YR2/a 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 喋含まず

問2
__[_ ， _f'_ 

81.ぬrト-=三=-

A' 

1 10YR2/S 黒褐色粘質土~ 1000/4 
暗褐色粘質土の混合土 しまる

副帳台まず

問3
_G_. __g:_ 

81.鉛v~ 一

4、_.，
1 10YR4I6 褐色土 しまり弱い

粘性あり 礎含まず(モグラ穴)
2 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色

ややしまる粘性なし離合まず
S l0YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まず

4 10YR2/Z 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 喋含まず

円2
_N_ __![_ 

81.蜘寸J5

1 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる

粘性なし積含まず種宮cm!>l下の
0' 1000/4 暗褐色土プロフタ5%含む

円6 P17 

sfl品t~~~ 
Fやでマ
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81.抽1-l..占時』

1 1000/3 暗褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 様含まず
径0.2園以下の5YR3/6 暗褐色土
プロック5%含む

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 積含まず

3 1000/4 暗褐色士ややしまる
粘性ややあり襲含まず笹0.6咽以下

の10YR2/1 黒色土プロック6%含む
4 10YR2/2 黒褐色土 しまりなし
粘性やゃあり 様含まず

5 1000/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

壁際漕

」L4ιムi81.1nrr、歩，

1 1侃 R2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 硫含まず

壁際溝
_U_ 1 _ι 

81.肺門込F

1 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず径0.6園以下

の1000/4 時褐色土プロフタ10%含む

SK1723 
_V_ _y_ 

81.800 ~ 

1 10YR2/3 黒褐色士やキしまる
粘性やゃあり 離合まず

2 10YR3/4 暗掲色土ややしまる
粘性やゃあり 覆含まず

SKI724 
_L  __j[_ 

81. 800 
一て工T

~ ~ ___[_ 1 .~~~~黒褐色土ややしまる
81走 -- ¥ 雌ややあり槙含まず、 f 下部100014 暗褐色士漸移層

P1通土 ¥ノ/ 」-m刃_K__
81.蜘1

1 10YR2/2 黒褐色土やや茶色ややしまる粘性やゃあり礎含まず径0.2岨以下の1000/4 暗褐色土プロック20%含む ・'T"o.

2 10YR2/1 黒色土やや君主色ややしまる粘性なし穣含まず l 守、
3 10YR2/3 黒褐色粘質土と 1侃R4/4 褐色粘質土の混合土 しまる 礁含まず(貼床層) 11 I 

o 2m LJ 
12 黒褐色土やや淡色

(8=1/50) ややしまる粘性ややあり 槙含まず

園129 8131遺構図(2)

1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり離合まず ややしまる粘性やゃあり礎含まず
径0.5園以下の100014 暗褐色土 管0.5個以下の100014 暗褐色土
プロック7%含む プロック5%含む

5D40 
_l_ 白---'.:._ SK1823 

81.蜘ーよ _11_0 1 __[_ 
~ 81胤敏一

81品..d:.-__L
P2 

_G_ Iー ι
81.1Dn戸、計守・

_F_ __E_ 
81.蜘可7

2 

1 10YR2/3 黒褐色土やや事M邑 1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり 様含まず 粘性やゃあり 離合まず

種0.5個以下の10YR3/4 暗褐色土 2 100013 暗褐色土ややLまる
プロック10%含む 粘性やゃあり積含まず

P5 
_I_ ~ 11脚 ._I_' 

81. 節目『宇とー~ιー
4 示哲弘話会r弓重「

-4'-'"ゅ・'42 

1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

3 10YR2/2 黒褐色土しまる
粘性ややあり 離合まず

4 10YR4(6 褐色士しまる粘性あり
碩含まず

81本も7i

P4 
_.H._ __[_ 

81.納町『ミコフ{

81本手ri

1 10YR2/3 県褐色土やや淡色
ややしまる粘性ややあり 磯含まず 1 10YR2/2 黒褐色土やや淡色

ややしまる粘性やゃあり 積含まず

2 10YR2/1 黒色士ややしまる
粘性なし積含まず

3 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 磯含まず

2 1000/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

SK1821 
_lL ___[_ 

81.6Qn ..... ζ工;;r 1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色

ややしまる粘性やゃあり 離合まず。1 lOYR2/a 黒褐色士やや渋色
ややしまる粘性やゃあり 積含まず

園130 8132遺構図(1)

2m 

(8=1/50) 
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ス寸 ヌ22 324 325 。 10cm 

(S=1/3) 
図131 SI20出土遺物 (2) ・SI28・SI31出土遺物

床下 貼床除去後、床下で柱穴 1基、性格不明土坑2基を検出したが、 SI31との関連は不明である。

遺物出土状況 縄文土器7点、弥生土器1点、古墳前期土師器8点、時期不明土師器類 18点、石器類

1点が出土した。 SI31床面上層の遺物包含層から弥生土器・土師器類、縄文土器の破片が出土した。

出土遺物 320はN期壷C1類の口縁部である。有段部に突帯状に粘土を貼り付ける。内外面は調整不

明である。 321はN期査C類である。口縁部がやや内轡する。口縁部外面は板ナデで、板目がハケ状

になっているが、ハケほど深くない。内面は板ナデ調整し、有段部で折損する。 322はW期窒B1類で

ある。口縁部が聞くタイプで、内外面は摩耗のため調整不明である。 323は町期警C2類である。口縁

部の屈曲が弱い。胴部外面はハケ、内面は板ナデ調整する。外面に煤が付着する。 324はN期高杯 C1

類の脚~裾部である。外面はタテミガキ調整する。内面上部は絞り込み、下方は板ナデ調整する。時

計回りになでる。裾部内面はナデ調整し、脚とその接合部の外面は板状の工具で押さえているため、

三日月状の痕跡が残る。 325はE期寵x1類である。外面は叩き調整後、ヨコナデ調整する。

時期 埋士出土土器、貯蔵穴出土土器から東野N期と判断した。

SI32 (図 130・132......134) (AS2390) 

検出状況 C地点即 5~KI 5グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。平面形は隅

丸正方形である。 SDllに切られ、 SI33を切る。長軸の方位はN-470 -Eである。

埋土 黒色土(1層)が比較的厚く堆積し、暗褐色士ブロックを多く含むことから、人為的に一気に

埋められた可能性が高いと考えられる。

壁 皿~V層を掘り込んで、いる。壁面はほぼ直立する。壁の残存高は最大で 0.19mで、ある。
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1.聞土器ー-'. ' ‘ ーーーcー・'ー

I I0YR2/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし離合まず径0.5個以下の10YR3/4 時褐色土プロック3%含む

2 I0YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性ややあり 榛含まず
3 I0YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性ヰ'ゃあり 径舟.5咽以下の10YR3/4 暗禍名士プロック10%含む

4 I0YR2/2 黒褐色士やや淡色ややしまる粘性ややあり{壁際構埋士}
5 IOYR2/Z 黒褐色粘貧土と 10YR3/4 暗褐色粘質土の混合土圃くしまる積含まず(貼床眉)

園132 SI32遺構図 (2)
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床面 ほぽ平坦である。貼床 (5層)が全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒褐色粘質土と褐色粘質

土の混合土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴4基、貯蔵穴1基、壁際溝、性格不明土坑1

基である。炉は確認できなかった。竪穴内の位置関係から Pl、P2、P3、P4をこの建物の主柱

穴と判断したが、どの穴も浅く、柱痕跡は確認できない。底面中央部は基盤層よりややしまることか

ら、柱の当たりの可能性が考えられる。当遺跡の当該期の建物と比較すると、竪穴掘方が深く、壁が

立ち、主柱穴が浅いことから、上屋は柱立ちではなく壁立ちの建物の可能性も考えられる。壁際溝は、

北東辺中央部で途切れる以外、壁際を巡る。深さ平均 O.l1mを測る。貼床層を切っていることから、

貼床形成後に掘削されたと考えられる。壁際溝の途切れる部分は、その位置から入口の可能性が考え

られるが、その範囲の床面は周囲と同じようなしまりである。

貯蔵穴 南東隅に位置する P5をこの建物の貯蔵穴と判断した。平面形は楕円形である。壁はやや聞

き、底面はVI層に到達する。長軸方向にテラスをもっ二段構造の穴である。長軸長 0.88m、短軸長 0.61

m、深さ 0.21mを測る。埋土からN期蓮C類胴部が出土した。

床下 貼床除去後、柱穴1基、溝状遺構1条、性格不明土坑2基を検出した。構状遺構 SD40は、南東

辺にほぼ直交すること、建物東部中央に位置すること、竪穴掘方で収束することから、関連する遺構

の可能性が指摘できるが、壁際溝の途切れる北側を入口と想定すると、東辺に直交する SD40は S107

床下溝状遺構のような入口施設に関するものと判断できないため、関連不明と判断した。その他の床

下遺構と S131との関連は不明である。

遺物出土状況縄文土器4点、弥生土器8点、古墳前期土師器573点、古墳後期以降土師器類3点、

時期不明土師器類 128点、須恵器2点、山茶碗1点、石器類8点が出土したロ埋土上層で山茶碗、須

恵器、弥生土器・土師器類、縄文土器の破片が大量に出土したが、下層で弥生土器・土師器類が出土

した。床面で、 N期費C3類 (335)、N期ミニチュア土器台付費形 (343)、N期ミニチュア土器直口

査形 (342)が出土した。

出土遺物 326はN期査A2類である。口縁部中程で外反する。口縁端部外面に沈線1条巡る。内外面

は摩耗のため調整不明である。内外面の砂粒のはずれたくぼみに赤彩状の赤褐色粘土が入り込む。 327

はN期壷A2類である。口縁部は外反する。口縁端部は欠損する。内外面はヨコナデ調整する。頚部か

ら胴部へ向かってハケ調整する。頚部の口縁側lにハケ工具の当たり痕が見られる。胴部内面はユピナ

デ調整する。 328はN期査C2類である。小型品である。内外面はヨコナデ調整する。頚部に沈線が 1

条巡る。 329はN期壷D2類である。内面はヨコナデとユピナデ調整する。外面はヨコナデ調整する。

口縁端部は僅かだが残る。 330はN期警B1類である。口縁部でやや屈曲するがS字状の屈曲とは異な

る。口縁部内外面はヨコナデ調整する。頚部外面にユピオサエがあり、そのために稜が消失する。胴

部外面は板ナデ調整する。 331はW期費B3類である。口縁部が聞き、端部で屈曲して直立する。外面

はヨコナデ調整後、ユピオサエする。内面はヨコナデ調整する。胴部外面はハケ調整し、内面はユピ

ナデ調整とユピオサエである。外面に煤が付着する。 332、333はN期番目類である。 332は口縁端部

に沈線が 1条巡る。口縁部内外面はヨコナデ調整する。頚部に沈線が 1条巡る。胴部外面はハケ調整

し、内面は板ナデ調整後、ユピオサエする。 333は口縁端部横へつまみ出す。頚部に沈線が 1条巡る。

胴部中程に最大径をもっ。胴部外面はハケ調整する。胴部上半にヨコハケが残る。内面はナデ調整す

る。脚台部外面はハケとナデ調整する。内面はユピオサエが残る。胴部と脚台部は両側から充填して
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接合する。 S字状口縁台付要C ・D類の過渡期と思われる。 334はW期型C2類である。屈曲が弱い。

口縁部内外面はヨコナデ調整する。頭部に沈線が 1条巡る。胴部外面はハケ調整する。外面に煤が付

着する。 335は床面で出土したN期費C3類である。口縁部内外面はヨコナデ調整する。端部外面に沈

線が 1 条巡る。胴部外面はハケ調整し、内面はナデ調整する。いわゆる山陰系口縁費である。 336~339

はN期蓮X1類である。 336は胎土から 335と同ーと思われる。胴部外面はハケ調整し、内面は板ナデ

調整する。脚台部外面はハケ調整し、内面はナデ調整後、ユピオサエする。内外面に煤が付着する。

胴部と脚台部は両側から充填して接合する。 337は底部から脚台部が残る。胴部外面はハケ調整し、

内面はナデ調整する。脚台部内面はユピオサエが見られる。底部と脚台部は両側から充填して接合す

る。 338の外面はハケ調整し、内面は板ナデ調整する。折り返しにユピオサエが残る。胴部と脚台部

は両側から充填して接合する。 339は外面上部はハケ調整し、下部はナデ調整する。内面はナデ調整

後、ユピオサエする。 340はN期高杯AまたはC類である。内外面はナデ調整する。ミガキ調整に類

似するが単位は不明である。 341はm.N期器台の受部である。皿状を呈する。中空部は、上から工

具を差し込んで回転させる。受部内面に放射状のミガキを施す。屈曲部外面は板ナデ調整する。 342

は床面で出土したN期ミニチュア土器で直口査形であるロ口縁部内面はナデ調整し、端部は未調整で

ある。外面はユピナデ調整する。 343はW期ミニチュア土器で台付費形である。手担ね状で、内外面

はユピオサエで調整する。脚台部の折り返し幅が大きい。 344はN期ミニチュア土器でS字費形であ

る。胴部最大径に穿孔が2か所確認できる。穿孔周囲に粘土を楕円形状に貼り付ける。これらのこと

から三連S字賓と思われる。口縁部内外面はヨコナデ調整する。口縁端部外面に沈線が 1条巡る。胴

部外面はハケ調整するがヨコハケはない。内面はナデ調整する。 S字状口縁台付費D類を模倣する。

脚台部は欠損する。 345はN期ミニチュア土器で鉢形である。口縁部は外反する。口縁部内面に親指

側面と恩われるユピオサエ、外面に人差し指と恩われるユピオサエが見られる。外面下部は板ナデ調

整する。内面下部はへラケズリ調整する。胴部に焼成後穿孔がある。 346はE期聾X1類である。脚台

部がやや聞き気味である。端部に折り返しはない。底部倒lから充填して接合する。内外面は板ナデ調

整する。 347はE期手熔り形土器の覆部片である。粘土積み以下は無文である。斜方向のハケの後、

波状文を施す。内面はナデ調整する。 348は磨石・敵石類である。床面束壁際で出土した。磨面は3

面で、磨面に敵打痕が多く見られる。敵打の位置は不規則である。敵打痕内部に被熱が認められるこ

とから、敵石として使用された後に被熱したと考えられる。 SI32は炉が確認できなかったため確証は

ないが、炉石(枕石)であった可能性も考えられる。

時期床面出土土器から東野W期と判断した。

SI33 (図 135) (AS2430) 

検出状況 C地点即 5~KI6 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。検出時は 1

軒の竪穴建物と考えていたが、床面に到達した段階で床面のレベルが異なること、南西辺で平行する

壁際溝を 2条検出したことから、 2軒の建物の重複と判断した。 SI32、SI34、SD11に切られる。長軸

の方位はN-51
0

-Eである。

埋土 黒褐色土がほぼ水平に堆積する。埋土中に暗褐色土ブロックを多く含むことから人為堆積の可

能性が高いと考えられる。

壁 m~v層を掘り込んでいる。壁面はほぼ直立する。壁の残存高は最大で 0.09mである。
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81.8Qa 

1 10Yll.7/1 黒色士やや茶色ややしまる粘性なし擾含まず

ドド

2 10YlV'4 褐色土 しまる粘性あり礎含まず径1咽以下の1000九 時褐色土プロック16%含む
3 10YRl. 7/1 緑色土ややしまる粘性なし礎含まず
4 10YR2/1 黒色土やや茶色ややしまる粘佳なし讃含まず
5 10YR2/S .褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 離合まず
6 10YR2/3 鵬縄色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 夜含まず(盛田高精温土)
7 10YR2/3 馬禍色粘質土と 10YR3/4 暗褐色粘質土の混合土 固くしまる積含まず(鮎床層)

_L  _L  

川捨r

1 1町R2/2 黒褐色土 やや担軽色
しまり弱い粘性ややあり 艇含まず
径10・以下の1000/4 略構色土プロック

5%含む
2 10YR2/2 鳳褐色粕質土と10YR3/4
暗褐色粘質土の混合土 固くしまる

様含まず〔貼床周〕
3 10YR2/3 胤褐色土 ややしまる
粘性ややあり 磁含まず径1個以下の

10YR3/4 晴褐色土10%含む
4 1000/3 崎褐色 土 ややしまる
粘性ややあり 様含まず

5 1000/4 噌褐色土ややしまる
....L 粘性やゃあり 礎含まず

.JL.. 

羽訴
1 10Yl2/2 鳳縄色土 しまり弱い
粘性やゃあり 様含まず

2 10Yl2/2 鳳褐色粘貧土と 10YR3/4 
暗褐色粕質土の混合土 岡〈しまる

.含まず(貼床層}
SK1743 3 10YR3.九時褐色土ややしまる

粘性やゃあり 礁含まず

柱の当たり

_.K_ 
_L  _[_ 

81.拘1

何~
1 10Y胞/2鳳縄色土 やや淡色
ややしまる給伎やゃあり 磁含まず

径1岨以下の10Yl3/4崎褐色土プロック

ー宣_ 10%含む

。

2 10YR2/2 .. 褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

3 10YR2/3 鳳褐色土 ややしまる

粘性ややあり a含まず
4 10YR3/a暗褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

6 10YRV'6 褐色土 しまる粘性あり
際含まず

2m 
8 10YRV'6 褐色土 しまる粘性あり 磯含まず径1個以下の10YR2/2 属褐色土プロック5%含む{楓方整地層} (8=1/50) 

炉

E 
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81医加

国135 SI33遺構図
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ノ 、.// 1 10Y聡12馬偽色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず径k凶A下の
I 10YR3/4 時褐色土プロック15%含む炭化物少量混じる

if l山 県純土しれなし糊特':>1} ftまず{儲}
S 10YR2!1 黒色土やや骨音色ややしまる粘性なし 様含まず径2c阻以下の
5YR3/s暗赤褐色土プロック15%、径1岨以下の10YR3/4略構色土プロック10%含む

4 10YR2!1 黒色土 ややしまる粘性なし磯含まず径2咽以下の
5YR3/'晴赤褐色土プロック10%含む

5 10YR2!3 黒備色土ややしまる粘性やゃあり .含まず

o 0.5m 

国136 5]34遺構図(， ) (5=1/20) 
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床面 ほぽ平坦である。貼床 (7層)が残存する範囲に残る。貼床は黒褐色粘質土と暗褐色粘質土の

混合士で、固くしまる。床面で検出した遺構は壁際溝である。炉は確認できなかった。また、 8134床

下で検出した柱穴2基と性格不明士坑 1基を 8133に属すると判断した。主柱穴は不明である。 Pl、

P2は柱穴で、 2基ともに明瞭な柱痕跡e柱の当たりが確認できる。柱径は O.09~0.12mと想定でき

る。壁際溝は、北東辺、南西辺、南東辺で検出した。北東壁際溝は 8134壁際溝と重複する。深さ平均

O.l1mを測る。貼床層を切っていることから、貼床形成後に掘削されたと考えられる。

床下 貼床除去後、掘方整地層を検出した。褐色土が主体で黒褐色土ブロックを含む層 (8層)で、

ほぼ水平に堆積し、平均0.04m厚である。貼床層、基盤層よりしまりは弱い。

遺物出土状況 埋土から弥生土器・土師器類、縄文土器の破片が出土したが、掘削時には建物1軒と

考えて遺物を取り上げたため、 8134と重複する範囲から出土した遺物の帰属建物は不確定である。

出土遺物 実測に足る遺物は出土しなかった。 8132、8134と重複しない範囲の埋土から出土した土器

は古墳前期土師器がほとんどを占める。ハケの交差する S宇状口縁台付曹の胴部片や、折り返しのあ

る台付費の脚台部片が認められる。

時期 8132、8134を遡る。埋土出土土器の多くが古墳前期土師器であり、 S字状口縁台付費D類に類

似する破片が出土したことから東野町期の可能性が最も高いと判断した。出土遺物から、 8132・8134

との時期差は僅かであると考えられる。

8[34 (図 134・136・137) (A82614) 

検出状況 C地点阻5~K16 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。検出時は 1

軒の竪穴建物と考えていたが、床面に到達した段階で床面のレベルが異なり、壁際溝を内外2条検出

したことから、 2軒の建物の重複と判断した。 8Dllに切られ、 8133を切る。長軸の方位はN-50" -

Eであるロ

埋土 黒褐色土がほぼ水平に堆積し、中央部がややくぽむ堆積である。埋土中に暗褐色土プロックを

多く含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 m~v層を掘り込んでいる。壁面はほぼ直立する。壁の残存高は最大で 0.15mである。

床 ほぽ平坦である。貼床 (8層)は建物が残存する範囲全体に残る。貼床は黒褐色粘質土と暗褐色

粘質土の混合土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴 1基、壁際溝、炉1基、貯蔵穴 1基であ

る。主柱穴は不明である。 Plは柱穴である。柱痕跡は確認できないが、底部中央に柱の当たり状の

硬化した範囲が確認できる。壁際溝は、北東辺、南西辺、南東辺で検出した。北東壁際溝は 8133壁際

滑と重複する。深さ平均0.10mを担uる。見占床層を切っていることから、貼床形成後に掘削されたと考

えられる。

炉建物中央部北寄りで確認した。底面の被熱が不明瞭であるが、検出面に焼土が散在することから

炉と判断した。皿状に浅くくぼみ、貼床層を切る。地床炉と考えられる。

貯蔵穴 東角に位置する P2を竪穴内の位置と形状から貯蔵穴と判断した。平面形は楕円形である。

壁は開き、底は丸みを帯びる。長軸長 0.65m、短軸長 0.58m、深さ 0.23mを測る。埋土からW期費

C1類の口縁部から頚部 (350)が出土した。

床下 貼床除去後、床下で柱穴2基、性格不明土坑1基、北~西部で掘方整地層を検出した。掘方整

地層 (9層)は黒褐色粘質土と暗褐色粘質土の混合土で貼床層 (8層)よりしまりは量恥、が、基盤層
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床面

郷方

__.D.._ 
81. 

1 10YR1.1/1黒色土やや茶色ややしまる粘性なし藤含まず
2 10YR1.1/1 鳳色土ややしまる粘性なし榛含まず

オ

3 10YR2/1 .色土ややしまる粘性なし磯含まず径1岨以下の10YR3/4 暗織色土プロック20%含む
4 10YR2/2 .縄色士やや暗色ややしまる粘性.~ゃあり機含まず

SK1743 

6 10YR2/2 .縄色土ややしまる粘性やゃあり 碩含まず 笹l岨以下の10YR3/.崎褐色士プロック10%含む
6 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 碩含まず(壁際機温土}
1 10YR2/3 .掲色土やや特色ややしまる粘佳やゃあり 礎含まず{壁際鴻坦土}
8 10YR2/2 鳳褐色粘質土と 10YR3/4 暗褐色枯質土の混合土圃くしまる磁含まず(貼床眉)
9 10YR2/3 黒褐色粘質土と 10YR3/4 暗褐色粘質土の混合土固くしまるがS層よりしまり弱い離合まず

(抱方盤地層}

10 10YR3/4 時縄色土やや明色固くしまる粘性やゃあり 榛含まず (V届)

図137 Sl34遺構図 (2)
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P空

81お L

ミif
1 10Yl2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし様含まず

2 10YR2/2 黒褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

o 2m 
』

(S=1/50) 
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より固くしまる。ほぽ水平に堆積し、平均0.02m厚である。東部・南部では確認できなかった。柱穴

と土坑は床下で確認したことから SI33に属する遺構と判断した。

遺物出土状況埋土から弥生土器・土師器類、縄文土器の破片が出土したが、掘削時には建物 1軒と

考えて遺物を取り上げたため、 SI33と重複する範囲から出土した遺物は SI24の埋没過程のものであ

ると考えられる。

出土遺物 349はN期警B3類である。口縁部外面の屈曲が弱く、受け状に内轡する。胴部のハケは頚

部から右下がりに施す。頚部に沈線は巡らない。 350はP2で出土したN期費C1類である。口縁部の

屈曲が明瞭で、端部に面をもっ。口縁部内外面はヨコナデ調整する。胴部外面はハケ調整し、内面は

ヨコナデ調整する。頚部に沈線が 1条巡る。口縁部外面に煤が付着する。 351はN期費C2類である。

口縁部の屈曲はやや弱くなる。頚部に沈線は巡らない。外面はナデ調整し、底部付近にハケが僅かに

残る。脚台部外面はへラケズリ、内面はヨコナデと板ナデ調整する。 352はN期費X1類である。やや

小ぶりである。外面はハケ、内面は板ナデ調整する。被熱のため赤色化する。外面に煤が付着する。

353は壁際溝出土の石錐である。左側縁部が面になっているが、その面の先端の錐部が摩耗すること

から、面をもたせたままの形状で使用していたと考えられる。

時期貯蔵穴出土土器、埋土出土土器から東野N期と判断した。

SI37 (図 138・139・146) (AS2729) 

検出状況 C地点 KK4~KL3 ・ 4 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。 SB09

に切られる。平面形は、四辺がほぼ直線状の隅丸方形である。長軸の方位は、 N-35
0

-Eである。

埋土 黒色士と北東辺に黒褐色士が堆積する。埋士中に暗褐色粘質士プロックを含むことから人為堆

積の可能性が高いと考えられる。

壁 rn.N層を掘り込んでいる。壁面はやや聞く。壁の残存高は最大で 0.08mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (5層)が、建物の残存する部分全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒

褐色粘質士と暗褐色粘質士の混合士で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴6基、壁際溝、炉1

基、貯蔵穴1基、性格不明士坑2基である。床面で検出したP1、P3、撹乱坑底で検出したP3、

P4を竪穴内の位置関係や規模から主柱穴と判断した。 4基とも明瞭な柱痕跡と柱の当たりが確認で

きる。柱径は O.10~0. 14血と想定できる。 P1、P3の最上層に貼床状のしまる土層が確認できるこ

とから、柱埋設後、貼床形成したと考えられる。 P8、P9は柱穴である。 SI37プラン内に位置する

ため、 SI37に属する遺構と判断したが、撹乱坑底で検出しており SI37に関連しない可能性も考えら

れる。壁際溝は、建物の残存する壁際を巡る。深さ平均0.06mを測る。貼床層を切っていることから、

貼床形成後に掘削されたと考えられる。

炉建物中央部やや北寄りで長楕円形の川原石が出土した。川原石及びその周囲の床面がやや被熱す

ることから地床炉と判断した。床面を浅く掘りくぽませる。底面はN層で、やや被熱する。川原石は

基盤層に埋没していたが、川原石を埋設するための掘方は確認できなかった。煮炊き用の土器を支え

る枕石の可能性が考えられる。

貯蔵穴 北隅で検出したP5を、位置と形状から貯蔵穴と判断した。検出時、東西に長い楕円形の穴

1基として掘削したが、南西方向に広がること、東部が浅いこと、土層断面で立ち上がりが認められ

ることから 2基が重複すると判断し、 P5、P6としたロ P5の平面形は楕円形で、南北壁はやや開
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床面 FEE 
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ト
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1 10YR2/3 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 離合まず。
(S=1/20) 

園138 SI37遺構図(1 ) 

81明F

1 10YR2/1 黒色土やや茶色

柱の当たり ややしまる粘性なし捜含まず
2 1凶R2/2 黒褐色土やや担軽色

一生Lーしまる粘性やゃあり 捜含まず
径1岨以下の10YR3/4暗褐色土プロック

10%台む
3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず径lcmJ;(下の
10YR3/4崎褐色土プロック6%含む

4 10YR2/3 鱒褐色土やや淡色

ややしまる粘性ややあり 縫合まず
径1岨以下の10YR3/4暗褐色土プロック

10%台む
5 10YR3/3 暗褐色土ややしまる

粘性ヰキあり 磯含まず
6 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

同
_!L _[_ 

m サ
1 10YR2/1 黒色土やヰ喋色
ややしまる粘性なし模含まず

2 10YR4I4 褐色士ややしまる
粘性あり 横含まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

防内

81右ずi

1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし圏直含まず

2 10YR2/2 黒褐色士ややしま
る 粘性やゃあり 型軽含まず
3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

4 10YR2/2 暴褐色土やや暗色

ややしまる粘性やゃあり 離合まず
5 1凶R3/3 暗褐色土ややしまる

1m 0 粘性ややあり 碩含まず 2m 

(S=1/50) 
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円
L 1 ____.[ 

81蜘 3下ぞ
1 10m/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

2 10YRZ/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる

粘性やゃあり 喋含まず

東野W期(古墳時代前期)

ょι
内

_l_ 
81. 5011 

第6節

¥ 
司~

1 10YR2/1 黒色土ややしまる

粘性なし穣含まず
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

粘性ヰキあり a帳台まず

_M_ 噌_I_

山 I<JT

1
4
/
γ

巳

むE

1 10m/3 黒構色土ややしまる

___[_ 粘性やゃあり 礎含まず
2 10YR3/3 暗暫~土ややしまる

E 4、 粘性やゃあり 磯含まず

3 10YR3/4 晴褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

s 
同コ

__Q_: 
81.蜘1

h 
暗褐色粘質土プロック3%含む(壁際構埋土)。

黒色土やや暗色ややしまる粘性なし積含まず径0.6岨以下回10YR3/4 暗褐色粘質土プロック7%含む
黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 桜含まず
黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 積含まず径0.6岨以下の10YR3/4
黒褐色土ややしまる粘位やゃあり 礎含まず(壁際消極土]

黒褐色枯質土と 10YR3/4 暗褐色粘質土の混合土圏〈しまる襖含まず(貼床層}
黒褐色粘質土と 10YR3/4 暗褐色粘質土の混合土ややしまる 型車含ま1"(周溝状鋼方温土}

1 10YR2/1 
2 10m/2 

3 10m/2 
4 10m/3 

5 10YR2/2 
6 10YR2/3 

円 炉 問 g唱。1
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1 1釘R2/2 黒褐名士やや時全 1 10YR2/2 黒褐色土やや淡色 1 10m/2 黒褐色土やや時色 1 10YR1. 7/1 黒色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり積含まず ややしまる粘性やゃあり積含まず ややしまる粘性やゃあり礎含まず 粘性なし膿含まず

2 1町R2/1 黒色士やや君事色 径0.5個以下の5YR3/e暗赤褐色士 炭化物少量混じる 2 1凶R4/4 褐色土ややしまる
固くしまる粘性なし礎含まず プロック6%含む 2 10m/l 黒色土やや暗色 粘性あり膿含まず径10叫 L下の
径Z咽以下の10YR3/4 暗褐色土プロック2 1別限/2 黒褐色士ややしまる ややしまる粘性冷し礎含まず 10四 2/1 黒色土プロフク10%含む
10%台む 粘性やゃあり礎含まず径l岨以下の3 10m/3 黒褐色土やや淡色 3 10YR2/1 黒色土やや暗色

3 1悦也/2 黒働色土ややしまる 10YR3/4 暗褐色土プロック10私含む ややしまる粘性やゃあり礎含まず ややしまる粘性なし模含まず
粘性やゃあり 磯含まず径2個以下の 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 4 10YR3/4 晴褐色土ややしまる 4 10YR2/2 県禍色土ややしまる
10YR3/4 暗暢色土プロック5%含む 粘性やゃあり礎含まず讐1個以下の粘性やゃあり礎含まず径20皿以下の 粘性ややあり 積含まず

4 1侃R2/1 黒色士やや淡色 町R3/6 暗赤褐色土プロック10%台む 10m/l 黒色土プロック10%含む

ややしまる粘性なし検含まず 4 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
径Z咽以下の10YR3/4暗褐色土プロyク キやしまる粘性やゃあり横含まず
15%含む 径l岨以下町5YR3/暗暗赤褐色士プロック

5 1侭R2/3 黒褐色土やや時色 5%含む
ややしまる粘性やゃあり 襖含まず
径2四以下の10YR3/4暗褐色土プロック

2旧%含む 陪
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SI37遺構図(2)園139

_H_ _j[_ 

m 弓5
1 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる

粘性なし離合まず
2 10m/l 黒色土ややしまる

1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 粘性なし離合まず

ややしまる粘性やゃあり 離合まず 3 10YR3/4 時褐色土ややしまる
径0.5回以下のIOYR2/1 黒色土プロック 粘性やゃあり 碩含まず
5%台む

1 10YR2/Z 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず 1 10m/Z 黒褐色土ややしまる

Z 10YRZ/3 黒褐色土やや淡色 特性やゃあり礎含まず径1岨以下の
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず 10YR3/4暗禍色土プロック5%含む

問

_[_ 

2m 。
可if

(S=1j50) 
SI38遺構図(1 ) 園140
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き、東西壁は立つ。やや丸みを帯びる。長軸長 0.68m、残存短軸長 0.41m、深さ 0.32mを測る。底

部からN期費C2類口縁部 (356)が出土した。

床下 貼床除去後、床下で周溝状掘方と性格不明士坑1基を検出した。性格不明士坑と S137の闘連は

不明である。周溝状掘方は、幅 O.8~1. 2mで壁際を巡る。埋士は黒褐色粘質士と暗褐色粘質士の混合

士 (6層)で、貼床や基盤層ほどではないがよくしまる。

遺物出土状況縄文土器 31点、古墳前期士師器75点、時期不明士師器類 23点、山茶碗3点、石器類

5点、炭化物5点が出土した。埋士上層から弥生土器・士師器類、縄文土器が多量に出土したが、下

層の掘削にしたがって減少し、破片が大きくなっていった。山茶碗は最上層からの出土である。北東

部床面で炭化材が出土した(図138Q-Q')。出土した炭化材の北辺に対する傾きは、西から順に

45度西、ほぼ直交、 45度西、 60度西となる。焼士は検出していない。分析の結果、アカガシ亜属4

点、サクラ属 1点判明した。前回調査を含め当遺跡で確認した焼失建物出土炭化材はN期以降はハン

ノキ亜属やアカガシ亜属が多く、部材として周辺から入手していた可能性を指摘している(第4章第

4節参照)。出土した炭化材の樹種から建築部材であった可能性が考えられる。

出土遺物 354はW期壷 C1類である。下部にハケ調整が見られるが、その他は調整不明である。 355

はW期壷X1類である。内面は板ナデ、外面は浅いハケ調整する。ハケの 1単位幅は狭い。底部外面は

被熱により赤色化する。 356はP5出土のN期蜜C2類である。口縁部の屈曲上段に沈線を巡らせてS

字をつくる。胴部外面はハケ調整し、最大径付近にヨコハケが見られる。内面はヨコナデ調整し、接

合部にユピオサエが見られる。 357はN期高杯AまたはC類の亦部である。亦底部から下部を折損す

る。内面はタテミガキ、外面はヨコミガキを施す。 358はW期器台の脚部である。外面はタテミガキ

を施す。内面はユピナデ調整し、端部を折り返す。折り返し部をユピオサエする。脚部が開き、裾部

でやや外反する。 359は打製石織である。先端部が僅かに折損する。右側縁部、左側縁部、脚部の順

に調整する。

時期 床面出土土器 (354、357)、貯蔵穴出土土器 (356)から東野N期と判断した。

8[38 (図 140・141・146) 仏82752)

検出状況 C地点 KK2~KL3 グリッドで検出した竪穴建物である。試掘確認調査の TP03 で検出した。

E層上面で検出した。 S141、SB09に切られ、 SB10を切る。平面形は、四辺がほぼ直線状の隅丸方形で

ある。長軸の方位は、 N-74"-Eである。

埋土 黒色土と黒褐色土が水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。埋土中に赤褐色土・暗

褐色土・明黄褐色土ブロックを多く含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 E ・N層を掘り込んでいる。壁面はやや聞く。壁の残存高は最大で 0.09mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (4層)が、建物の残存する部分全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒

褐色粘質土と暗褐色粘質土の混合土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴2基、壁際溝、炉1

基、貯蔵穴1基、性格不明土坑1基である。床面で検出したPlと撹乱坑底面で検出したP2を竪穴

内の位置と規模からこの建物の主柱穴と判断した。 2本柱建物である。 2基ともに柱の当たりが、 P

1に柱痕跡が確認できる。柱径は 0.09m前後と想定できる。 Pl最上層に貼床層が確認できることか

ら、柱埋設後に貼床を成形した可能性が高いと考えられる。壁際溝は、建物の残存する壁際を巡る。

深さ平均 O.lmをil!Oる。貼床層を切っていることから、貼床形成後に掘削されたと考えられる。
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図141 SI38遺構図(2)

1 lom/l 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まず
径l咽以下の1000/4時褐色土プロック
5%含む径0.5岨以下の5YR~8
赤褐色土プロック3%含む

2 lom/2 黒褐色土やや時色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
径2cJDl;J.下の1000/4時褐色土プロック
10%含む径2岨以下の10YR7/6
明黄褐色土プロック10%含む

3 lom/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず径0.5岨以下
の1000/4時褐色土プロック3%含む
{壁際構坦土J

4 lom/2 黒褐色粘質土と 1000/4 
時褐色粘質土の混合土圃〈しまる
接合まず(貼床眉)

5 lom/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず径lc戚A下の
l0m/l 黒色土プロック15%含む
(周溝状楓方埋土}

6 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性あり 積含まず径1曲以下の
l0m/l 黒色土プロック10%含む
(掘方聖地層)

柱の当たり

(S=1/50) 

2m 
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炉建物中央部やや北寄りで検出した、床面がやや被熱する範囲を地床炉と判断した。西部は撹乱坑

によって消失している。床面を浅く掘りくぽませる。埋土は黒褐色土が主体で暗赤褐色土プロックを

含む。底面はやや被熱している。

貯蔵穴北西隅で検出したP3を位置と形状から貯蔵穴と判断した。平面形は隅丸方形で、壁はやや

聞き、底面は平らである。長軸長 0.76m、残存短軸長 0.69m、深さ 0.31mを測る。埋土上層からN

期高杯 C1類の脚から裾部 (361)が出土した。

床下 貼床除去後、柱穴2基、性格不明土坑1基、周溝状掘方、掘方整地層を検出した。周溝状掘方

は幅O.7~ 1. Omで壁際を巡る。埋土は黒褐色土 (5層)でややしまるロ掘方整地層の土色はV層に類

似するが、 V層よりしまりの弱い層 (6層)で、周溝状掘方に切られる。掘方掘削後、整地し、その

後周溝状に掘削したと考えられる。これらのことから、竪穴の掘削→床下の整地→周溝状掘方の掘削

→柱穴の掘削・柱の埋設→貼床の形成→壁際溝の掘削・埋戻しとなる。柱穴2基と性格不明土坑1基

とS137との関連は不明である。

遺物出土状況縄文土器3点、弥生土器2点、古墳前期士師器 17点、時期不明士師器類 16点、陶器

類 1点、石器類2点が出土した。埋士上層から弥生土器・士師器類、縄文士器が出土した。陶器類は

最上層から出土した。

出土遺物 360はW期査D1類である。口縁部~胴部上半外面はヨコナデ調整する。頚部を棒状工具で

ナデ調整し、巡る。胴部下半外面はランダムなケズリ調整で、上から下方向のケズPが多い。 361は

N期高杯C1類である。杯部は折損する。外面はタテミガキを施す。内面はユピナデ調整し、絞り込み

が見られる。接合部は亦部恒肋ミら充填する。 362はN期高亦C1類である。亦部は内外面ナデ調整する。

脚部は裾部に向かって広がる。脚部外面はタテミガキを施し、内面上部は絞り込み、下部はナデ調整

する。裾部は折損する。埋土出土土器は古墳前期土師器が多い。ハケの交差する S字状口縁台付賓の

胴部片や、折り返しのある台付賓の脚台部片、 N期高亦C類の脚部片などが認められる。

時期 貯蔵穴出土土器 (361)、埋土出土土器から東野N期と判断した。

SI42 (図 142・143・146) (AS1443) 

検出状況 A地点 ET6・7グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物南部は町

道下になるが、平面形は隅丸方形と想定できる。長軸の方位はN-80
0

-Eである。

埋土 黒褐色土 (5層)が床直上の壁際から中央部にかけて堆積し、次に中央部に黒褐色土 (4層)

が堆積する。その後、黒色土 (1層)が全体に堆積する。埋土中に暗褐色土ブロックを多く含むこと

から人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 E・N層を掘り込んでいる。壁面は北辺で確認する限り直立に近い。壁の残存高は最大で 0.07m

である。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (9層)が全体にわたって明瞭に残る。貼床は暗褐色粘質土と褐色粘質

土の混合土に黒色土ブロックを含み、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴1基、壁際溝、貯蔵穴

1基、性格不明土坑7基である。炉は確認できなかった。竪穴内の位置関係から床面北西部で検出し

たP1を主柱穴と判断した。位置から4本柱建物と想定できる。 P1は柱の当たりが確認できる。残

り3基の主柱穴は、撹乱坑内と発掘区外に位置すると考えられるロ壁際溝は、建物の残存する部分の

うち、ほぽ全周する。深さ平均 0.14mを測る。建物中央北よりに位置する P8は長軸長1.75mの大型
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1 10'四2/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし穣含まず径0.2回以下の10YR3/4 暗褐色土プロック10百合む
2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず径0.2個以下の10YR3/4 時褐色土プロック弱含む

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 離合まず径0.2園以下の10YR3/4 時褐色土プロック弱含む
4 10YR2/2 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず径0.2咽以下の10YR3/4 暗栴色土プロック ló~含む

5 10YR3/4 暗褐色士 しまる粘性ややあり 模台まず径0.6個以下の10YR4/4 褐色士プロック10世含む o 2m 
6 10YR3/3 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず {壁際漕埋士)
7 10YR4!3 f己ぷい黄褐色土ややしまる 粘性やゃあり 礎含まず {壁際溝埋土}
8 10'四九時褐色土やや舶ややしまる粘性やゃあり齢まず 笹原制土) (8=1/50) 
9 10YR3/3 暗褐色粘質土と 10YR4/6 褐色粘質土の混合土固くしまる 磯含まず径0.5岨以下の10YR2/1 黒色土プロック10%含む(貼床届)

園142 8142遺構図(1 ) 
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の土坑である。位置的には炉の可能性が想定できたが、埋土に焼土や炭化物が含まれず、底面に被熱

痕が認められないことから炉ではないと判断した。

貯蔵穴想定できる建物の中央部やや南寄りに位置する P4を貯蔵穴の可能性があると判断した。や

や深い穴で、埋土最上層は表土層に似る。東壁は直立気味に立ち、西壁は緩やかに聞く。底は平らで

ある。残存長軸長 O.53m、残存短軸長 0.45血、深さ 0.27皿を測る。埋土は中央がやや窪む堆積で、

自然堆積と考えられる。想定できる南側柱穴2基の聞に位置すると考えられ、当遺跡の当該期の竪穴

建物貯蔵穴は建物隅部に位置することが多く、配置が異なるため可能性の域を出ない。

床下 貼床除去後、柱穴1基を検出したが、 S142との関連は不明である。

遺物出土状況埋土から古墳前期土師器 15点、時期不明土師器類 26点、須恵器1点、山茶碗1点、

近世陶器1点、石器1点が出土したロ床面出土土器片の多くはW期費C類の胴部片で、ハケが認めら

れる。 N期高亦C類の脚部と杯底部の屈曲部片も出土している。

出土遺物 363はN期費B1類である。口縁部が聞き、口縁端部外面を折り返し、肥厚する。口縁部外

面はヨコナデ調整し、一部ユピオサエが見られる。 364はP8出土のm.N期高部脚部片である。内

外面はナデ調整する。

時期床面出土土器 (363)から東野N期と判断した。

SI44 (図 144-146) 仇S1515)

検出状況 B地点田6~HC6 グリッドで検出した竪穴建物である。皿層上面で検出した。建物東は発

掘区外である。平面形は、確認できる三辺から隅丸方形と想定できる。長軸の方位は、 N-8
0 -w 

である。

埋土 黒色土と黒褐色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。埋土中に暗褐色土

ブロックを含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 m.N層を掘り込んでいる。壁面は三辺とも緩やかに聞く。壁の残存高は最大で 0.10mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (8層)が、建物の残存する部分全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒

褐色土と暗褐色粘質土の混合土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴2基、壁際溝、性格不明

土坑1基を検出した。 P1、P2をS144の主柱穴と判断した。 2基ともに柱痕跡は確認できなかった

が、 Plの底部が比較的しまることと竪穴内の位置闘係からこの建物の主柱穴と判断した。 P5は想

定できる建物の中央部やや南寄りに位置する。浅い穴で炉の可能性が考えられるが、底面の被熱痕や

埋土中に焼土・炭化物などは確認できなかった。壁際溝は、建物の残存する部分を全周する。深さ平

均 0.07mを測る。

床下 貼床除去後、 S144柱穴2基、性格不明土坑4基を検出した。 P3とP4は、明瞭な柱痕跡と柱

の当たりが確認できる。柱径は O. lO~O. l1m と想定できる。床面で検出できなかったことと、位置的

にS144の主柱穴と考えられることから、建て替えが行われた可能性が高いと考えられる。床下で検出

した性格不明士坑4基と S144との関連は不明である。

遺物出土状況縄文士器29点、弥生土器6点、古墳前期土師器 19点、時期不明士師器類 28点、近世

陶器1点、石器類6点、炭化物6点が出土した。埋士上層から縄文土器、古墳前期士師器が出土した

が、下層の掘削にしたがい古墳前期士師器のみとなり、破片が大きくなっていった。縄文土器の多く

は深鉢の胴部片で摩耗する。近世陶器は最上層から出土した。
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1 10YR2/1鴇色土やや暗色 P2 1 10YR2/2 黒褐色ニじやや暗色 P5 
ややしまる粘性なし襖含まず 1 10YR2/3黒褐色土やや渋色 ややしまる粘性やゃあり礎含まず 1 10YR2/1 鳳色土ややしまる
径0.5園以下の10YR2/4 暗褐色土 ややしまる粘性やゃあり礎含まず 径3個以下の10YR3/4暗褐色土プロック 粘性なし磯含まず径0.5圃以下の

プロック5%含む 管0.2個以下の10YR3/4暗褐色土プロック 25%台む 10YR3/4 暗褐色土プロック6%含む
2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 3%含む 2 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 P6 

粘性ヰ'ゃあり積含まず径0.1岨以下 2 10YR2/2 黒褐色士しまり弱い キやしまる粘性ややあり積含まず Z 10YR2/1 黒色土やや茶色
の10YR2/1 黒色土プロック6%含む 粘性やゃあり襲含まず径0.6咽以下 3 10YR3/3 暗褐色土やや淡色 ややしまる粘位なし礎含まず

3 10YR3/3 暗褐色士やや淡色 の10'四3/4暗褐色士プロック6%含む ややしまる粘性ややあり 径0.5岨以下の10YR3/4暗褐色土プロック
ややしまる粘位ヰMゃあり 複合まず P3 4 10YR3/4 暗褐色土やや淡色 10%含む

4 10YR4/3 Iこぶい黄褐色土ややしまる3 10YR2/3黒褐色土しまり弱い ややしまる粘性やゃあり

粘性あり積含まず径0.2曲以下の 粘性やゃあり離合まず径0.2岨以下
10YR2/1 黒色土プロック3%含む の10YR3/4 暗褐色土プロック1%含む

5 10YR4/6 褐色土しまる粘性あり 4 10YR2/1 黒色土しまり弱い
積含まず 粘性なし硫含まず
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1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
しまり弱い粘性やゃあり 横含まず
径O.li国以下の10YR3/4暗褐色士プロック

7%含む
P9 

2 10YR2/3 黒褐色土 しまり弱い
粘性やゃあり 離合まず径0.5園以下の

10YR3/4 暗褐色土プロック10%含む
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1 10YR2/1黒色土やや茶色ややしまる粘性なし礎含まず

径1cmW.下の10YR3/4 晴褐色土プ司ツタ10%台む
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性ややあり 様含まず
径宮岨以下の10YR3/4 晴褐色士プロック16%含む

o 2m 

(S=1/50) 
園1435142遺構図(2)

園144 SI44遺構図(， ) 
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1 10Y2/1 黒色土やや茶色

ややしまる粘性なし磯含まず
径0.6咽以下の10YR3/4暗褐色土プロァタ
3%台む

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 複合まず径0.5園以下

の10YR3/4時褐色土プロック1%含む
3 10YR3/4 晴褐色土ややしまる

粘性やゃあり 覆含まず径0.2回以下
の10Y2/1 黒色土プロック5%含む

炭化物少量混じる

81.~ 

1 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし穣含まず

径0.5園以下の10YR3/4暗褐色士プロフク

3%含む
Z 10YRZ/Z 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 模含まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる

粘性やゃあり 礎含まず径0.2岨以下
の10YR2/1 黒色土プロック5%含む

陀
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1 10YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし礎含まず
怪2個以下の10YR3/4暗褐色土プtl:>'ク
10%含む

2 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

内
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t ミず
1 10YR2/1 黒色土やや暗色

ややLまる粘性なし磯含まず
径E個以下の10YR3/4暗褐色土プロック

3%台む
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず径0.6園以下

の10YR3/4 暗褐色土プロヲク3%含む
3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

2m 

(S=1/5ω 
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掘方
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1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

粘性ややあP 離合まず
径3個以下の10YR3/4暗褐色土プロック
16%含む

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯 含 ま ず 径0.5国以下の

10YR3/4 暗褐色土プロック3%含む
3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる

粘性やゃあり 線合まず
4 10YR3/4 暗暢色土ややしまる

粘性ややあり 磯含まず

同
J • J' 

81.拘rト........:5...一ー
31;j下f3

4 

1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性やゃあり 横含まず
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

4 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

SK2(冶5
_L_ ----'=.:_ 

81 蜘屯~

1 1償問11 黒色土 しまりなし
粘性なし礎含まず(犠痕)

2 10YR2/1 黒色士ややしまる
粘性なし強含まず

3 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり .含まず

4 10YR3/3 暗褐色土ややしまる

_L  粘性やゃあり 模台まず

SK2097 

駅Z腕
1 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色しまりなし粘性なし齢まず(蹄) 1 -ML 

同す2 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし離含まず

経0.2C11以下の10YR3/4暗褐色土プロック謁含む炭化物少量混じる
3 10YR2/1 黒色土ややしまる粘性なし積含まず径0.2個以下の10YR3/4晴縄色土プロック時含む 2 

4 10YR2/2 黒褐色士ややしまる 粘性ややあり 碩含まず 径0.2園以下の10YR3/4晴褐色士プ司ッタ7百合む
1 10YRZ/2 黒褐色土やや淡色

6 10YR2/S 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず白壁際溝坦土)
ややしまる粘性やゃあり 磯含まず

6 10YR2/S 黒褐色士やや後色ややしまる粘性やゃあり 積含まず(壁際判事坦士)
2 10YR3/4 暗褐色土ややしまる

7 10YR3/4 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず 包壁際溝坦土)
粘性やゃあり 様含まず

8 10YR2/2 黒褐色粘質土と10YR3/4 暗褐色粘質土の混合土岡〈しまる 喋含まず(貼床居)

'‘ 

ー‘

銀Z悶E

A
 A

 A
 γ 
γ 

γ 
V 

」ι
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_j{_ 1 10YR2/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし義含まず径0.6園以下の10YR3/4暗褐色土プロッ何事も含む

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 硯含まず

_N_ 

74片ヂ 守J
SK2098 
3 10YR2/1 黒色土ややしまる粘性なし穣含まず径0.1園以下の10YR3/4暗褐色土プロック3%含む
炭化物少量含む

4 10YR2/3 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 積含まず
6 1凶R4/4 褐色土ややしまる粘性あり 圏直含まず径0.2岨以下旬10YR2/1黒色土プロック6%含む

園145 S]44遺構図(2)
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図146 SI37・SI38・SI42・SI44出土遺物

出土遺物 365はW期壷B類の口縁部である。ほぼ直立し、やや内轡する。内外面は摩耗のため調整

不明である。 366はW期壷D類である。口径が胴部径より大きい形状である。口縁部内面はタテミガ

キが明瞭である。頚部外面はヨコミガキを施す。367はIV期警 Bl類である。口縁端部が開く。口縁部

外面はヨコナデ調整し、内面は摩耗によ り調整不明である。 外面に煤が付着する。頚部との接合部に、

外面に粘土を貼り付けた痕跡が残る。 368はIV期警 Bl類である。口縁端部は丸みをもたせっつ肥厚す

る。口縁部外面はヨコナデ調整し、内面は摩耗により調整不明である。頚部から胴部にかけて右下が

りのハケ調整する。 IV期警C類とはハケの方向が異なる。 369は縄文土器深鉢B3類である。 口縁部は

沈線で渦巻文と区画を施す。 LR縄文で器面調整する。 口縁端部に原体を刺突状に押しつける。断面
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が摩耗する。

時期床面出土土器 (366、368)から東野N期と判断した。

S[45 (図 147-150) (ASI569) 

検出状況 B地点 HD5~HE6 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物南部は

撹乱坑によってほぼ床面が露出している。東は町道下である。平面形は、検出した三辺がほぼ直線状

の隅丸方形である。長軸長は 6.30mで、当該期の竪穴建物としては当遺跡内最大規模である。長軸の

方位は、 N-7
0

-Eである。

埋土床上の壁際から堆積 (5→4層)し、その後黒色士と黒褐色士がほぼ水平に堆積 (3→2→ 1

層)する。また、壁際埋士がやや傾斜して堆積する。埋士中に褐色士・黒色士・暗褐色士プロックを

多く含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 m~v層を掘り込み、 VI層に到達した時点で掘削を終えている。壁面は三辺とも直立に近い。壁

の残存高は最大で 0.37mであるo

床面 ほぼ平坦である。貼床 (8層)が、建物の残存する部分全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒

褐色士と暗褐色粘質士の混合士で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴2基、性格不明士坑1基

である。炉は確認できなかった。竪穴内の位置関係と規模から、 P1、P2をこの建物の主柱穴と判

断した。四本柱建物の可能性が高く、残る 2基は発掘区外にあると考えられる。 2基ともに明瞭な柱

痕跡と柱の当たりが確認できる。柱径は O.10m前後と想定できる。 VI層まで掘削が及ぶ。 P3は想定

できる建物の中央部の北寄りに位置する。浅い穴で炉の可能性が考えられたが、被熱部や焼士、炭化

物などが確認できなかったため、性格不明土坑とした。壁際溝は、建物の残存する部分を全周する。

深さ平均 0.05mを祖~る。

床下 貼床除去後、床下で性格不明土坑1基を検出したが、 SI45との関連は不明である。

遺物出土状況縄文土器25点、弥生土器 11点、古墳前期土師器 179点、時期不明土師器類 89点、石

器類3点が出土した。埋土上層から縄文土器、古墳前期土師器の細片が出土したが、下層の掘削にし

たがって古墳前期土師器片のみとなり、破片が大きくなっていった。床面でN期鉢 (379)やN期蜜C

類 (372~375) などが出土した。

出土遺物 370はW期壷A2である。口縁端部外面に沈線が巡り、段をつくる。外面はヨコナデ調整後、

ヨコミガキを施す。内面はヨコナデ調整後、ミガキを施す。 371はN期壷E類である。口縁部上段に

羽状文を施す。内面はヨコナデ調整する。 372、373はW期費C1類である。 372は口縁端部を横へつま

み出す。口縁部内外面はヨコナデ調整する。頚部沈線が巡り、比較的深いロ胴部外面はハケ調整し、

ハケは5本 1単位と恩われるロ 373は口縁端部を丸く収める。口縁部内外面はヨコナデ調整する。頚

部沈線が巡り、やや浅い。胴部外面はハケ調整し、ハケは 6~7本 1 単位と思われる。 374、 375 はN

期窪C2類である。 374は口縁部屈曲が弱い。口縁部内外面はヨコナデ調整する。胴部外面はハケ調整

し、胴部内面の頚部粘土積みをユピオサエする。 375は口縁部屈曲がかなり弱い。頚部は沈線が明瞭

に巡る。外面はヨコナデ調整し、内面は摩耗のため調整不明である。 376はN期費C類であるロ胴部

のヨコハケが頚部の屈曲部付近まであがる。 377はm'N期高部AまたはC類である。口径が大きい

ので高坪A類の可能性が高いと考えられる。内外面は調整不明である。 378はE ・N期器台の受部で

ある。穴が一部残る。底部は平らで、折損害防ミら立ちあがる。外面はタテミガキを施す。 379~381 は
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床面

栓の当たり
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ZLY寸

8志す止

1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 1 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
しまり弱い粘性やゃあり 磯含まず しまり弱い粘性ややあり磯含まず ややしまる粘性ややあり検含まず 粘性ややあり種目岨の亜阿磯含む

2 10m/3 黒褐色粘質土と 10YR3/4 2 10m/3 黒褐色粘質土と 10YR3/4 Z l0YR3/3 崎褐色土ややしまる 径0.6岨以下のlOYR4/6 褐色土プロック
時褐色粘質土の調合土しまる 暗褐色粘質土の混合土しまる 粘性ややあり襲含まず 5%含む

様含まず 積含まず 3 l0YR3/4 暗褐色土ややしまる
3 lOYR3/3 暗褐色土ややしまる 3 l0YR3/3 暗褐色土やや暗色 粘性やゃあり礎含まず
粘性やゃあり穣含まず ややしまる粘性やゃあり棟含まず

4 10YR3/4 時褐色土ややしまる 4 l0YR3/3 暗褐色土やや淡色

粘性ややあり磯含まず ややしまる粘性ややあり積含まず
6 l0YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 磯含まず

。 2m 

園147 SI45遺構図(1)
(S=1/50) 
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掴方
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柱の当たり

1 10YR2/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし礎含まず
2 10YR2/2 黒褐色士やや暗色ややしまる粘性ややあり 磯含まず経2唖以下の10YRV4 褐色士プロック6%含む
3 10YR2/2 黒褐色土やや茶色ややしまる粘性ややあり 礎含まず径l岨以下の10YR2/1 黒色土プロック6%含む
4 10YR2/3 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性ややあり 横含まず径l岨以下の10YR2/1 黒色土プロック7%含む

5 10YR2/3 黒褐色土やや渋色ややしまる粘性ややあり 離合まず径2岨以下の10YR3/4 暗褐色土プロック10%含む
6 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり 楳含まず(壁際溝温土)

7 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり 穣含まず(壁際構埋土)
8 10YR2/3 黒褐色粘質土と 10YR3/4 時椅色粘質土の混合土 しまる径1-3咽のE同様5%含む(貼床届)

o 2m 

固148 SI45遺構図(2) (5=1/50) 

¥ =-~ 六、、
認| ョ:。 10cm 

園149 5145出土遺物(1) 
(5=1/3) 
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(S=1/3) 
図150 SI45出土遺物 (2) 

N期鉢である。 379は口縁部内外面と胴部外面はヨコミガキを施す。 内面はタテミガキを施す。 380、

381は底部を欠損する。 底部付近の稜上に斜め方向のハケ調整する。その下部はケズリ調整する。頚

部のくぼみは、先端の丸い工具で調整する。 382はE期壷D類である。口縁部は丸みを帯びて直立す

る。胴部外面はヨコミガキを施す。内面はナデ調整後ユビオサエする。口縁部外面は摩耗によ り調整

不明である。内面はヨコナデ調整する。 383はE期査類である。口縁部外面に直線文が 9条巡る。内

面は斜方向のミガキを施す。立ち上がり部に接合痕が残る。内面に煤が付着する。 384は皿期饗 82類

である。外面に 3条の直線文が見られる。 385、386は皿期高杯A類である。 385は口縁部内面にかえ

り状の段をもっ。口縁端部内面に沈線が3条巡り、段の下に沈線が 7条、その下に波状文が 1条巡る。

外面は調整不明である。 386は口縁端部内面にかえり状の段をもっ。口縁端部内面に沈線が 3条巡る。

内外面はヨコミガキを施す。

時期 床面出土土器から東野W期と判断した。

SI47 (図 151-156・159) (AS1640) 

検出状況 D地点H04~HQ 5グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。平面形は、

四辺がほぼ直線状で南部がやや窄まる隅丸方形である。長軸の方位は、 N -20 -wである。

埋土 黒色土と黒褐色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。埋土中に暗褐色土

ブロックを多く含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 E・N層を掘り込んでいる。 壁面は四辺と もやや開く。壁の残存高は最大で O.l1mで、ある。

床面 ほぼ平坦である。貼床 (7層)が、建物の残存する部分全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒

褐色粘質土と暗褐色粘質土の混合土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴4基、壁際溝、炉 1
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床面
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1 10YR1.7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まず

Z l0YR2/1 黒色土圃くしまる

粘性なし離合まず
3 lOYR2/Z 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 硬含まず

4 10買 2/3 黒褐色土ややしまる

粘性ややあり 旗含まず
品 10YR3/4 崎署地土ややしまる
粘性やゃあり 型車含まず
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81. 1伽1

1t 
1 1町R2/3 黒褐色土やや暗色 しまる 1 10YR2/2 黒褐色土しまり弱い
粘佳やゃあり礎含まず径日.5岨以下の 粘性やゃあり礎含まず
10YR3/4 暗褐色土プロック7%含む 2 10YR2/1 黒色土 圃くしまる

Z 10YRZ/l 黒色土ややしまる 粘性なし様含まず
粘性なし磁含まず 怪0.5園以下の 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

10YR3/4 時褐色土プロック3%含む 粘性やゃあり穣含まず
3 1町R3/4 暗褐色土ややしまる 4 10YR3/3 暗縄色士ややしまる

粘性ややあり榛含まず 粘性ややあり横含まず
4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 6 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり様含まず 粘性やゃあり礎含まず

5 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず径0.5岨以下の

10YR2/1 黒色土プロック5%含む

1 10YR2/3 黒褐色土やや渋色
しまり弱い粕位やゃあり 礎含まず

Z l0YR3/3 暗褐色土ややしまる

特性やゃあり 離合まず

。 2m 

園151 8147遺構図(1)
(8=1/50) 



第6節 東 野IV期(古墳時代前期) 189 

掘方
、、仁

え 4・4
」‘...J......L...L

」‘...L、L.，

1 ¥ i ぶ二正
宅喝

...Jml ¥ ~~ T ，，，戸ー、、 '" 。。 I I II r __L 

叶¥~ I J 
ー 、金M降~

「、 。
~ー-;..: 

...L...J......J...、

入、 I~
柱の当たり

C' 

I 10YR!. 7{1 黒色土やや茶色 しまる特性なし複合まず径0.2曲以下のIOYR3{4 暗褐色土プロック7%含む
2 IOYRZ{2 黒褐色土 しまる 粘性やゃあり 型車含まず径0.2個以下のIOYR3{4 暗褐色土プロック15%含む
3 10YRZ/I 黒色土 しまる粘性なし穣含まず径0.2回以下のIOYR3/4 暗褐色土プロック10%台む
4 10YRZ/I 黒色土やや暗色 しまる粘性なし磯含まず炭化物少量混じる

6 IOYRZ/3 黒褐色士 しまる粘性ややあり 碩含まず径0.6園以下の10YR3/4 暗褐色士プロック10%台む
6 10YRZ/3 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず径0.6個以下の10YR3/4 時褐色土プロック16%含む(壁際構埋土)
7 10YRZ/2 黒褐色粘質士 ~10YR3/4 暗褐色粘質士の混合士固くしまる 横含まず{貼床居)

8 10YR3/4 暗桶色土ややしまる 粘位やゃあり 礎含まず径0.5岨以下のIOYRZ/2 黒褐色土プロヲク10%含む{周溝状掘方埋土)
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1 10YR3/4 晴褐色土ややしまる 1 10YR!. 7{1黒色土やや暗色

粘性やゃあり 型車含まず径lcmW.下の ややしまる粘性なし離合まず
10YR4j6 構色土プ官ツタ5%、 2 10YRZ/l 黒色土 圃くしまる
径1岨以下の10YRZ/3黒褐色土プロック 粘性なし磯含まず径0.2個以下の

6%含む 10YR3/4 暗褐色士プロフタ6%含む
3 10YRZ/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

4 10YRZ/3 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 積含まず

1 10YR2{3 黒褐色土やや暗色 1 10YR1.1/1黒色土ややしまる

ややしまる粘性やゃあり 様含まず 粘性なし離合まず
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 2 1ぽR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり磯含まず 粘性ややあり様含まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり機含まず 粘性やゃあり機含まず径0.6団以下の

4 10YR3/3 暗褐色土 ややしまる 10YR3/4 暗褐色土プロック6%含む
粘性やゃあり 礎含まず 。 2m 

(S=1/50) 
園152 SI47遺構図(2)
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1 10YIIl. 7/1 黒色土やや淡色 1 J(J四'1.7/1 鳳色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 縫合まず

ややしまる粘性なし療含まず 2 10Yll2/1 黒色土ややしまる 粘性なし硲含まず

2 10Yll2/1 黒色ややしまる 3 10Yll3/3 晴縄色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず

粘性なし碕含まず径0.2個以下の 向8
10YR3/4暗褐色士プロック7%含む 4 10Ylll.7/1 鳳色土ややしまる粘性なし様含まず

3 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色 径0.1岨以下の唱YR2/3 橿暗赤褐色土10%含む

ややしまる粘性なし積含まず 5 10YR2/2 鼎褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

4 10YR2/2 黒褐色ややしまる 径0.1園以下の唱YR2/百極暗赤褐色土5%含む

粘性やゃあり 覆含まず径0.2岨以下 SK0955
の10YR3/4略構色土プロック5%含む 6 10Yll3/3 晴縄色土 やや時色ややしまる 粘性やゃあり 様含まず

5 10Yll3/3 暗褐色土ややしまる 径舟.1園以下の'5YR2/3 極暗赤縄色士5%含む炭化物少量混じる

粘性やゃあり 型車含まず笹舟.2園以下炉
の10YIIl.7/1黒色土プログタ5%含む 7 7.6Y沼/3 .匝晴縄色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず

8 7.6Y也/1 風色土ややしまる粘性なし 緩含まず鋭化傍少量混じる
門1 9 5YR2/S .暗-僑色土ややしまる粘性やゃあり a含まず

.--9:- ~ _L  鋭化物少量混じる
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1 J(J四2/1 黒色土しまる 粘位なし 己孟Eこニョ/
廃合まず径0.2個以下の10YR3/4暗褐色土 ~ 

プロック5%台む 1 10Yll2/3 欄色土持腕 1 10Yll2/S 脚色土特糊

2 10YR2/S 黒褐色土しまる ややしまる粘性やゃあり磁含まず ややしまる粘性やゃあり援含まず

粘性ややあ号機合主ず径0.200以下の 観咽以下の10YR3/.暗褐色土プロック 径回以下のIOYR2/1黒色土プロック5%

1町112/4暗褐色土プロック3%含む 20%含む 1似耳ν4暗褐色土プロック10%含む
2 10YR3内暗褐色土やや暗色

P14 2 10ぽ13/3 略縄色土ややしまる ややしまる粕性宅キあり 損含まず
，...k_ _L 糊やゃあり損含まず径1岨以下の 径1叫下の10YR2/1黒色士プロック3%

81.川rr、、 2 g- 10m2/3鼎褐色土プロックIS暗合む 含む

、__"¥ .Jf 3 10YR2/1 .色土ややしまる
、、-=ム円-!I ~ "，~~~~'. ~ ='== _-，~_v~~~_ 3 lOYRZ/2 黒褐色土 やや担軽色

T三次 粘性なし積含まず径10叫1下の
'"責冗岨 ややしまる粘性やゃあり礎合意ず
i 土a mmY4輔色土プロリ7%勧 働 h 以下の印刷酬色土プロック

1 10YRl. 7/1 腕土特腕 上申ふく含む 時的
ややしまる粘性なし模台まず '" 10YR3/' 晴褐色土ややしまる 4 10Yll3/3 暗褐色土ややしまる

経0.2園以下の1例113/(暗縄色土プロック粘伎やゃあり 襲含まず径1岨以下の 粘性やゃあり 療含まず径0.2個以下

10%含む IOYR2l3黒褐色土プロック3%含む の10YR3/4 晴褐色士プロック5%含む

1 10Yll2/2 黒褐色土 しまる 2 10Yll2/2 .鍋色土ややしまる 6 10YR3/'"暗梅色士ややしまる

粘性やゃあり離合まず径0.1曲以下粘性やゃあり.含まず径0.200以下の 粘性やゃあり様含まず

の10YR3/4 暗褐色土プロック5%含む 10m/4 略禍色土プロック6%含む O 
J(J叩2/3 黒褐色土 しまる 3 10YII漕舟褐色土しまり弱い

粘性ややあり 碩含まず径0.1個以下 粘性あり E融合まず径0.2四以下の

の10ぜR3/4 暗褐色土プロック16%台む 1町R2/1 黒色土プロック5%含む

園153 8147遺構図(3)

1 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる

粘性なし農舎まず
2 10YR2/1 黒色土 ややしまる

粘性なし磯含まず

3 10YR2/3 属縄色土ややしまる
粘性ややあり 喰含まず

円2

←B._ ____R:_ 
81. 1~ミア

1 10YR2/1 黒色土ややしまる

粘性なし磁含まず笹0.2岨以下の

10YR3/4暗褐色土プロック6%含む

内5

_!!_......J-・..J[_
81.10圃 -2、

円淘
_0_ _[_ 

81.101vて=エフー

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 磯含まず倭0.6個以下の

10YR3/4暗褐色土16%含む

P10 

山す
1 IOYlll.7/1 黒色土やや暗色

し量る粘性なし機含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

粘性ゃゃあり 襲含まず
3 10YR3/3 時褐色土ややしまる

粘性やゃあり 様含まず

SKl284 
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w
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遺物出土状況
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192 第 3章調査の成呆

基、貯蔵穴2基、性格不明土坑8基である。竪穴内の位置関係から P01、P02、P03、P04を主柱穴

と判断した。四本柱建物跡である。すべて明瞭な柱痕跡と柱の当たりが確認できる。柱径は 0.09~0. 13 

mと想定できる。貼床除去後、 P01、P03、P04で掘方を確認した。柱穴掘方が確認できたことから、

柱埋設後、貼床形成したと考えられる。壁際溝は、建物の残存する部分の壁際を巡る。深さ平均 O.13 

mを測る。

炉建物中央部やや西寄りで、床面が被熱している範囲を検出した。下層に焼土プロックを多数含み、

炭化物が混じる。底面は強く被熱することから地床炉と判断したロ被熱部はP08南部に入り込んでい

ることから、実際の炉は、掘方上端よりやや北に広がる可能性がある。

貯蔵穴 北西隅で検出したP05と北東隅で検出したP06を貯蔵穴と判断した。 P05の平面形は円形

で、壁はやや聞き、南にテラス部をもっ二段構造の穴である。底面は丸い。長軸長 0.56m、短軸長 0.50

m、深さ 0.44mを祖.~る。テラス部でN期費C類の胴部片が出土した。 P06 の平面形は円形と想定でき

るロ壁は外反する。底面は平らである。残存長軸長 O.51m、短軸長 O.51m、深さ 0.39mを測る。底

面で粘土塊(取上番号8214)が出土した。

床下 貼床除去後、主柱穴掘方3基、建築儀礼に伴う土坑1基、性格不明土坑2基、周溝状掘方を確

認した。周溝状掘方は、幅 O.74~ 1. 78mで壁際を巡る。埋土は暗褐色土 (8層)でややしまる。南辺

中央部に接して検出したP16を、建築儀礼に伴う土坑と判断した。平面形は隅丸方形に近い。壁は開

き、底部は平らである。長軸長 0.83m、残存短軸長 0.81m、深さ 0.20mを祖.~る。底面で粘土塊(取

上番号 8440) と古墳時代前期土師器3点が出土した。 P06とP16で出土した粘土塊はともに水成で

あるが、 P16出土粘土塊は、混合物が少なく植物珪酸体化石が著しく多いという特徴をもち、組成が

やや異なる。これは、採取場所の違いに起因する可能性が考えられる。床下で検出したこと、竪穴掘

方内の位置、混合物の少ない粘土塊が出土したことなどから、建物建築時に意図的にP16を配した可

能性が窺える。 SK0955はP08底面で検出した。埋土上層に焼土や炭化物が見られる。 S147床下で検

出した性格不明土坑と S147との関連は不明である。

遺物出土状況縄文土器1点、弥生土器6点、古墳前期土師器398点、時期不明土師器類 187点、灰

軸陶器1点、磯類6点、石器類 29点、土製品 1点、粘土塊4点が出土した。埋土上層から弥生土器・

土師器類片が多量に出土したが、下層の掘削にしたがって減少し、破片が大きくなっていった。建物

壁に近接する位置で完形に近い古墳前期土師器と粘土塊が出土した(図 155)。北西隅部、南西隅部、

南東隅部でN期高杯C類が出土し、北東隅部でW期壷A2類が出土し、北辺中央部、東辺中央部、南西

隅部、南東隅部でN期警C類が出土した。建物中央の床面直上では土器は出土していない。

出土遺物 387はN期壷A2類である。口縁部は大きく聞く。口縁端部でやや外反する。口縁端部外面

に僅かに段をもっ。外面は被熱により調整不明である。外面に煤が付着する。内面は板ナデ調整後、

ユピオサエする。 388はN期壷B類である。胴部外面上半はナデ、下半はケズリ調整である。内面は

ユピナデ調整する。 389はN期査C1類であるロ外面上段はヨコナデ、下段はハケ調整する。内面はヨ

コナデ調整する。口縁端部内面に面をつくる。 390はW期査C類である。上段部を欠損する。下段外

面はハケ調整する。ハケは8本 1単位である。上段内面は鋸歯文状の刺突文が並ぶ。 391はN期費B2

類であるロ口縁部が開く。内外面は摩耗のため調整不明であるロ接合部の内外面にユピオサエが見ら

れる。口縁部外面にヨコハケ状の調整が見られる。 392~394 はN期費 C1 類である。 392 は口縁端部内
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194 第 3章調査の成呆

面に段をもっ。胴部外面はハケ調整する。煤が多量に付着する。内面は板ナデ調整し、ユピオサエす

る。胴下半部は二次被熱のために器面が荒れる。脚台部は欠損する。 393の口縁端部は外方につまみ

出す。胴部外面のハケが粗い。 394の口縁部内外面はヨコナデ調整する。頚部外面は沈線が 1条巡る。

胴部外面のハケが粗い。ハケは8本 1単位と思われる。胴部内面はナデ調整する。胴都内面の接合部

をユピオサエする。 395~399 はN期蓮 X1 類である。 395 は底部と脚台部の接合痕が明瞭である。両側

から粘土をユピオサエして充填する。脚台部側はやや粗い砂粒を混和する。器面は二次被熱のため荒

れ、赤色化する。外面の一部にハケ調整が残る。脚台部内面は板ナデ調整する。底部内面に棒状工具

でなでている沈線状の痕跡が残る。 396は胴部外面のハケが粗く、胎土も粗い。底部と脚台部は両側

から充填して接合するが、脚台部側からのユピオサエが強く、底部内面が盛り上がる。 397の底部と

脚台部は両側から充填して接合する。やや小ぶりである。脚台部内面は横方向の板ナデ調整後ユピオ

サエする。 398は二次被熱のため器面が荒れる。内面は板ナデ調整し、折り返し部をユピオサエする。

押さえた箇所の器壁が薄くなる。 399は被熱し、底部内面に煤が付着する。底部外面はハケ調整し、

7本 1単位である。内面は板ナデ調整する。底部と脚台部は両側lから充填して接合する。底部側は充

填時にユピオサエした後、斜方向に板ナデ調整する。 400、401はN期高杯 C1類である。 400の脚部外

面はタテミガキがみられ、途切れることなく上から下まで続く。脚部内面は右回転の絞り込みである。

裾部外面は摩耗のため調整不明である。 401の外面は摩耗のため調整不明である。脚部内面は絞り込

みが見られる。裾端部に沈線が巡ってくぼみ、端部で肥厚する。 402はN期高杯 C2類である。内外面

タテミガキを施す。脚部はエンタシス状に下部がふくらむ。脚部内面の絞り込み後、下部のみ横方向

に板をまわしなでる。 403、404はW期高杯C類の杯部である。 403は脚部との接合部が残る。内外面

摩耗のため調整不明である。 404の杯部外面はタテミガキ、杯底部外面はヨコミガキを施す。内面は

タテミガキが一部残る。杯端部は丸く収める。 405はP05出土のrn'N期器台の脚部である。受部は

折損する。穴が一部残る。丸みを帯びた形状である。内外面は摩耗のため調整不明である。 406はW

期ミニチュア土器である。口縁部を欠損するため器形は不明であるが、査形と恩われる。外面斜め方

向のミガキを施す。内面はユピオサエする。器壁の厚さから底部付近と恩われる。 407は士製勾玉で

ある。大まかな形状を作ってから尾を作り出すために、くびれ部を指で外方から中へ巻き込むように

押さえている。穴は約3分の 1が残存する。穴は細い棒状工具を差し込み、回転させてつくる。穴内

部で外方向へ複数回押さえているため、工具の稜が残る。 408、409は砥石である。 408は砥面が5面

で、風化が著しい。 V字溝が複数ある。全体が被熱し、煤が付着する。 409は砥面が 1面で、ややふ

くらむ部分が強く研がれ、線状痕が見られる。 U字溝が2条見られる。

時期床面出土土器から東野N期と判断した。

SI48 (図 157-159) (AS1707) 

検出状況 D地点 H06~Iß' 7グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物東側は

段丘の縁で東にくだる地形のため東側掘方と東墜が消失している。平面形は、残存する三辺がほぼ直

線状の隅丸方形と想定できる。長軸の方位は、 Nー 20 -wである。

埋土 黒色土と黒褐色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。埋土中に暗褐色土

ブロックを含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 rn'N層を掘り込んでいる。壁面は三辺ともやや聞く。壁の残存高は最大で 0.13mである。
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附問1

E 
81α~ 対JYET i 

....L 

P06 

1 10YR2j2 黒暢色土ややしまる粘性やゃあり
榛含まず

2 10'昭2/1 黒色士やや茶色ややしまる
粘性なし積含まず

問 1

3 10YRl. 7/1 黒色土やや茶色ややしまる
粘性なし磯含まず

4 10YR2jl 黒色土やや暗色ややしまる
粘性なし積含まず

5 10YR2/3 黒褐色士やキしまる粘性ややあり
廃合まず

6 10YR2/1 黒色士ややしまる粘性なし
礎含まず

7 10YR3/4 暗褐色土ややしまる粘性ややあP
礎含まず

ro.2. 
_L_ . ， _[_ 
山せ事

I IOYRI.7/1 黒色土しまりなし粘性なし
磯含ま1'(，複あと)

2 10YR2/1 黒色土 しまりなし粘性なし

礎含まず
3 1000/2 黒褐色士ややしまる粘性ややあり
磯含まず

4 IOYR4I6 褐色土しまる粘性あり

積含まず

P03 
_G_ 1 __[__ 

81.愉同三ァ

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
機含まず下部10YR3/4 時褐色土漸移層

I IOYRI. 7/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし模台まず径l曲以下の10YR3/4 暗褐色土プロック5%含む A 

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 磁含まず径1園以下の10YR3/4 暗褐色土プロyタ3%含む U 

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性ややあり 喋含まず
4 10YR3/3 暗褐色土ややしまる粘性ややあり 榛含まず径1唖以下の10YR2/2 黒褐色土プロック7%含む(壁際構埋土)

5 1000/2 黒褐色車由貿士~ 10YR3/4 時縄全粘質士の混合士 しまる 機含まず〔貼床届)

園157 5148遺構図(1 ) 
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196 第3章調査の成果

81主土手i 刊す
1 10YR2/2 黒褐色土やや淡色 1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性キゃあり 磯含まず ややしまる粘性ややあり磯含まず
径0.6個以下の10四3/4暗褐色土 2 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
プロック10%含む 粘性ややあり磯含まず

2 10'四2/2 黒褐色土ややしまる 阿o Pll 
粘性やゃあり礎含まず 圃 5 1 町

3 10叩 13 暗褐色土ややしまる 81 扇日ャミz戸与入'lT~
粘性やゃあり 磯含まず 、νマーーでF

間

_!._ 2 --l.:_ 
別蜘可7

Pll 
1 10YR!. 7/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし磯含まず
径0.5個以下の10YR3/4暗褐色土
プロック3%含む

1 10昭2/1 黒色土ややしまる 2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず 粘性なし硫含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 3 10YR3/3 時褐色士キやしまる
粘性やゃあり 様含まず径0.5園以下 粘性ややあり 積含まず

の10YR3/4 暗褐色土プロック5%含む 4 10YR4I日褐色士ややしまる
3 10YR3/4 暗縄色土ややしまる 粘性あり複合まず
粘性キゃあり 磯含まず PI0 

5 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

6 10YR3/4 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磁含まず 径1岨以下の

10YR2/1 黒色士プロック7%含む

11こご_ _1 {ふ M
l二二 ~も 1 ば J

山湾f

pa 

r品4Fi

1 10YR2/1 黒色土ややしまる

粘性なし磯含まず
2 10YR2/2 鳳褐色ややしまる
粘性ややあり 礎含まず

開2
_N_ ___H二

81.附ト'----l.---"

1 10YR2/1 黒色土ややしまる

粘性なし積含まず
下郁10YR3/4 時褐色漸移層

S沼1

_g_ _[_ 
81.蜘d-

1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず径O.2C11以下の
10YR3/4 暗褐色土プロック16%含む
下部10YR4/6 褐色土漸移居

1 I0YR3/3 暗褐色土やや暗色

ややしまる粘性やゃあり 積含まず
炭化物極少量混じる

_O_ __Q'_ 
81ω官

、少

SKl制8 SKI285 
_j'_ _j"_ 

81.抽B

て工T

1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 1 10YR!. 7/1 黒色土ややしまる

ややしまる粘性やゃあり様含まず 粘性なし穣含まず径50叫L下の
径0.5回以下の1償R3/4暗褐色土プロック 10YR3/4暗梅色土プロック10%含む

7%含む

園158 SI48遺構図(2)
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床 ほぽ平坦である。貼床 (5層)が、建物の残存する部分全体にわたって明瞭に残る。貼床は暴褐

色粘質土と暗褐色粘質土の混合土でしまる。床面で検出した遺構は柱穴 1基、壁際溝、貯蔵穴1基、

性格不明土坑 10基である。炉は確認できなかった。主柱穴は不明である。 P01で明瞭な柱痕跡と柱

の当たりが確認できる。柱径は約 O.llmと想定できる。壁際溝は、建物の残存する部分の壁際を巡る。

深さ平均 0.05mを測る。

貯蔵穴南西隅で検出したP12を貯蔵穴と判断した。平面形は隅丸方形に近い形状である。壁は聞き、

底部は平らである。長軸長 0.80m、残存短軸長 0.69m、深さ O.llmを測る。

床下 貼床除去後、溝状遺構1条、性格不明士坑2基を検出した。性格不明士坑と S148との関連は不

明である。 SD31は S148プランを正方形と仮定すると、そのほぼ中央部南寄りに位置し、南壁に接す

ることから、竪穴掘方掘削後に掘削された可能性が高い。

遺物出土状況縄文土器4点、弥生土器3点、古墳前期土師器65点、古墳後期以降土師器類2点、時

期不明土師器類29点、須恵器3点、灰紬陶器1点、磯類 1点、石器類4点が出土した。埋土上層から

弥生土器・土師器類片が出土したが、下層の掘削にしたがって減少した。

出土遺物 410はN期聾B3類の口縁部である。内外面はヨコナデ調整する。 411はN期費C1類の口縁

~頚部である。胴部外面のハケが粗い。ハケ調整後、頚部に沈線が巡る。沈線は、工具を斜め下から

当てているため胴部のハケがつぶれ、沈線が口縁屈曲部の下端を挟る。 412はN期高杯C1類である。

内外面は摩耗のため調整不明である。杯部内面の胎士は砂粒が多く粗い。部部外面は底部との境に明

瞭な稜がなく、丸みを帯びる。脚部内面は絞り込みである。裾部は端部で平坦面をつくる。 413はN

期高杯 C2類の脚部である。外面は調整不明である。内面下部は板ナデ調整し、板状工具の当たりが稜

として残る。内面上部は右回転の絞り込みである。坪部との接合部の僅かに下で強く絞って脚を細く

する。 414はE期高亦A類の亦部である。口縁端部面をつくり、沈線が 2条巡る。内面はヨコミガキ、

外面はタテミガキを施す。 415は打製石錬である。先端から直線状に聞く側縁を作出し、中程で脚部

に向かって垂直になる。基部を大きく扶る。左側縁部、右側縁部、基部の順に作出する。 416は磨石

・敵石類である。磨面は 2面、敵打面は3面で、背面より表面に敵打痕が多い。敵打痕は中央部に集

中する。

時期 埋土出土土器から東野W期の可能性が高いと判断した。

SI49 (図 160) (AS1925-2) 

検出状況 C地点KD8・9グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。北部は発掘区

外のため不明だが、残存する三辺から隅丸方形と想定できる。検出時は 1軒の竪穴建物と考えて掘削

したが、床面に到達した段階で東西床面のレベルが異なることが分かり、 2軒の建物の重複と判断し

た(第5節 S129参照) 0 SD07に切られ、 S129を切る。残存長軸の方位はN-450 -wである。

埋土 黒褐色土がほぼ水平に堆積する。埋土中に暗褐色土プロックを含むことから人為堆積の可能性

が高いと考えられる。

壁 III~V層を掘り込んでいる。壁画は聞く。壁の残存高は最大で 0.06mである。

床 ほぽ平坦である。貼床 (7・8層)が残る。貼床は黒褐色粘質土と暗褐色粘質土の混合土で、し

まる。床面で検出した遺構は、壁際溝、貯蔵穴1基、性格不明遺構1基である。炉は確認できなかっ

た。壁際溝は南隅で検出した。深さ平均O.l1mを測る。員占床層を切っていることから、貼床形成後に
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m 民主g
1 10YR2/2 黒褐色土やや茶色
ややしまる 粘性やゃあり 操含まず
炭化物少量混じる

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 圏直含まず

3 10YR2/3 黒褐色士やや事長色
ややしまる 粘性やゃあり 積含まず

4 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

_F_ 
81.7(加

P2 
___E.:_ 

て q
I 10YR2/1 黒色土

__-、、

しまりなし粕性なし
積含まず(モグラ穴〕

2 10YR2/2 黒褐色土、、、 ややしまる粘性やゃあり
磁含まず下部10YR3/4
暗褐色士漸移層

壁際漕

_G_ ___[_ 

81. 7Qn_可V

I 1 10YR3/3 暗褐色土
l ややしまる粘性やゃあり
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Aι 

栓の当たり
¥ 

一一正方形と仮定したときの掴方想定線

ー:_K一

_c_ 
81.雨前
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1 LGYR2/2 

2 l0YR2/2 
3 I0YR2/3 
4 1(f四2/3

5 I0YR3/3 
6 1(f四2/2

7 1OYR2/2 
8 111四3/4

9 IOYR4/3 

8 8 

黒褐色土やや暗色ややしまる粘性ややあり 礎含まず径0.2個以下の10YR3/4 暗椅色土プロック7%含む

黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 模台まず径0.2園以下の10YR3/4 暗褐色士プロック6'){，含む
黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず

黒褐色土やや淡色ややしまる粘性ややあり 礎含まず (S129埋土)

暗褐色土ややしまる 粘性やゃあり 礎含まず (S129ー壁際漕埋土)
黒褐色土 しまりなし粘性やゃあり 楳含まず(根痕)
黒褐色土しまる粘性やゃあり 離合まず(貼床層}
暗褐色土しまる粘性やゃあり 礁含まず(貼床層}

にぷい黄褐色土 しまる粘性あり 積含まず (S129貼床層}

園160 SI49遺構図

。
(S=1/50) 

2m 
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掘削されたと考えられる。

貯蔵穴 P1を位置、規模、形状からこの建物の貯蔵穴と判断した。平面形は円形である。壁はやや

聞き、底面は北部がやや窪む三段構造の穴である。テラス部が広く、平らである。長軸長 0.86皿、短

軸長 0.82血、深さ 0.23mを測る。埋土からN期壷C類の口縁部が出土した。

床下 貼床除去後、床下で S129柱穴、 S129壁際溝を検出した。

遺物出土状況 埋土から弥生土器・土師器類、縄文土器の破片が出土した。掘削時には建物1軒と考

えて遺物を取り上げたため、 S129と重複する範囲から出土した遺物の帰属建物は不確定であるが、建

物南西部の埋土出土遺物の多くは、 S149の埋没時のものであると恩われる。

出土遺物 実担.uに足る遺物は出土していない。床面出土土器には、口縁部が直線的に聞く N期蜜 B2

類の口縁部片、ハケ調整するN期費C類の胴部片、 N期高杯C類の脚部片が見られる。

時期床面出土土器、貯蔵穴出土土器から、東野N期の可能性が高いと判断した。

2 掘立柱建物

当該期に関連すると判断した掘立柱建物は8棟である。

8B01 (図 161・163)

検出状況 C地点KG1 ~K11 2 グリッドで検出した掘立柱建物である。 E層上面で検出した。 SB01-P4 

がSB02-P3を切ることから SB01>SB02と判断した。また、南西角の柱穴は SZ2周溝埋土との土色の

類似により確認できなかったが、 SB02-P5がSZ2周溝埋土中に存在していたことから、 SB01>SZ2と

判断した。平面形は長方形で、桁行2間 (5.82m) x梁行1間 (3.88m)、床面積22.58rrlを測る。

桁行の方位はN-70ロ Wである。

柱穴 5基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径 O.37~0.61m、深さ 0.08~0. 54mを測る。 Pl~

3、P5で柱痕跡が、 P1， P 3 、 P5 で柱の当たりが確認できる。柱径は 0.09~0.13m と想定でき

る。 P4は柱痕跡は確認できなかったものの、底部が基盤層より固く締まり柱の当たり状であること

から SB01柱穴と判断した。柱聞は、桁行がP3-P1で3.00m、P1-P2で 2.82m、梁行がP3

-P4で 3.88mとなる。 SP130は棟持柱の位置に近く、柱筋から 0.6m外方向にずれている。しかし、

対応する棟持柱が確認できないこと、 P3とP4の中間点から南へ 0.1mずれることから SB01柱穴か

ら除外した。柱筋に載る SK0122、SK0123はともに浅く、柱痕跡や底部硬化面が確認できなかったため

除外した。 SP024は柱穴であるが、相対する SK0122が住穴でないため除外した。しかし、それぞれSB01

を構成する柱穴の可能性もある。埋土は、上層が呆色、下層にしたがい暴褐色が強くなる。

遺物出土状況 Plから石器類1点、 P4から縄文土器2点が出土した。

出土遺物 417はPl出土のRFである。背面のポジ面を打撃して加工する。表面先端部を調整する。

時期 SZ2周溝埋没後にP5が掘削されていることからE期以降となるが、当遺跡は段丘の縁に位置

しており、 SZ2周溝が埋没するまでにはかなりの時間を要する。 SZ2周溝埋土の上層から最上層には

古墳前期の土師器・須恵器・灰紬陶器・山茶碗が含まれていることから、 SZ2周溝埋没はW期以降と

考えられる。よって東野W期以降と判断した。

8B02 (図 162・163)

検出状況 C地点阻1・2グリッドで検出した掘立柱建物である。 E層上面で検出した。 SB02-P3 
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82:o蜘L122  
___[_ 

件特3

1 10YRl. 7/1 黒色土 しまり弱い
粘性なし離合まず管5個以下の
10YR4/4褐色土プロック中央部，~含む

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし離合まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性なし離合まず

4 10'四3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

P2 

82-0L 伽1
__!L_ 

1 

許す古
1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず

2 10YRl. 7/1 黒色土 しまり弱い
粘性なし磯含まず径Ic叫l下の
10YR4/4褐色土プロック1%含む

3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

P3 

2古起訴-
iι 

411 

1 lOYR1. 7/1 黒士ややしまる
粘性なし磯含まず

2 lOYR1. 7/1 黒士やや核全
ややしまる粘性なし磯含まず

3 lOYR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性ヰ'ゃあり 機含まず

4 lOYR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性ヰ'ゃあり 機含まず

P4 

82-0E h 
_E 

寸
1 10YRI.7/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし礎含まず
径Z岨以下のIOYR4/4褐色土プロック
6%含む

P5 

品事挙i

1 10YR2/1 黒色土ややしまる
;;; 粘性なし離合まず

2 10YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし離合まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

5 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず。 2m 

(S=1/50) 

がSB01-P6に切られることから SB02<SB01と判断した。 SB02-P5がSZ2周溝埋土中に存在してい

たことから SB02>SZ2と判断した。 SB02-P4をSDllの底面で検出したことから SB02<SDllと判断

した。平面形は長方形で、桁行2間 (4.52m) X梁行1間 (2.02m)、床面積9.13rdを測る。桁行の

主軸はN-500 -wである。

柱穴 6基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径0.29.......0.76皿、深さ 0.30.....，0.56mを測る。 P1 ....... 
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Pl P2 内

____L;円r:k-.E' 
81.9伽11 J~ 川野

山 719
1 10YR2/1 1M色士やや茶色ややしまる 1 10YRl目 7/1 黒色士やや暗色ややしまる粘性なし 1 10YR2/1 黒色士やや茶色ややしまる
粘性なし磯含まず 磯含まず 粘性なし司自含まず

2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 2 10YR2/1 黒色士やや燕色ややしまる粘性なし 2 10YRl. 7/1 黒色士ややしまる粘性なし
横含まず 磯含まず 検含まず

3 10YR2/1 1M色士ややしまる粘性なし 3 10YR2/1 黒色士ややしまる粘性なし機含まず 3 10YR2/3 黒褐色士ややしまる粘性ややあり
機含まず 10YR4/4:褐色士プロック3私含む 4 10YR2/2 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 機含まず 検含まず

4 10YR3/3 暗褐色士ややしまる粘性やゃあり 6 10YR2/2 黒褐色士やや淡色ややしまる粘性やゃあり 4 10YR2/2 黒褐色士ややしまる粘性ややあり
横含まず 磯含まず 検含まず

5 10YR2/3 1M掲色士ややしまる粘性やゃあり 6 10YR2/3 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 機含まず 5 10YR2/2 黒褐色士やや渋色ややしまる
模台まず 7 10YR2/1 黒色士やや暗色ややしまる粘性なし 粘性やゃあり様含まず

6 10YR2/2 1M掲色士ややしまる粘性やゃあり 磯含まず 6 10YR2/3 黒褐色士ややしまる粘性ややあり
機含まず 10YR4/4:褐色士プロック3私含む 8 10YR3/3 暗褐色士ややしまる粘性やゃあり 機含まず 様含まず

1 10YR3/4 晴梅色士ややしまる粘性やゃあり 下部10YR4!4梅色士漸移層 7 10YR2/2 黒褐色士やや淡色ややしまる
横含まず 10YR4/4:褐色士プロック16%含む 粘性ややあり模台まず

8 10YR2/2 1M掲色士ややしまる粘性やゃあり
機含まず 10YR4/4:褐色士プロック7私含む

_F_ __[_ 
81鋭lm 2. 

IUll聞 e

5'¥ミ￥!7'S

P4 

品ず
P6 

_"_ ___!f_ 
81. 9伽

¥__ 
1 10YR2/1 黒色士やや暗色ややしまる 1 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし
粘性なし磯含まず 幌含まず

2 10YR2/1 黒色士ややしまる粘性なし 2 10YR2/1 黒色土やや茶色ややしまる粘佳なし
様含まず 園陸含まず

3 10YR2/2 黒褐色士やキしまる粘性やゃあり 3 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる粘性なし離含まず
禄含まず 4 10YR2/1 黒色土ややしまる粘性なし離合まず

4 10YR2/2 黒褐色士やや暗色ややしまる S 10YR2/2 黒褐色土やや茶色ややしまる粘性やゃあり
粘性.~ゃあり磯含まず 園陸含まず

S 10YR2/3 黒褐色士やや暗色ややしまる 6 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 離合まず
粘性.~ゃあり 磯含まず 7 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 離合まず

6 10YR3/3 暗褐色士やキしまる粘性ややあり
様含まず

*土周囲なし

。 伽

園162 S即2遺構図
(S=1/50) 
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P5で柱痕跡が、 Pl""P3、P5で柱の当たりが確認できる。柱径は 0.06""0.13mと想定できる。

P6はSZ2周溝掘削後、 SZ2周溝壁でくぼみを確認したため土層断面図が欠落しているが、底部で住

の当たり状のやや硬化する部分が確認できる。柱聞は、桁行がPI-P2で 2.36m、P2-P6で2.16 

m、梁行がPI-P3で2.02mとなる。

遺物出土状現 Pl上層から縄文土器2点、 P2上層から時期不明土師器1点、下層から時期不明土

師器1点、 P4上層から縄文土器1点、 P5上層から縄文土器1点、古墳前期土師器 12点が出土し

た。

出土遺物 418はPl出土の東海地方西部にみられない縄文土器深鉢である。口縁部に段をもちつつ

波状になる。口縁端部上面に刺突を巡らせ方形区画状にする。口縁端部は内側につまみ出して肥厚さ

せる。 419はP5出土のE期器台である。口縁端部下方向へつまみだしつつ外面に面を持たせ、沈線

が1条巡る。脚部は外反し、端部でやや跳ね上げつつつまみ上げる。透孔は 1段4方向に見られる。

外面と内面受部はタテミガキを施し、脚部外面はヨコナデ調整する。

時期 SZ2、SBOl、SDllとの重複闘係と出土遺物から、東野W""四期と判断した。

ζ二コ

愈1白仰 白 17D418 

t 刷 に 419

。 5cm 。 10cm 

(417、8=2/3) (5=1/3) 
園163 8801・8B02出土遺物

8803 (園 164・165)

検出状況 C地点 JI18'"JK19グリッドで検出した掘立柱建物である。 E層上面で検出した。 P14が

SZ3周溝上端を切ることから SB03>SZ3と判断した。桁行5問 (9.82m) X梁行2間 (4.64血)、床

面積 45.56rrlを測る。桁行の主軸はN-30 -Eである。

柱穴 14基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径 0.32"'0.59皿、深さ 0.06.......0.45mを測る。 POl

"'Pllで柱漉跡が、 P03、P06以外で牲の当たりが確認できる。柱樫はO.06"'0. 13m ~想定できる。

柱聞は、桁行がP14-P09で 2.02m、P09-PI0で1.92m、PI0-Pllで 2.00m、Pll-P08で

1. 88m、P08-P12で 2.04m、梁行がP14-P02で 2.32m、P02-POlで 2.32mとなる。 P02は北

梁中間点に位置するが、対応する P13は南梁中間点から 0.12m西へずれる。

遺物出土状況 POl上・下層から喋2点、 P03下層から弥生土器1点、上層から古墳前期土師器3点、

P05上層から弥生土器2点・山茶碗2点、 P06上層から時期不明土師器2点・須恵器2点、下層から

時期不明土師器1点、 PI0上層から古墳前期土師器1点・時期不明土師器1点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。
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寸。。ア 柱の111たり
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(S=1/50) 
園164 S803遺構図(1)
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P01， 
_Q_， ~J二

81.7伽， 3*12隊2

1 10YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 横含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 横含まず

4 10YR2/2 黒褐色土やや普賢色
ややしまる粘性やゃあり 横含まず

P05 
_G_λ~ 4 _ ___[_ 

81.7伽1一一一""""Rr1)，全身

N l!J酔J

~61 16/ 
T、""'-JJ

81.7Om姫島
_E_ 0 _L  

山神「 81元商上
1 10YR2/1 黒色土やや茶色 1 10YR2/1 黒色土やや茶色 1 10YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし積含まず ややしまる粘性なし様含まず ややしまる粘性なし損含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 2 1町R2/3 黒褐色土ややしまる 2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性やゃあり喋含まず 粘性やゃあり裂含まず径2園以下の 粘性なし損含まず

3 10YR2/2 黒褐色土やや淡色 10YR4!4褐色土プロック10%含む 3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり喋含まず 3 1町R2/3 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり機含まず径3岨以下の

4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり裂含まず 10YR3/4暗褐色土プロック10%含む
粘性やゃあり 喋含まず 4 1町R3/4 晴褐色土固くしまる 4 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
下部10YR4/4褐色土漸移層 粘性やゃあり裂含まず径l園以下の 粘性やゃあり機含まず径2岨以下の

品動1

10YR2/1黒色土プロック5%含む 10YR2/1黒色土プロック3%含む

内縁i

P08 
_J_ _L 

81. 70m 

~て
1 10YR2/1 黒色土やや淡色 1 10四2/1 黒色土やや暗色 1 10YRl. 1/1 黒色土やや暗色 1 10YR2/2 黒褐色土やや茶色

しまり弱い粘性なし積含まず ややしまる粘性なし積含まず ややしまる粘性なし横含まず ややしまる粘性やゃあり礎含まず
2 10YR2/1 黒色土ややしまる 2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 2 10YR2/1 黒色土やや暗色 径1回以下の10YR41備色土プロック
粘性なし積含まず 粘性やゃあり礎含まず径1個以下のややしまる粘性なし横含まず 3%含む(撹乱埋土)

3 10YR2/2 黒褐色土 しまりなし 10YRl. 1/1黒色土プロック3%含む 3 10YR3/4 略褐色土ややしまる 2 10YR3/3 時輔色土 しまる
粘性やゃあり積含まず 下部固くしまる 粘性やゃあり礎含まず 粘性やゃあり礎含まず径1咽以下の

4 10YR2/3 黒褐色土 しまりなし 3 10YRl. 1/1 黒色土ややしまる 4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 10YR2/1暴色土プ官ツタ1%含む
粘性やゃあり積含まず 粘性なし積含まず 粘性やゃあり礎含まず 下部固くしまる

5 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 4 10YR3/3 時褐色土ややしまる 5 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 3 10YR3j4時褐色土ややしまる
粘性やゃあり積含まず 粘性やゃあり礎含まず径1個以下の ややしまる粘性やゃあり離含まず 粘性やゃあり蹟含まず

6 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 10YR1.1/1黒色土プロック5%含む
粘性やゃあり 積含まず径2個以下の 5 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
10YR4/40褐色土プロック10%含む 粘性やゃあり礎含まず

1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる 6 10YR2/1 黒色土やや暗色
粘性やゃあり 積含まず径2個以下の ややしまる粘性なし積含まず
10YR4/40褐色土プロック1%含む

8 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

P09 
_l_ l' 

山ヒ助

1 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 様含まず
褐色士プロック6%含む

2 10YR3/4 褐色士ややしまる
粘性やゃあり 横含まず

3 10YR4!4 褐色士ややしまる
粘性やゃあり 横含まず
褐色士プロック6%含む

4 10YR4!4 褐色士ややしまる
粘性時中あり 横含まず

。

81告_L

1 10YR2/1 黒色士しまりなし
粘性なし磯含まず

2 10YR2/1 1M色士しまりなし
粘性なし磯含まず
梅色士プロック10%含む

3 10YR3/4 晴褐色士 しまりなし
粘性なし磯含まず
褐色士プロック6')(，含む

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

2 10YR3/1 黒褐色土 しまPなし
粘性やゃあり 磯含まず

3 10YR3/1 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
褐色土プロック10')(，含む

P11 

81可i

1 IOYR3/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず
褐色土プロック5')(，含む

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含ます‘

3 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含ます‘
黒褐色土プロック40')(，含む

4 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含ます‘

81命天主r

。
園165 8803遺構図(2)

P12 

山せず
1 IOYR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礁含まず

2 10YR2/2 黒褐色土 しまりなし
粘性やゃあり 礁含まず

3 10YR3/1 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礁含まず
褐色土プロック5')(，含む

4 10YR2/3 黒褐色土 しまりなし
粘性やゃあり 礁含まず
褐色土プロック10')(，含む

5 10YR3/1 黒褐色土 しまりなし
粘性やゃあり 礁含まず
褐色土プロック40')(，含む

1 10YR3/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 喋含まず
褐色土プロック5%含む

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 喋含まず
褐色土プロック5%含む

3 10YR3/4 晴褐色土ややしまる
粘性やゃあり 喋含まず
褐色土プロック20')(，含む

4 10YR4!6 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 喋含まず

(8=1/50) 

2m 

時期 SZ3上端にかかることからE期以降となる。 SDllが建物内部を縦断することから四期以前とな

る。 SZ3は当遺跡におけるE期終末期であり、 SB03がE期と仮定すると、 SZ3と併存していると考え

られる。この場合、 SZ3周溝の一部を壊して建物を造ることになり、考えにくい。また、柱穴からの

出土遺物は比較的N期の土器が多い。よって、東野町期の可能性が最も高いと判断した。
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S805 (図 166・167)

検出状況 C地点 JK16~JM18 グリッドで検出した掘立柱建物である。 E層上面で検出した。 SD39、

SD43、SD45に切られる。桁行4間 (6.92m) X梁行3間 (4.50血)、床面積 31.14 rrfを測る。桁行の

主軸は、 N-350
-Eである。

柱穴 15基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径 O.30~0. 61m、深さ O.20~0. 54血を担uる。 P02、

P03、P04、P09、P10、P12、P15で柱痕跡が、 P03、P06、P15で柱の当たりが確認できる。柱

径は O.06~0.18m と想定できる。柱聞は、桁行が、東辺でP03ー P14 で1. 66m、P14ー P10で1.18 

血、 P10-P 15で1.63皿、 P15-P04で1.04m、P04-P05で1.41m、梁行が、 P01-P02で1.44 

血、 P02ー P08で1.58血、 P08ー P03で1.48mである。東西辺で対応する柱穴がややずれる。 P15

に対応する柱穴は撹乱坑によって消失した可能性が高いと考えられる。

遺物出土状況 P01上層から古墳前期土師器1点、 P02下層から時期不明土師器1点、 P04上層か

ら時期不明土師器2点、下層から時期不明土師器類4点、 P05上層から古墳前期土師器1点、 P07

上層から弥生土器1点、下層から時期不明土師器2点、 P09土層から時期不明土師器類2点、 P10

上層から弥生土器1点、古墳前期土師器3点、下層から弥生土器1点、 P14上層から時期不明土師器

1点、 P15下層から時期不明土師器1点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。弥生土器はE期費D2類が複数出土した。古墳前期土師

器はW期費C類の胴部片が出土した。

時期 時期が判断できた柱穴出土遺物は弥生土器・古墳前期土師器とW期以前に収まる。また、前回

調査で、同時期の大型掘立柱建物を確認している。よって東野N期の可能性が最も高いと判断した。

S806 (図 168)

検出状況 C地点KI2 ~KJ3 グリッドで検出した掘立柱建物である。 E層上面で検出した。 SB06-P8

がSI08埋土を切ることから SB06>SI08と判断した。 SD39により南東隅と北東梁行中央の柱穴が消失

していることから、 SB06くSD39と判断したロ平面形は北隅柱穴が北西方向にややずれる不整方形で、

桁行3間 (6.18m) X梁行2間 (3.84m)、床面積 23.73 rrfを測る。桁行の主軸はN-490 -wであ

る。

柱穴 8 基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径 0.25~0.43m、深さ 0.12~0. 30mを祖uる。すべて

の柱穴で往痕跡が、 P2 、 P3 、 P5 、 P6 、 P8で柱の当たりが確認できる。柱径は 0.06~0. 12血

と想定できる。柱聞は、桁行がP6-P7で1.64m、P7-P4で1.94m、P4-P5で 2.60m、

梁行がP5-P3で1.88mである。

遺物出土状況 P6上層から古墳前期土師器類1点、 P8上層から古墳前期土師器類1点、下層から

弥生土器1点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。古墳前期土師器は2点、ともN期費C類の胴部片である。

時期 SI08、 SD39 との重複関係から東野III~N期に収まる。柱穴出土遺物は上層から古墳前期土師器、

下層から弥生土器が出土している。よって、東野N期の可能性が最も高いと判断した。
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xk 

附

A
M

81品百-___[_

長
￥

-
E

固H
H
V
 

た当の柱

P02 問3
___!!_;ォーァーr-__![_ _E_ _L  

81. 4伽I I~↓-"1 81.4anr-.ー~ー-
，.ll 3 fl .¥.¥ 2 11 
4'、.I~ 4'、tτ世作目

1 10YR2/1 黒色土 しまりなし粘性なし横含まず 1 10YR2/1 黒色土 しまりなし粘性なし横含まず
褐色土プロッタ1%含む 褐色土プロック10%含む

2 2.5Y2/1 黒色士 しまりなし粘性なし横含まず 2 10YR2/1 黒色士 しまりなし粘性なし横含まず
褐色士粒1%含む 3 10YR3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 横含まず

3 1OYR2/1 黒色士 しまりなし粘性なし横含まず 4 10YR2/2 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 横含まず
褐色士プロック1%含む 褐色士プロック10%含む

4 1OYR3/4 暗褐色士ややしまる粘性ややあり 横含まず 6 10YR2/2 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 横含まず
褐色士プロック10%含む 褐色士プロック30%含む

6 1OYR6/6 黄褐色士ややしまる粘性ややあり 横含まず o 2m 
黒褐色士プロ yク40私含む | 

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 操含まず
褐色士プロック1%含む

2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 操含まず

3 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 操含まず

園166 SB05遺構図(1 ) 
(S=1/50) 



P04 
_G_ ? _lL 

81.40聞一ー__J，..ー

111 N 

1 1OYR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性ヰキあり a帳台まず
上層に暗褐色士プロック1%含む
褐色士プロック1%台む

2 1OYR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性ヰキあり a帳台まず
褐色土プロック40%台む

3 1OYR2/2 黒褐色土ややじまる
粘性ヰキあり '帳台まず

4 1OYR3/4 暗褐色土ややじまる
粘性ヰキあり '帳台まず

問S

81お瑚i

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まf
褐色土プロック5%含む

2 10YR2/1 黒色土 しまりなし
粘性なし礎含まず
褐色土プロック10%含む

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり E融合まf
褐色土プロック40%含む

P12 

o 0' 
81. 4~ 

百五f

1 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘他ややあり 積含まず
褐色土プロック10%含む

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘怯ややあり 積含まず
褐色土プロック30%含む

3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘怯ややあり 検含まず
褐色土プロック5%含む

SB08 (図 169・170)
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U 
1 10YR2/1 黒色士しまりなし
粘性なし磯含まず
褐色士プロック10%含む

2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 複合まず

3 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 複合まず

4 10YR3/4 暗褐色士ややしまる
粘性ややあり 穣含まず
褐色士プロック10%含む

問9

_L_ ---'.:_ 
81.4伽

可_， 2 1 

4'¥13門

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 諌含まず
褐色土プロック10%青む

2 10YR2/1 黒色土しまりなし
粘性なし僚含まず
褐色土プロック10%含む

3 10YR2/1 黒色土しまりなし
粘性なし僚含まず
褐色土粒わずかに含む

4 10YR2/1 黒色土しまりなし
粘性なし僚含まず
褐色土プロック40%含む

P13 ~L 
1 10YR3/4 時褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

2 10YR3/4 時褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
褐色士プロック20%含む

3 10YR3/4 時椅色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
褐色士プロック5鴨含fi

4 10YR3/3 時褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

茶亨

1 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性.~ゃあり 積含まず
上層に暗褐色士プロック10%台む

2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性.~ゃあり 積含まず

3 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

Pl0 

飢坤1

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 諜含まず
径1圃の明赤褐色土プロック含む

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 諜含まず

3 10YR3/1 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 諜含まず

4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 諜含まず
褐色土プロック1%台む

P14 

__Q_ ___[_ 
81.柏田

沼
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック5%台む

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

園167 SB05遺構圃(2)

P07 
J' 

U 
1 10YR2/1 黒色士 しまりなし
粘性なし様含まず

2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

Pll 

_N_ ___![_ 
81. 4Qn 

現
1 10YR2/1 黒色土 しまりなし
粘性なし積含まず
褐色土プロック10%含む

2 10YR2/2 黒褐色士 しまりあり
粘性やゃあり 積含まず
褐色士プロック40%含む

3 10YR2/1 黒色土 しまりなし
粘性なし横含まず
褐色土プロック10%含む

4 10YR3/S 暗暢色士ややしまる
粘性ややあり 積含まず
黒禍色土プロック10%含む

P15 

品をすよ
1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 僚含まず
褐色土プロック5悦含む

2 7.町R2/1 黒色土しまりなし
粘性なし離合まず
褐色土プロック5悦含む

3 10YR2/1 黒色土 しまりなし
粘性なし離合まず
褐色土プロック5%台む

4 10YR3/1 黒褐色土 しまりあり
粘性やゃあり 礎含まず

5 10YR3/3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず。褐色土プロック5%台む

2m 
』

(S=1/50) 

検出状況 C地点 K]5 ""KK 6グリッドで検出した掘立柱建物である。SI35床下で柱穴を確認したこと

から、 SB08くSI35と判断した。 SI36埋土中で柱穴を確認したことから、 SB08>SI36と判断した。東

部が発掘区外へ延びることから、全体の規模は不明であるが、桁行3間以上 (5.94m以上) x梁行2

間 (4.38m)、床面積26.0rrf以上を測る。桁行の方向の軸はN-27" -Eである。

柱穴 8基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径0.35"'0.74m、深さ 0.12"'0.33mを測る。 Pl、

P2、P3、P4で柱痕跡が、 P2、P3、P4、P7で柱の当たりが確認できる。柱径は O.09"'0. 21 

mと想定できる。柱聞は、桁行がP5-P6で1.96m、P6-P7で2.06m、P7-P8で1.92m、

梁行がPI-P4で2.06m、P4-P5で2.32mとなる。

遺物出土状況 P 1上層から縄文土器2点・時期不明土師器1点・石器類 1点、下層から時期不明土

師器2点、 P2下層から時期不明土師器2点、 P3上層から弥生土器1点、 P7上層から古墳前期土

師器1点、 P8上層から古墳前期土師器2点、下層から時期不明土師器1点が出土した。



市神「

1 10YRl. 7/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし積含まず

3 10'四2/1 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず 4層との閣に
10YR3/4暗褐色土プロック含む

4 10'四3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず
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81晶表きょ

市古i

1 10YR2;1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし様含まず

2 10YR2;1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず

3 10YR2;2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 直属含まず

4 10YR2;3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 直属含まず

附4

同す

/ 

叩

nσM

mgず

γ
)
 

附

(γ

1 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし横含まず
径1唖以下旬10YR3/4暗褐色土プロック
10%含む下師固くしまる

2 10YR2jl 黒色土ややしまる
粘性なし横含まず

3 10YR3j4 時欄色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

も4S2
|司i)}~県6

一ι

柱の当たり

_K_ v u 

_G_ __[_ 
81.抽n 1 

3-"¥211" 
4/、"'4

1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる 1 10YR2j2 馬橋色土ややしまる
粘性やゃあり礁含まず 粘性やゃあり強含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 2 1.5YR2/2 黒褐色土 しまりあり
粘性やゃあり礁含まず 粘性やゃあり強含まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる 3 10YR3j3 暗相胞土ややしまる
粘性やゃあり礁含まず 粘性やゃあり強含まず

4 10YR3/4 暗褐色土やや淡色 4 10YR3j4 暗禍企土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり 礁含まず 粘性やゃあり 強含まず

日1.5伽英字一可
内7問6

山す
問5

1 10四2/1 黒色土しまりなし
粘性なし礁含まず

2 10四2/2 黒褐色土 しまりあり
粘性ややあり 積含まず

3 10四3/3 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 積含まず

4 10四3/3 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 積含まず
褐色土プロック20%含む

5 10四2/2 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 積含まず
褐色土プロック5%含む

1 10YR2/1 黒色土 しまりなし
粘性なし離合まず
褐色土粒わずかに含む

2 10YR2j2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磁含まず
褐色土プロック10%含む

2m 

(S=1/5ω 

。
S回6遺構図園168
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栓の当たり

_A_ 
81.7On 

同

_F_4λ_[_  

81加見fTs4s品甘ia品群ι

1 10YR2!1 黒色士キや茶恒 1 10YR2!2 黒褐名士やや淡色 1 10YR2!1 鼎坐士ヰキ茶坐
ややしまる粘性なし離合まず ややしまる粘性やゃあり積含まず ややしまる粘性なし積含まず

径2岨以下の10Yl!3!4暗褐色士プロック 2 10YR2/S 黒褐色士ややしまる 2 10YR2/S 黒褐色士ややしまる
10%含む 粘性やゃあり積含まず 粘性やゃあり礎含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 3 10YR2/2 黒褐色土 しまり弱い 3 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり礎含まず径1岨以下の 粘性やゃあり積含まず 粘性やゃあり積含まず
10YR3/4暗褐色土プロック5%含む 4 10YR2/3 馬術色土やや淡色 4 10YR2l3 黒褐色土ややしまる

3 10YR2!2 黒褐色土やや暗色 しまり弱い粘性やゃあり磯含まず 粘性やゃあり喋含まず
ややしまる粘性ややあり 榛含まず 下部10YR3/4暗褐色土漸移届 5 10YR3/3 暗褐色土ややしまる

径1岨以下の10Yl!3/4暗縄全士プロック 粘性キゃあり磯含まず

s%含む
4 10YR2/S 黒褐色士ややしまる
粘位やゃあり 硯含まず径l岨以下の

10YR3/4暗褐色土プロック10%含む

1 10YRl. 7/1 黒色士やキ暗色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 10YRl. 7/1 黒色士ややしまる
粘性なし積含まず

3 10YRZ!1 婦色土ややしまる
粘性なし硯含まず

4 10YR2/1 黒色土やや淡色

ややしまる粘性なし襖含まず
径10m以下の10Yl!3j4暗褐色土プロック

6%台む

6 10YR2/a 黒褐色土 しまり弱い
粘性.~ゃあり 機含まず

6 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性.~ゃあり 襖含まず

7 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性.~ゃあり 圏構含まず径10叫4下の

10YR2/1黒色土プロック5%含む 2m 。
(S=1j50) 

5B08遺構図(1 ) 園169
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_G_ __[_ 

~ 
1 10YR1.1/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず径Z岨以下の

l0YR3/4暗褐色土プロック6%含む
2 l0YR2/2 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 捜含まず
3 l0YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 棟含まず

。

附 円
_H_ ___H:_ 

加 1窃 ;2
81. 7Qn 

~ 
山芯ヨZ

1 10YR2/2 ~阜褐色士やや暗色 1 10YR1.7/1 黒色土ややしまる 1 10YR2/2 黒褐色土やや茶色
ややしまる粘性やゃあり積含まず 粘性なし磯含まず径1岨以下の ややしまる粘性やゃあり様含まず

2 l0YR2/3 黒褐色土やや淡色 lOYR3/4暗褐色土プロック6%含む 2 l0YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘位やゃあり磯含まず 2 l0YR3/3 暗褐色土ややしまる ややしまる粘位やゃあり磯含まず

粘性やゃあり 礎含まず径l咽以下の 3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
lOYR2l1黒色土プロック10%含む 粘性やゃあり離合まず

3 l0YR2/1 黒色土ややしまる 4 10YR2/1 黒色土 しまり弱い
粘性なし磯含まず 粘性なし積含まず(根痕)

4 10YR4/4 褐色士キやしまる 5 10YR2/1 黒色士キや茶色
2m 粘性あり離合まず ややしまる粘性なし離含まず

6 10YRl. 7/1 黒色士ややしまる
粘性なし礎含まず

(S=1/50) 7 ~;;~ìi 黒褐色土ややしまる
特性やゃあり 礎含まず

園170 880B遺構図 (2)

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。弥生土器は条痕文をもっE期曹D2類である。古墳前期

土師器はN期聾C類の胴部片が出土している。

時期 SI35、SI36との重複関係、柱穴出土遺物から東野N期と判断した。

S即9(園 171・172・181) 

検出状況 C地点 KK3 '"剛4グりッドで検出した掘立柱建物である。 E層上面で検出した。 SD47底面

でP07を確認したことから、 SB09<SD47と判断した。 SI37、SI38埋土中で柱穴を確認したことから、

SB09>S137・SI38と判断した。平面形は長方形である。桁行6間 (12.92m) X梁行2間 (4.46m)、

床面積 57.6rrfを測る。桁行の主軸はN-IO -Eである。

柱穴 14基の柱穴を検出した。南桁行の棟持柱は確認できず、南東隅柱穴は撹乱坑によって消失した

可能性が高いと考えられる。柱穴の規模は、直径0.27.......0.57m、深さ O.08"""'0. 52mを測る。すべての

柱穴で明瞭な柱痕跡と柱の当たりが認められる。柱径はO.10"-'0. 17mと想定できる。柱聞は、桁行が

POl-P04で2.18m、P04-P05で2.12m、P05-P06で2.10m、P06-P07で2.16m、P07-

P08で2.22m、P08-P09で2.14m、梁行がP01-P02で2.22m、P02-P03で2.24mとなる。

P06 ~ P 12の聞の SP406は棟持柱筋を通り、桁行・梁行のほぼ中間点にあたることから、梁を支える

柱穴の可能性が考えられる。

遺物出土状況 P03上層から時期不明士師器類1点・灰軸陶器1点・山茶碗2点、下層から縄文士器

1点、 P02上層から中世土師器2点・時期不明土師器類 1点、下層から古墳前期土師器1点、 POl

上層から古墳前期士師器類1点、 P05下層から時期不明士師器類1点、 P04上層から時期不明士師器

類1点、 Pll上層から時期不明士師器類1点、 P13上層から縄文土器1点、 P06上層から縄文士器

1点、時期不明士師器類 1点、 P12下層から古墳前期土師器1点、 P06上層から石器類1点が出土し

た。

出土遺物 420はP02出土の四期士師器皿である。外面はユピオサエ、内面はナデ調整する。

時期 SI37、SI38との重複関係、柱穴出土遺物から東野N期と判断した。

5B10 (園 173)

検出状況 C地点 KK2 '"乱2グりッドで検出した掘立柱建物跡である。 E層上面で検出した。 SI38、

SI41の床下で柱穴を確認したことから、 SBI0<SI38・SI41と判断した。北西隅柱穴は撹乱坑によって
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柱の当たり

4m 

(S=1/80) 

園171 S809遺構図(1)

。

1Br 
.¥82741 

1 10YR1.7/1 黒色土やや暗色

しまり弱い粘性なし検含まず

2 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まず

3 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

P02 
_D_ • _[ 

81 帥n ノそ

41"12百

.¥82730 
1 10YR4I4 褐色土 しまり弱い
粘性あり 礎含まず径1園以下の

10YR2/2 黒褐色土プロック10%含む
2 10YR2/2 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性やゃあり 碩含まず
径1咽以下の10YR3/4暗褐色土プロック
3%台む

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず径l園以ずの

10YR3/4時褐色土プロック10%含む
4 10YR2/2 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性やゃあり 種含まず
5 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

粘性ややあり 磯含まず径1園以下の
10YR3/4時褐色土プロック7悦含む

院抱

s中 A ~ _L 

3' 111 1 I 
411 ， -I 

.¥82711 
1 10YR1. 7/1 黒色土ややしまる

粘性なし穣含まず
2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし様含まず

3 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり礎含まず径lC11以下の

10YR3/4暗褐色土プロック10%台む

内4
_F_ _f'_ 

81. 8Qn 2 

市
AS28∞ 

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

下部しまり弱い
2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし碩含まず

3 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

h 

(S=1/5ω 



1 lom/l 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 lom/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

3 10YR3/3 晴褐色土ややしまる
粘性."'t'ゃあり 磁 含 ま ず 径1個以下の

10YR3/4暗褐色士プロッタ10%含む
4 lomlz 黒褐色土ややしまる
粘性."'t'ゃあり 礎含まず 1 lomlz 黒褐色土やや暗色

5 lom/3 黒褐色土ややしまる ややしまる粘性やゃあり礎含まず
粘性やゃあり 礎 含 ま ず 径l曲以下の 2 lom/3 黒褐色土やや暗色
10YR3/4暗褐色土プロック5%含む ややしまる粘性やゃあり礎含まず

3 10m/l 黒色土ややしまる。粘性なし磁含まず

212 第3章調査の成果

円高 円渇 問7

鞍
_[_ -"-81. 8Qn 

___!:[_ _1_ 
81.ぬn

___rー

:畷3
会通f

1 10m/l .色土ややしまる 1 10m/2 黒褐色土ややしまる 1 10m/l 黒色土やや暗色
粘位なし積含まず径l岨以下の 粘性やゃあり讃含まず径l岨以下の ややしまる粘性なし礎含まず
10YR3/4暗褐色土プロック5%含む 1()四3/4晴褐色土プロック5%含む 2 10m/l 黒色土ややしまる

2 10m/2 黒褐色土ややしまる 2 10m/l 黒色土やや茶色 粘性なし離合まず
粘性やゃあり礎含まず ややしまる粘性なし礎含まず

3 lom/3 黒褐色土やや暗色 3 10YR2/2 黒褐色土やや時色
ややしまる粘性やゃあり 硫含まず ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

4 lom/3 ~早褐色士やや淡色 径l園以下の10YR3/4晴褐色士プロック
ややしまる粘性やゃあり 積含まず 7%含む

5 10m/l 黒色土やや暗色 4 10m/2 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘位なし積含まず 粘性やゃあり礎含まず径l岨以下の

6 10m/3 ~属褐色土ややしまる 10YR3/4晴褐色土プロック5%含む
粘性やゃあり 楳含まず 5 10m/a 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 礁含まず径1個以下の 1 10m/l 黒色土やや茶色
10YR3/4晴褐色土プロック10%青む ややしまる粘性なし離合まず

6 10YR3/3 暗相t&土ややしまる 2 10m/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり B融合まず径l個以下の 粘性やゃあり 離合まず
1om/1黒色士プロック6%含む

POII 
一ι

81. 8Qn 
」二

可己r

Pl1 同2
_N_ 

81.8Qn 
__!L_ 

豆匡 …V
 

1 10m/l 黒色土やや淡色
ややしまる 粘性なし型車含まf

2 lom/l 黒色土ややしまる
粘性なし磁含まず径1個以下の

10YR3/4暗禍~士プロック6%台む
3 10m/2 黒褐色士ややしまる 1 10YRI.7/1 黒色土ややしまる

粘性やゃあり 磯含まず径l園以下の 粘性なし礎含まず

10YR3/4暗褐色土プロック7%含む 2 10YR2/1 黒色土ややしまる
4 10m/2 ~属褐色土ややしまる 粘性なし礎含まず

粘性やゃあり 楳含まず径1曲以下の 3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
10YR3/4 暗褐色土プロック15%含む 粘性やゃあり 穣含まず

5 lom/l 黒色土やや暗色 4 IOYR2/3 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘性なし礎含まず 粘性ややあり榛含まず

径1個以下の10YR3/4暗褐色士プロック

10%含む
6 10YR3/4 暗褐色土ややしまる

粘位ややあり 複合まず

園172 S即9遺構図(2)

pa 
_ll__ 

81.蜘
__K' 

2 

-JJF 
4 

1 1凶R2/2 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 襲含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 離合まず
3 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性ややあり 穣含まず

4 10YR2/2 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性ややあり 様含まず

門3
_0_ 

81.ぬn
_j[_ 

z
t思
6

1 10YR1. 7/1 黒色土やや暗色

ややしまる粘性なし模台まず
z 1om/1 黒色士やや暗色
ややしまる粘性なし磯含まず

3 1om/1 黒色土ややしまる
粘性なし機含まず

4 lom/I 黒色土やや割拍
ややしまる粘性なし礁含まず

5 10m/2 黒褐色粘質土と 10YR3/4 
暗褐色粘質土の混合土 固くしまる
磁含まず

問4
_P-

81.倒閣
__f:__ 

可ヲー

2m 

(8=1/5ω 

消失したと考えられる。平面形は長方形である。桁行2問 (4.62m) x梁行2問 (4.32m)、床面積

20.0 rrfを測る。桁行の主軸はN-3
D -wである。

柱穴 7基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径0.36，.....0.54m、深さ O.20"""0. 37mを測る。すべて

の柱穴で柱痕跡と柱の当たりが確認できる。柱径はO.12"""0. 17mと想定できる。柱聞は、桁行がP02

-P04で 2.20m、P04-P07で2.42m、梁行がP05-P06で2.18m、P06-P07で2.14mとなる。

棟持柱聞がP01-P06で5.10mとなる。

遺物出土状況 P3上層から弥生土器1点、下層から弥生土器1点、 P4上層から石器類1点、 P03

上層から縄文土器1点、下層から古墳前期土師器1点、時期不明土師器1点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。弥生土器は条症文をもっE期費D2類である。古墳前期

土師器はlV期聾C類の胴部片が出土している。

時期 SI38、SI41との重複関係、柱穴出土遺物から東野lV期以前と判断した。



第6節 東 野W期(古墳時代前期) 213 

1 I0YR2/1 黒色土やや暗色 1 I0YR2/1 黒色土やや茶色 1 IOYRI.1/1 黒色土ややしまる 1 I0YR2/3 黒褐色土ややしまる

ややしまる粘性なし離含まず ややしまる粘性なし様含まず 粘性なし磯含まず 粘性やゃあり離合まず径1岨以下の
2 I0YR2/1 黒色土ややしまる 2 I0YR2/2 黒褐色土ややしまる 2 IOYR2/1 黒色土ややしまる IOYR3/4暗褐色土プロック15%台む
粘性なし積含まず 粘性ややあり磁含まず径1岨以下の 粘性なし碕含まず 2 I0YR2/2 黒褐色土やや暗色

3 I0YR2/2 黒褐色士やや暗色 10YR3/4暗褐色士プロック5%台む 3 10YR2/2 黒褐色士やや暗色 ややしまる粘性ややあり磯含まず
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる ややしまる粘性やゃあり襲含まず 3 10YR2/2 黒褐色士ややしまる

4 10YR2/2 黒褐色士ややしまる 粘性ややあり様含まず径l岨以下の 4 10YR4/4 褐色士ややしまる 粘性ややあり礎含まず径l岨以下の

粘性やゃあり 礎含まず 10YR3/4暗褐色土プロヲク15%含む 粘性あり 礎含まず 10YR3/4崎褐色土プロック10%含む

5 10YR2/3 黒褐色土やや暗色 4 10YR2/Z 黒褐色土やや糠色 5 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 4 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり接合まず ややしまる粘性やゃあり複合まず 粘性やゃあり礎含まず ややしまる粘性やゃあり礎含まず

径lc叫4下の10YR3/4晴褐色土プロック 径1個以下の10YR3/4暗褐色土プロック

10%台む 5%含む
5 10YR2/2 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性ヰキあり 議含まず
径lc叫A下回10YR3/4暗縄色土プロック
5%含む

6 10YR2/3 黒褐色土 やや量産色
ややしまる粘性やゃあり 様含まず
径lc叫4下の10'四 3/4晴褐色土プロック

3%含む

一
8刷1加明

___K_ 

ヘq
P5 

山奇訪T
一

園173 S8叩遺構圃

Pl 

山商会
1 10YR3/4 暗褐色土しまる
粘性やゃあり 穣含まず (S141貼床層)

2 10YR2/1 黒色士キキしまる
粘性なし蝶含まず

3 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

4 10YR2/3 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
5 10YR2/3 黒褐色土やや桜色
ややしまる粘性やゃあり 積含まず

6 IOYR4/6 褐色土しまる粘性あり

積含まず

陀

_D_" _[_ 

山時
1 IOYR1.1/1 黒色土ややしまる
粘性なし離合まず

2 I0YR2/1 黒色土ややしまる

粘性なし穣含まず
3 I0YR2/1 黒色土やや暗色

ややしまる粘性なし模台まず
4 I0YR2/2 黒褐色士ややしまる

粘性やゃあり 礎含まず

内

1 10YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし様含まず

2 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり磯含まず径2""以下の

10YR4/-i'褐色土プロック1%含む
3 I0YR2/2 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性やゃあり 積含まず
4 I0YR2/3 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
6 I0YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
下部IOYR4/4 褐色土漸移層

6 10YR3/3 暗褐色土ややしまる

粘性やゃあり離合まず煙1個以下の
IOYR4/咽色土プロック3%含む

円
_1_ _1_' 

秒;

。 h 

(8=1/5的
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3 柵

当該期に関連すると判断した柵は6列である。

SA01 (図 174・181)

検出状況 C地点 ]G20~JH20 グリッド、 E層上面で検出した。柱穴が L字状に位置することから柵と

判断した。 SA01-P1がSDllを切ることから、 SA01>SD11と判断した。長辺の長さは 2.18m、短辺の

長さは1.66mを測る。柱聞は、 P2-Plで1.Om、PI-P5で1.18m、P5-P4でO.88m、P

4-P3でO.78mである。長辺の軸はN-35'-Wである。

柱穴 5 基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径 O.24~O.68m、深さ O.13~O.40mを測る。すべて

の柱穴で柱痕跡を確認し、柱径は O.07~O. 12mと想定できる。

遺物出土状況 P4下層から古墳前期土師器類1点、 P5上層から弥生土器1点、時期不明土師器2

点が出土した。

出土遺物 421はP5出土のE期費D2類である。内面はナデ、外面はハケ調整する。二次被熱により

赤色化する。古墳前期士師器はN期蜜C類の胴部片である。

時期 SDll è の重複関係と柱穴出土遺物から、東野m~N期と判断した。

SA04 (図 175・181) 

検出状況 C地点K]2グリッド、 E層上面で検出した。柱穴が直線上に位置することから柵と判断し

た。 PlとP2はSZ2完掘後に検出したが、 P3がSZ2を切ることから SA04>SZ2と判断した。 3基

とも SD17底や肩で検出したことから SA04<SD17となる。長さは 2.40mを担uる。柱聞はPI-P2で

O.82m、P2-P3で1.58mである。主軸はN-33'-Wである。

柱穴 3 基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径 O.27~O.38皿、深さ O. 21~O. 22皿を測る。すべて

の柱穴で柱痕跡を確認し、柱径は O.08~O.12m と想定できる。

遺物出土状況 Pl上層から時期不明土師器4点・須恵器1点、 P3上層から弥生土器1点、古墳前

期土師器1点が出土した。須恵器 (422)は柱痕跡から出土している。

出土遺物 422はPl出土の須恵器脚付壷の裾部である。内外面は回転ナデ調整する。内面に段をも

ち、聞きつつ端部で立つ。外面に突帯状のふくらみがある。

時期 SZ2、SD17との重複関係、柱穴出土遺物から東野W期以降と判断した。

SA05 (図 176)

検出状況 C地点 ]K20グリッド、 E層上面で検出した。柱穴が直線上に位置することから柵と判断し

た。 P1はSI06を、 P2はSI07を切ることから、 SA05>SI06、SI07と判断した。長さは 2.40mを測

る。柱聞は、 Plー P3で1.72m、P3ー P4で1.58m、P4ー P2で O.60mである。主軸はN-

18' -Eである。

柱穴 4基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径 O.30~O.56血、深さ O.08~O.40mを測る。すべて

の柱穴で柱痕跡を確認し、柱径は O.09~O.10m と想定できる。

遺物出土状況 Pl上層から時期不明土師器4点、古墳前期土師器1点、下層から自然磯 1点、 P5

下層から弥生土器1点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。弥生土器は条痕文をもっE期賓D2類である。古墳前期

土師器はN期費C類の胴部片である。
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_D_ ___!L_ 
81.鋭加1号、l

W3sl6 

1 10YR2/2 黒褐坐士やや茶坐
ややしまる粘性ややあり 磯含まず

2 10YR2/2 黒褐坐士ややしまる
粘性ややあり 磯含まず

3 10YR2/1 黒色士やや茶色
ややしまる粘性なし積含まず

4 10YR2/2 黒褐坐士やや晴名
ややしまる粘性ややあり 磯含まず

6 10YR2/2 黒褐坐士号キ唆坐
ややしまる粘性ややあり 磯含まず

6 10YR2/3 黒褐坐士ややしまる
粘性ややあり 磯含まず

以右対L

1 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色
ややじまる粘性なし穣含まず

2 10YR2(2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 模台まず

3 10YR2(1 黒色土ややしまる
粘性なし聾含まず

4 10YR2(3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 模台まず

5 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 療含まず

東野W期(古墳時代前期)

P2. 

1 10YR2/1 黒色士やや淡色
ややしまる粘性なし磯含まず

2 10YR2/1 黒色士ややしまる
粘性なし磯含まず

3 10YR2/2 黒禍~士ややしまる
粘性ヰキあり 機含まず

4 10YR3/4 暗禍~士ややしまる
粘性ヰキあり 機含まず

ー呈 P3 内 _L  
81.9伽1 人

学ぞ
1 10YR2/1 黒色土やや紫色
ややしまる粘性なし礁含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

4 10YR2(3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

5 10YR3(3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

P1 

ゲ亦碍

第6節

E 
81. 9伽

81品事1

柱の当たり

v一~

1 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性ややあり
2m 4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性ややあり

礎含まず
礎含まず

SA01遺構図

。
(S=1/50) 

国174

P2 
_C_ __c'_ 

81.50mJD.( 品vi/ 
1 10YR1.7/1 黒色土やや茶色

しまり弱い粘性なし横含まず
2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 襖含まず
側縁部10YR4I4'褐色士プロック多〈含む

1 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし襲含まず
径Z個以下の10YR4/4褐色士プロック
10%含む

2 10YR2/1 黒色士ややしまる
粘性なし襲含まず径2個以下の
10YR4I4褐色士プロック3%含む

3 10YR2/2 黒褐色士 しまる
粘性やゃあり 磯含まず径Z個以下の
10YR4I4褐色士プロック7%含む

P3 
_D_ ___!L_ 

m伽弐プ

1 lOYRl. 7/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし積含まず

2 l0YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

星
回
目

.
5

4
 

T 

h 

(S=1/5ω 

。
SA04遺構図図175

栓の当たり
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P1 
__[_ 

V 
1 10YR!. 7/1 黒色土やや淡色
ややしまる粕栓なし礎含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粕性なし礎含まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 横含まず

P3 

81.70聞¥マイ

1 10YR!. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず

2 10YR2/1 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性なし磯含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

P4 

_D_ 1 一一旦

ん

栓の当たり

SK0914 

0 

F ..， 

81.7伽.-=::L..-.、戸

¥4l2f封、~ーJ

5'-

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 榛含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし穣含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 榛含まず

4 10YR2/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし穣含まず

5 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

園176 SA05遺構図

。81.7伽京釘

十ι@土 EJ93fwOY1
1"' )v P 

1 10YR2/3 黒禍色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック1%含む

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

A 
81万百五

A' 

柱の当たり

褐色土プロック1%含む
3 IOYR4I4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
暗褐色土プロヲタ20%含む

問
_D_ 

V 

。，

1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

園177 SA12遺構図

山首
1 10YR!. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし穣含まず

2 10YR!. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし穣含まず径1個以下の
10YR3/4暗褐色土プロック10%台む

3 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし穣含まず

4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

o 2m 

。

(S=1/50) 

P2 
C C' 

川前
1 10四3/1 黒褐色土 しまりあり
粘性なし礎含まず
褐色土プロック30%含む

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

4 10四5/6 黄褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
黒褐色土プロック20%含む

(S=1/50) 

2m 



時期 SI07との重複関係から東野N期以降と判断した。

SA12 (図 177)
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検出状況 C地点 JJ17~18 グリッド、 E層上面で検出した。柱穴が直線上に位置することから柵と判

断した。長さは 2.34mを測る。柱聞は、 P2-Plで1.OOm、P1-P3で1.34mである。主軸は、

N-600 -wである。

柱穴 3 基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径 O.19~O. 27m、深さ O. l1~O. 27mを測る。 P4、

P7底面で柱の当たりを確認した。

出土遺物柱穴からは遺物は出土しなかった。

時期 SI20を切ることから、東野町期以降と判断した。

SA13 (図 178)

検出状況 C地点 KD3・4グリッド、 E層上面で検出した。柱穴が直線状に位置することから柵と判

断した。長さは 4.82mを調印、柱聞はP2ー Plで1.46m、P1-P4で1.68m、P4-P3で1.68 

mである。長辺の方位はN-850 -wである。

柱穴 4基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径O.29~O. 38皿、深さ O.27~O.38mを測る。 P4 で

柱痕跡を確認し、柱径は O.16mと想定できる。

遺物出土状況 P3上層から古墳前期士師器2点・時期不明士師器1点、 P4上層から時期不明士師

器類3点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。古墳前期士師器はN期費C類の胴部片である。

時期 出土遺物から、東野N期以降の可能性が最も高いと判断した。

SA18 (図 179)

検出状況 C地点 KM1~KNl グリッド、 E層上面及び撹乱坑底で検出した。柱穴が直線上に位置する

ことから柵と判断した。 SD39を切る。長さは 3.88皿を測る。柱聞は、 Plー P2で1.82皿、 P2-

P3で 2.06mである。主軸はN-310 -Eである。

柱穴 3基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径O.19~O. 33皿、深さ O.15~O. 26mを測る。すべて

の柱穴で明瞭な柱痕跡と柱の当たりが確認できる。柱径は O.08~O.13mと想定できる。

出土遺物柱穴から遺物は出土しなかった。

時期 SD39との重複関係から、東野N期以前と判断した。

4 溝状遺構(図 180-184)

当該期に関連すると判断した溝状遺構は8条である。通水の痕跡はない。 8条ともにW期に属する

遺構との重複関係や出土遺物によって、 N期に関連する溝状遺構と判断した。以下、特徴的な溝状遺

構について記述する。

S039・48(図 180-183) (BS0376-AS3185，AS2990) 

検出状況 JJ14~KK5 グリッドで検出した直線状の溝状遺構である。 E層上面で検出した。 KMl ・ 2

グリッドで一端収束するため、収東部西側を SD39、東側を SD48とした。 SD39西端と SD48東端は発掘

区外へ延びる。 SI08、SI40、SB05、SB06を切り、 SDl1、 SA18に切られる。 SD39は、全長 39.8m、最

大幅1.66m、深さ O.27mを測る。 SD48は、全長 16.9m、最大幅1.78m、深さ O.27mを測る。軸の方
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柱の当たり
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。 h 
柱の当たり

園179 SA18遺構図
(S;;;1/50) 
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東野W期(古墳時代前期)

_8_ 

81蜘〉ー二三主=王子ジ/

第6節

黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 1 10YR2/1 黒色土 しまりなし粘性なし礎含まず
褐色土プロック1%含む 褐色土プロック1%含む
晴褐色土ややしまる粘性やゃあり 2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 諜含まず

褐色土プロック10%台む 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 離合まず
褐色土ややしまる粘性やゃあり 禍色土プロック5%含む

褐色土プロックω%台む 4 10YR3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 磁含まず
褐色土プロック1%含む

5 10YR3/1 鳳褐色士ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
6 10YRν6 黄褐色土 しまりあり 粘性やゃあり 礎含まず
黒褐色土プロック6%含む

1 10YR2/3 

慶含まず
2 10YR3/4 

様含まず
3 10YR4/6 ・E含まず

_D_ 
81ぬ目

、 土 詳
1 I0YR2/1 黒色土しまりなし粘性なし 1 I0YR2/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし
軍属含まず褐色士プロック1%台む 検含まず 径1咽以下の10YR3/4時褐色士プロック5%含む

2 10YR2/2 黒褐色土しまりあり 粘性ヰsゃあり 2 10YR3/a 暗褐色士ややしまる粘性やゃあり
E割合まず褐色土プロック1%含む 礎含まず 径l咽以下の10YR2/1黒色土プロック10%含む

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性ややあり 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性ややあり 捜含まず
E圏含まず褐色土プロック1%含む 径10叫4下の10YR3/4晴褐色土プロック10%含む

4 10YR5/6 黄褐色土ややしまる粘性やゃあり 4 10YR4/6 褐色土しまる粘性あり 榛含まず
穣含まず黒褐色土プロック5%含む 5 10YR2/2 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり

機合まず
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2 10YR2/3 黒褐色士キキ暗色ややしまる 磯含まず
粘性やゃあり 離合まず 3 10YR4/4 褐色土ややしまる粘性あり 線合まず
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1 I0YR2/1 黒色士ややしまる粘性なし
磯含まず

2 I0YR2/2 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり
軍属含まず経1咽以下の10YR3/4時褐色士プロァク
7%含む

3 I0YR3/4 暗褐色士ややしまる粘性やゃあり
司自含まず経1咽以下の10YR2/2黒褐色士プロック
10%含む

4 10YR2/3 黒褐色士ややしまる粘性ややあり
司自含まず経l咽以下の10YR3/4時褐色士プロァク
10%含む

1m 

(S=1/20) 

。2m 

(S=1/50) 
園180 SD39・SD48遺構図

。10m 

(S=1/300) 
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p 
ぷ25

424 

。 10cm 

(S=1/3) 
図182 SD48出土遺物 (2) 

位はN-640 -wである。

埋土 中央がくぼむ堆積で、自然堆積と考えられる。底は平らである。多くの土層断面で、底と側壁

の屈曲部に三角堆積が認められる。通水を示す堆積は認められない。 SD39の東端はやや深くなる三段

構造となる。

遺物出土状況 埋土から縄文土器 315点、弥生土器 37点、古墳前期土師器49点、古墳後期以降土師

器類 21点、時期不明土師器類 201点、須恵、器 22点、山茶碗3点、石器 37点が出土した。縄文土器と

石器は、主に S140と重複する範囲で、弥生土器・士師器類は埋士全体で出土している。須恵器、山茶

碗は埋土最上層で出土した。 SD48西端で溝底部に接して皿期墾 X1類 (427) が逆位で出土した。

出土遺物 423，...，_，425は縄文土器である。 423は深鉢A類で、外面頭部下のくびれ部に 3条の沈線を施

す。最上段の沈線はやや直線状、中段はやや波状、下段は強し、波状で、その波状丈に区画の沈線をぶ

つける。口縁部は渦巻き丈を棒状工具で施し、条線を埋める。 424は東海地方西部にみられない深鉢

で、胴部はやや聞きつつ中程に段をつくって面をもち、口縁端部に向かつて聞く。段の面にLR縄文

を施す。口縁部は内外面磨く。 425は双耳壷か鍔付土器に類する。沈線で渦巻文を施し、沈線に沿っ

て刻みを埋める。 426、427は弥生土器である。 426は皿期審D2類で、口縁部が聞く。内面は板ナデ、

外面は条痕文である。胴部内面はケズリ、外面はややケズリ気味の板ナデで調整する。内面に煤が付

着する。 427は皿期費 X1類である。外面はケズリ調整し、ハケは見られない。内面はナデ調整する。

底部内面にリング状の煤が付着する。高蔵式併行である。 428、429は土師器である。 428はN期高坪

C1類の脚部で、裾に向かつて聞く。外面は板ナデ調整し、裾との屈曲部の外面にハケが見られる。内
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ζ二〉

く二〉

。
(S=1/2) 

園183 SD48出土遺物(3)

438 

5cm 

S027 

/ 
__K_ 

82~晶+i
1 10YR1_ 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず径O_6個以下旬

10YR3/4 暗褐色土プロック5%含む

5028 
情'22'

__}，_ 

健志トムJ 宅二L

1 IOYR!. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし碩含まず

2 IOYR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

82合4=ri
1 1000/3 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 離合まず

1 10YR3/3 暗褐色士 しまりあり
粘性ややあり磯含まず径10皿の
10YR2/3 黒褐色士プロック6%含む

82~合七占fi
1 10YR2/3 11褐色士ややしまる
粘性ややあり .. 含まず

。

S055 

(S=1/50) 

園184 lV期SD遺構図
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面は絞り込みとユピナデ調整する。内面は裾との接合部に貼付状の粘土積みが残る。 429はv.vr期

費である。口縁端部を内側につまみ出し、外方に面をもたせる。外面はハケ、内面はヨコナデ後ハケ

調整する。 430~435 は須恵器である。 430 は坪蓋で、蓋端部が鍵手状に屈曲する。 431 は有台杯で、

外面は緩やかに屈曲しつつ面をもたない。 432は無台亦で、胴部が直線的に聞く。底部外面にへラ切

り痕が残る。 433は長脚高杯の脚部で、方形の透孔が2段 2方向にある。上段に沈線が2条巡り、そ

の下から透孔が始まる。沈線下から裾に向かって聞く。 434は賓の胴部から底部で、平底である。胴

部外面下部は回転へラケズリ調整する。外面は平行叩き、内面同心円の当て具痕が残る。 435は横瓶

である。接点がないが、同一地点で出土したことから同一個体と判断し合成実測した。口縁部は受口

状である。口縁部の段からすぼみつつ頚部に至る。肩部は屈曲し、長軸方向に面をもっ。 436は打製

石鍛である。銀身部は折損する。一部残存する側縁部と基部から側縁の調整後挟りを作出する。 437

は磨製石鍛である。背面先端部を折損する。表面に穿孔から三方向に稜が見られる。背面はやや稜が

崩れる。 438、439は打製石斧である。 438は基部に向かってやや収束する短冊形である。刃部に線状

痕が見られる。全体が風化しており、装着痕は不明である。 439は刃部が摩耗のため角が取れる。使

用痕と恩われる。刃部の所々に刃こぼれ状の微細な剥離が見られる。刃部に明瞭な線状痕が残る。

時期 rr.m期の遺構を切ること、 N期の竪穴建物がこの溝以南で確認できないこと、 V期以降の竪

穴建物等主要遺構が SD39・48に区分されず南北で確認できることから、 N期居住域の南限を示す区画

溝の可能性が考えられる。重複関係と出土遺物から東野N期に構築され、東野v~vr期に埋没したと

考えられる。

5 柱穴(図 185)

当該期に関連すると判断した柱穴は 24基である。N期に属する遺構との重複闘係や出土遺物によっ

て、 W期に関連する柱穴と判断した。以下、特徴的な柱穴について記述する。

SP244 (図 185・199) (8S0146) 

検出状況 C地点 JG19グリッド、 E層上面で検出した。平面形は円形である。

埋土 埋士は暗褐色士でややしまる。中央がくぼむ堆積である。深さ 0.25mほどの2層中から円礁が

出土した。円礁は底面に接していた。深さは 0.41血を担uる。底面は平らで、礁との聞に少量士を挟む。

礁と底面の聞の士を除去すると、柱の当たり状の基盤層よりややしまる硬化範囲を確認したため柱穴

と判断した。土器片はほぼ埋士全体に含まれるがまとまりに欠く。柱を抜き取ったあとに磯や土器片

を入れた可能性も考えられる。

遺物出土状況 上層から弥生土器1点、古墳前期士師器5点、下層から弥生土器1点、古墳前期士師

器 5点が出土した。最下層で自然磯1点が出土した。

出土遺物 440はW期壷B類である。口縁端部が折損する。口縁部はほぼ直線状に開く。器壁がやや

うすい。外面に煤が付着する。

時期 出土遺物から、東野町期以降の可能性が高いと判断した。

SP270 (図 185・199) (AS1821) 

検出状況 C地点 KE5グリッド、 E層上面で検出した。平面形は円形である。

埋土 明瞭な柱痕跡、柱の当たりが確認できる。柱径は 0.09mと想定できる。底面は平らで、壁は直
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立する。

遺物出土状況埋土最上層から松f可戸 I式前半期に比定できるW期高杯 C1類脚部 (441)が出土した。

出土遺物 441はW期高亦C1類の脚部で、外面はタテミガキを施す。内面は絞り込みとユピオサエで

ある。絞り込みがほぼ直線的であることから接合時に回転させていないと考えられる。内面下部にユ

ピオサエが残る。

時期 出土遺物から東野N期以降の可能性が高いと判断した。

その他の柱穴出土遺物 W期に関連すると判断した柱穴出土の特徴的な遺物について記述する。 442

はSP397出土W期費 C1類である。 S字の屈曲が強く、受口状に口縁を作る。胴部はハケ調整で、頚部

に沈線が 1条巡る。 N期窪C類の調整に類似する。

6 土坑(図 186-200)

当該期に関連すると判断した土坑は 269基である。 N期に属する遺構との重複関係や出土遺物によ

って、 W期に関連する土坑と判断した。以下、特徴的な土坑について記述する。

SK0443 (図 188)仇S0909)

検出状況 C地点 ]M19グリッド、 E層上面で検出した。平面形は円形である。

埋土 中央がくぽむ堆積で、自然堆積と考えられる。中間層である 3層は比較的しまりが強い。底面

は丸く、壁は袋状になる。その形状から貯蔵穴の可能性が考えられる。

遺物出土状況 上層から縄文土器1点、中層から古墳前期土師器類1点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。古墳前期土師器はN期費C類の胴部片である。

時期 出土遺物から東野N期の可能性が高いと判断した。

SK0575・SK0612(図 189) (AS1179・AS1254)

検出状況 C地点即2~阻 3 グリッド、 E層上面で検出した。平面形は不定形である。竪穴建物の可

能性を想定して掘削したが、壁際溝、主柱穴、壁際溝、貼床などの竪穴建物と認定できる関連遺構は

確認できなかった。また、 SK0575とSK0612の形状はS141(東野四期)に類似するが、周囲に柱穴は

確認できなかった。北西部、中央~東部、南部は現代の撹乱によって消失している。

埋土 埋士は南部の舌状部分が先に埋没し、その後全体が徐々に堆積した状況を示す。底部はほぼ平

らだが、中央部が緩やかにくぽむ。 SK0612はSK0575の2・3層下層で検出した。上端北部が、 SK0575

北部壁下端と一致し、壁面傾斜もほぼ一致することから、関連する遺構と判断した。埋土は単層で、

少量の暗褐色土ブロッ夕、炭化物を含む。

遺物出土状況 埋土から縄文土器3点、弥生土器4点、古墳前期土師器5点、時期不明土師器類 25

点、須恵器2点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。弥生土器はE期費D類の胴部片、古墳前期士師器はN

期費C類の胴部片・脚台部片等が出土した。

時期 埋士中の出土土器から、東野N期以降と判断した。

SK1973 (図 196) (AS2916) 

検出状況 C地点 KL~KM2 グリッド、 E層上面で検出した。平面形は円形である。 SB10-P6を切るこ

とから SK1973>SB10である。
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2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 線合まず

3 10YR2/2 黒褐色士やや茶色
ややしまる粘性やゃあり 穣含まず

4 10YR2/3 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 磯合室ず

5 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 操含まず

6 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性ややあり 喋含まず

7 10YR2/2 黒褐色土 やや署長色
ややしまる 粘性やゃあり 操合室ず

8 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 喋含まず

SK0189 

_L 

±らJ
81古詩¥/i

1 10YR2/1 黒色土 ややしまる
粘性なし 諜含まず

2 IOYR2/2 .褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 機含まず

3 1町限/3 鳳褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

4 1町悶/4 暗褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 操含まず

SK0184 

~} 
1 10YR2/1 .色士やや茶色
ややしまる 粘性なし磯含まず

2 10YR2/2 .縄色士ややしまる
粘性やゃあり .含まず

3 10YR3/4 暗褐色士ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

SK0183 

_!_ 

4 プ-¥-

_L Qこ~ _K__ 

銀側 -d 8f会

主議i 〆

81本bi

_K__ 

SK0304 

ベDl: 
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

2 10YR2/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし様含まず

3 10YR2/2 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 襲含まず

4 10YRi/4 褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず 径l園以下の
10YR2/1 黒色土プロック3%含む

SK0247 

SK0239 

SK0235 
A A' 

8f而 : 三年2-
1 10YR2/1 鳳色土ややしまる
粘性なし 様含まず

2 10YR2/2 鳳褐色士ややしまる
粘性やゃあり 検含まず

3 10YR3/4 略構色土ややしまる
粘性やゃあり 厳含まず

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 襲含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磁含まず

3 10TR3/3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

(8=1/50) 

0 
往の当たり

1 I0YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

2 I0YR3/4 晴褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

W期SK遺構図(2)園187
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SK0365 

土、li~
望デ'i

h 司、νK

81百V
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘也やゃあり 礎含まず径0.5唖以下

のl0YR3/4 暗褐色土プロック10%台む
Z 10YR2/3 黒褐色土 し主り鳴い
粘佳やゃあり 礎含まず

3 10YR3/3 暗褐色土 しまり弱い
粘佳やゃあり 様含まず

~ω82 

707 
81.7伽1

一てエプ
1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり
積含まず

SKω04 、

ム-LZJ__K_¥ 

_A_S附_K_

Bl蜘芳三芳
1 10Yi2/1 黒色士やや暗色
ややしまる粘性なし横含まず

2 10Yi2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 積含まず

S 10Yi2/3 黒褐色士 ややしまる
粘性ややあり E島含まず

J弘L¥
Jι8039  ...L 

0蜘一存金高

1 lOYR2/1 11¥色土ややし書る
粘性なl- .含まず径0.6個以下の
10YR3/. 暗褐色土プロック6%含む

2 l0YR2/1 黒色土ややし量る
粘性なし損含まず径0.6岨以下の
10YR3/. 暗縄色土プロック3%含む

3 l0YR3/3 暗褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず径0.6哩以下
の10YRZ/l 黒色土プロック6%含む

4 l0YR3/4 崎禍色土 ややしまる
特性ややあり 礎含まず

6 10YR3/4 崎倫色土ややしまる
粘性ややあり礎含まず径O.祖以下
の10YRZ/l 黒色土プロック7%含む

i op 
8Cお 1 ・i

2ミヲ7L
1 10YR1. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

Z 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なl- .含まず

S 10YRZ/Z 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

1 10YR1. 7/1 鳳色土やや暗色
ややしまる 粘性なし積含まず
径1園以下のIOYR3/4 暗褐色土
プロック 6%含む

2 10YR1.7/1 鳳色土ややしまる ー~
粘性なし破合室ず径1回以下の ，T' 

土プロック3%含む
3 10YR3/4 時鴨色土 しまり強い
粘性やゃあり 積含まず笹舟.5但

員お;畑1.7/1 鼎位プロック ，ルム..J......L....LムムよムY

0YR2/2 黒褐色土ややしまる . ""=v 

鎖倒館 、制やゃあり.~:E'f d企 i -一 、、 5 10YR2/1 黒色土ややしまる 町 ・ 帆 園 、 一 ーグF

ム fo}Oj...L)(， 拙なし前室ず径叫下の '- 1 ノτに.J1¥/1_. I0YR3/4 時暢色土プロック3%含む

~~ω61 610W6 縄色土特しまる IW叩 /1 黒色土 やや拙ややしまる

1赤 i 前まず都 b 糊なし酎まず
以下のl0YR2/1 緑色土プロック 略褐色土プロック7%含む

ーー_1 7%含む

-~I 鰍0479 S阪l480 /1 

¥σ、......_ "'"ヴ十 SI03.1タラ仁一_ -1二

パド?ご.......... ~タシター一一、」二

_A_ ¥¥ ¥ l. ji _K_ S101-霊・"，.，，， sZ01、
¥¥..，仏℃エノ SIOH明

S陶385¥::己-1' A. A' 
. ..， .， Bf"1司I .L_..， _.-

81.5Orn _ / 

'¥.-' 1 10四3/. 暗褐色土ややしまる
粘油生やゃあり 廃合まず

1 10Yi2/2 黒褐色土やや楼色 5YR6/8 赤褐色土プロック1%含む
ややしまる粘性やゃあり 聾含まず 様化物混じる

A 

8C品

1 10Yil.7/1 鳳色土やや茶色
ややしまる粘性なし積含まず

2 10Yi2/2 鳳縄色土 しまり弱い
粘性やゃあり .含まず(モグラ穴1

3 10Yi3/4 時褐色粘貧土と10YRI.7/1
.. 色士kの混合土ややしまる
機含まず ー

SK0427 、
よ φik
_A_ト_K_

81札事F

1 10YR2/2 縛褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり

襖含まず径2岨以下の10Y悶/4
暗褐色土プロック1%含む

2 10YR3/3 時禍色土ややしまる

粘性やゃあり 様含まず

上院~\
81志すri

1 10YRl. 7/1 掃色土ややしまる
粘性なし複合まず

2 10YR2/l .. 色土ややしまる
粘性なし積含まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 療含まず

1 10YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘伎なし礎含まず

2 lOYR1. 7/1 緑色土やや暗色
ややしまる粘伎なし礎含まず

3 10YR2/2 鳳褐色土ややしまる
粘性やゃあり 破含まず
径1岨以下の10YR3/'
暗褐色土プロック10%含む

S剛 784グr
S猷)6-P2

....A...:.叫:...K._
O叫ぬ39
SK0437 

81古文ι

抑 371 三戸寸ー

ム@_L
s市 i

予‘込!../

SK.0372 

1 10YR2/1 鵬色土やや茶色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 10YR3/3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 襖含まず も尺

S冊ω36 t.. 、 L一一/一

_A_ p::) _K_ -¥ 
一、-- _A_牟 ___K
ー一一一ー一 81.伽よ 』 F 事 ‘ 

8039 夕、 五二己~4 'l.

s市』 1 ミ F守一一¥

zーす‘ 1 lOYR2/2 .. 褐色土やや暗色ややしまる

0YR2/2 鳳褐色土ややしまる 粘伎やゃあり 蝶含まず
粘性やゃあり 横含まず 2 lOYR2/2 .. 褐色土ややしまる

YR2/1 .色土やや茶色 粘性やゃあり穣含まず鰹3個以下の

ややしまる粘性なし礎含まず 1似Rν4 時褐色土プロック3%含む

的隠/3 鳳褐色土ややしまる 3 1町R3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり慶含まず 粘伎やゃあり模台まず樫ac.以下の

10YR2/l 鳳色土プロック10%含む
4 lOYR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 膿含まず

5 lOYR2/1 黒色土 やや暗色ややしまる
粘性なし接合まず径1園以下の10YR3/4
時褐色土プロック7%含む

6 lOYR3/3 暗褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 模台まず経1園以下の

10YR2/l 鳳色土プロック3%含む

fL(OL 
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SK0412 
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SK0484 ト~

tVL 
SI04l!l!~ 

1 10YR2/2 黒褐色士 しまり弱い
粘性やゃあり 積含まず
径0.6園以下回10YR3/4 暗褐色土
プロック3%含む(I届)

2 10YR1. 7/1 黒色士ややしまる
粘性なし礎含まず径0.6唖以下の
10YR3/4 暗縄色土プロック6%含む

SK0572 司 orヤ

_A_ |ゆ i
A 『ー- A' 

B2. 00m T ム."..-r-

1 10YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし離合まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

3 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし様含まず

ょ窓_K_¥

81布、zi
1 10YR1. 7/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし襖含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

SK0575 

_L Q_K_ I 
Bf品「ZI
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SK0548 

_A_@_K_、1

B2~扇面 一一
ーてtI

S附 51 『マι←

sJZPi 
/1 腕土ややしまる 1 10YR2/1 黒色土ややしまる づι ~2__~_K_ 

粘性なし酎ま ず径0・b以下の 粘 性 な し 齢 ま ず 径0.5C1l以下の 81.9伽""\~ 問主ヨT
10YR3/4 時褐色土プロック3%含む 10YR3/4 暗欄色土プロック5%含む 、-¥ r'. 

2/3 黒褐色土ややしまる ¥ J 
粘性やゃあり 様含まず SK0582 • 、、 '-/ 

S阻刷、ιト " (ぐマグ( A; 酬なし齢まず
A 1¥ (A' ~""Y A・2 10YR2/1 黒色土や峨色0) 寸〉j品川「押しまる糊ーず
ベペ ¥fl戸、¥ H I j_ 3 IOnI2II黒色土ややしまる

ー入 l円d 匂-Lt-_l': 粘性なし離合まず
γ~ '"1" . ‘ 且， 4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

_K_ 82~哉、 に ， k 一 粘性やゃあり礎含まず

4~一一、晶、~.. 哩F哩工 SK0590 ~ 

SK0559!( ↑~ ログ
1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 _A_A_K_ X 
ややしまる粘性ややあり 襲含まず 、， ヂ

径0.6岨以下町10YR3/4 ~"-A一 一色一
暗縄色土プロッタ3%含む Bl.90m_ 

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる ~ 
1 10YR1. 7/1 黒色土やや暗色 粘性ややあり襲含まず径0.6個以下 z 

ややしまる粘性なし検含まず の10YR3/4 時縄畠土プロック16明含む
2 10YR2/1 黒色土ややしまる 3 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘維なし横含まず 粘性なし離合まず

3 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 4 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず粘性ややあり 横含まず

4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘維やゃあり 礎含まず

5 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘維やゃあり 礎含まず

i oh 
S27tミ豆2ri

1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり
磯含まず

2 1OYR2/1 黒色土ややしまる
粘性な¥... .含まず径0.5園以下の
10YR3/4 暗褐色土プロック3%含む

当

上品f
B2~品百b-」

1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし襖含まず

C 
82.0伽

1 1町R1.7/1 黒色士ややしまる
粘性なし磯含まず径3園以下の
10YR4I4 褐色士プロック含む

2 loYR2/a 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

SK0640 、
SK~8J.._l 15110 k 
_A_ 'yテヘ"¥_K_ 、

且 SK0582 .. 

82.・i'..

~2 

1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 磯含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

3 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 磯含まず

SK0612 
C' 

y 

~Y 
、ミー-L一一「

土器 ¥ー

.ム->--
....4¥ 1'( ..... ・

S附 75f

ト
t 

そ:
1 10YR1. 7/1 黒色土やや暗色ややしまる
粘性なし磯含まず径虫.5回以下の10YR3/4
暗褐色土プロック5%台む炭化物ゆ量混じる

、(..，Lム4 ・-1...， し」ーム4・...L-_l-.J-1 10YRl・7/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし積含まず
司L......- - rr- 2 10YR1. 7/1 黒色土ややしまる粘准なし礎含まず

3 10YR1.7/1 黒色土やや淡色ややしまる粘性なし積含まず
4 10YR2/1 黒色土しまる粘佐なし礎含まず

径0.6園以下の10YR3/4時褐色土プロック7%含む
6 10YR1.7/1 黒色土ややしまる粘准なし礎含まず
10YR3/4崎褐色土組少し混じる

ヲ、‘ ノノ 6 10YR3/3 暗褐色土ややしまる粘准やゃあり 積含まず
f、、、i 乙/〆 7 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘准やゃあり 積含まず
|国ー ， "1-.，. 8 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘准やゃあり 積含まず

_A_ I ; _K_ 9 10YR3/4 暗褐色土ややしまる粘准やゃあり .含まず
82.飢加 " 

?~一一ーヲ一一一ーョζ o h 

rr-- 駒 641 柱の当たり
(S=1/50) 
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TfL¥ 
_A COJ.)j _K_ 

ωホ工Jzi
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
径0.5園以下の10YR3/4 暗褐色土
プログクを10%台む

2 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず 10YR4/4
褐色土プログクを10%含む

SK0719 

1 10YR2/2 黒禍色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
黄禍色プロック3%含む
径0.5個以下回炭化物1%含む

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
黄禍色プロック10%含む
径0.5~1岨の炭化物6%含む

S剛 64-マ ι←

ioi 
.4~~ョri

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 複含まず

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 複含まず
時褐色土プロック40%含む

-LQ-L ~ 
Bl~三ri

1 1日YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 襲含まず褐色土
プロック6%含む

2 1日YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 襲含まず褐色土
プロック6%含む

1361 V 
Bl本 Efi

1 1OYR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 径10.の円強含む

よ72/
二幕i

82.":1品〈ji
1 10YR1. 7/1 黒色士やや暗色
ややしまる粘性なし磯含まず
下部10YR3/4 暗褐色士漸移層

ム錨¥
81布、プi

1 10YR2/S 黒褐色土ややしまる
粘性なし礎含まず

2 10YR2/S 黒褐色土ややしまる
粘性なし黄褐色プロック6%含む
礎含まず

1ょ8二i
可Z

1 10YR2/3 黒褐色土
ややしまる粘性ややあり 1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
積含まず径1岨の10YR4/4 粘性やゃあり 離合まず
褐色土プロフク1%含む 2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる

粘性やゃあり 礎含まず

SK0844 、
3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

fτミ、 〉え 4/4 褐色土しまりあり
___A__ lO\，_~ .、 酬なし棟含討

~乙ノ r~ 暗褐色土プロッ夕刊含む
l'  ，'2  10YR2/3 黒褐色土 しまりあり

81布 ~ 粘性やゃあり 礎含まず
ーー....d._ー 褐色土プロック5%含む
¥2 j 3 10YR3/3 暗褐色土 しまりあり
¥3J 粘性やゃあり 礎含まず
一 褐色土プロック5%含む

_A_ 。_K_¥
A A' 

81 :4lin.-"F.õñ;~一一

1 10YR2/3 黒桶色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

Z 10YR2/Z 黒桶色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック10%含む

3 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

4 10YRS/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

よ @ i ¥
(毒殺J 上

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず
褐色土プロック10%含む

SK0902 

__S附 1 ~ 
_A _ _{ r令コ小._K_弘、

A A' 
Bl布孤J-

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土

SK0761 A 

_A_ @ _K_J 
A A' ， 

Bl~副支PE-

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

2 10YR3/3 暗縄色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
黄禍色土プロック20%含む

S 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

SK0B42寸Jコp

___A__ 0_K_ 

81刷ゼギ

ょ @f
Bl.6()n_て亨

1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず
黒褐色土プロック20%台む

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず
褐色土プロック1%含む

3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

S~ω71 、b可、

_A_@ _K_ 
A A' 

8C京商唱 一一
「寸ー

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 接合まず
褐色土プロック30%含む

SK0915 

_A_(J_K_マ←

81かもi

よもλ
1志~惑一 ややしまる 粘性やゃあり 礎含まず 1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

2 10YR4/4 禍色土ややしまる 粘性やゃあり離合まず

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 棋含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 棋含まず

3 10YRS/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 褐色土プロフタ
6%含む径0.6四の角磯含む

な¥
i 寸Qr_K_

81~合対戸i
1 10YR3/3 時椅色土ややしまる
粘性やゃあり 磁含まず

粘性-'t'ゃあり礎含まず 褐色土プロック5%含む
黒褐色土プロック6%含む

101N 
81.3(ß~ 

K091目、~

_A_Q:J_K_ 

81合モ今_K_

1 10YR3/4 暗栴色土ややしまる
1 10YR4/3 I乙ぷい黄禍色土 粘性やゃあり圏直含まず
ややしまる粘位やゃあり 様含まず 2 10YR3/3 暗栴色土ややしまる
褐色土プロック1%含む 粘性やゃあり圏直含まず

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まf 。

園190 lV期SK遺構図(5)
(8=1/50) 
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十@工、

可

_A_ @U~ 

81合w-_L
iS8i/ 

81.3Orn_宅生 よ~ミi

司f
1 10YR4/3 にぷい黄禍色土
ややしまる粘性ややあり 穣含まず
黒褐色土プロック1%含む

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 穣含まず

SK0952. I 

_A_cミJ....ー刈

A _ A' ¥ 

81:"4而1-2r

1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 穣含まず

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

1 10YR2/S 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 横含まず
褐色士プロ;-ク1%含む

2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 横含まず

S 10YR2/S 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 横含まず

1 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず品4

81おτ7i

品 49T 
」壬7ヂミヨL
¥守》ム SD39

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まf

SK'ω62. 

SKIω53 ~ヤ

mt~ 
~ß _K_~ 81合vi

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 径2置の円僚含む

_A_ 1 _K_ 
81. 4伽1よ-:;:::r-A A' 

8C4扇J7

み¥
8c品， i

'--Eif 

1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 磯含まず黒褐色土
プロック1%、褐色土プロック5%台む

SK0956 ¥ 

_A_-fF'i>" _K_、

SK0951tY争冒
.礼ノ S凶9

_A_ _K_ 
81蜘新

SF話笠ι¥
ペノ今

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 藤含まず
褐色土プロック5%含む

S陶 963 斗ラ〈ミ』

iメタヰ
81合ki1 10"四3/2 暗褐色土ややしまる

粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック1%含む

2 10YR2/2 黒褐色土 しまりなし
粘性やゃあり 礎含まず1 10YR3/4 黒褐色士ややしまる

粘性ややあり 司自含まず
2 10YR3/3 晴褐色士ややしまる
粘性ややあり 司自含まず
褐名士プロック6%含む

3 10YR3/3 晴褐色士ややしまる
粘性やゃあり 司自含まず

14Ji 
82.可缶、三Fi

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック1%含む

2 10YR2/3 黒褐色土 しまりあり
粘性やゃあり 礎含まず

SKllω 、

_A_( '¥司_K_、

合~_K_

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

SK1193 
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81~ホミ土7-iー

帆
ず
ふ
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品
川
@
一
M2

1 10YR3/1 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり積含まず径0.5岨の
10YR5/6 黄褐色土プロック1%含む

3 10YR2/1 黒色土しまりあり
粘性やゃあり 積含まず

SK1156 

_A  (Q)_L V 
af事_L

3~弓嵐‘

1 10YRI.7/1 黒色土ややしまる
粘性なし積含まず径1咽以下旬
1OYR3/4 暗暢色土プロック5%含む

2 IOYR2/3 1M褐色土ややしまる
粘性ややあり 榛含まず

3 IOYR4/6 褐色土しまる粘性あり
積含まず

1 1OYR3/1 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 積含まず

2 1OYR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 積含まず

3 1OYR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 積含まず

1 10YR2/3 黒褐色土 しまりあり
粘性.~ゃあり 襖含まず

2 10YR3/3 暗褐色土 しまりあり
粘性なし襖含まず

1回R2/2 黒褐色土ややしまる
粘性.~ゃあり 礁含まず
1償問/4 暗褐色土 しまりあり

粘性やゃあり 礁含まず

SKI2.10 

記±¥

SKI2.79 
/ 

_A_ 

1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず径0.5岨の
10YRS/6 黄褐色土プロック10%含む

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる . 
粘性やゃあり 礎含まず U 

3 10YR3/3 暗褐色土 しまりあり
粘性やゃあり 礎含まず

W期SK遺構図(6)

A 
82.0伽

柱の当たり

泊11 I0YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり積含まず
2 I0YR3/3 時椅色土しまりあり 粘性やゃあり積含まず
3 IOYR4/3 にぷい貧褐色土 しまりあり 粘性やゃあり 礎含まず

図191
(S=lj50) 



SK1308 

ヰx_¥
81.蜘でプ

賃貸918¥

81合すi

SK1283 

調査の成果

1 10YR2/3 黒褐色士 しまりあり
粘性ややあり 磯含まず

ぅ勺;f
為-""i ' 

8[長声変ゲ.L

1 10YR2/3 鳳縄色土 しまりあり
粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR3/3 晴褐色土 しまりあり
粘性やゃあり 磯含まず

SKI345 

S11()-字。暗

s丸ベやi

1 10YR2/3 属褐色土ややしまる
粘性やゃあり ・含まず

2 1000/3 画面褐色土 しまりあり
粘性やゃあり 礎含まず

3 10YR6/6 貧褐色土 しまりあり
車品位ややあ暫 礎含まず

SKI344 十 プ乙〉

_..A_@L  
81私t7i

SKI2.82. 

、 ¥lSKI22.8 1 

A~'C六.\ '>>企:"""l
8110 ー~H .ベ+
Sllか円)6 1'"、ず

叙7晶4金一一¥i
1 10YR2/2 黒禍色土 しまりあり
粘性ややあり 横含まず

2 1000/4 暗褐色土 しまりあり
粘性やゃあり 積含まず

第3章232 

i取引
81おせズi

SK1336 

/_x_ 

1 10YR2/2 黒褐色士やや暗色
ややしまる粘性キゃあり 積含まず
錘0.6個以下の10YR3/4
暗褐色土プロフタ6%含む

よ。
_..A_ _x_ 

81.蜘て::rr一一一

1 10YR4/4 褐色士 ややしまる
粘性ヰキあり 穣含まず径2，.以下
の10YR2/3 黒褐色土プロック6%、
径0.6園以下の10Y隠 /6
黄梅坐士プロック6%含む

2 1凶R3/3 ~官褐色土ややしまる
粘性ややあり 榛含まず

3 10YR4/6 褐色士ややしまる
粘性ヰキあり 機含まず

SK1414 

r~手ご S刷 、-
A\~ー\三 A' 、

ム側、___， 8f志」一一ずi_..A_，チ品、 JL、...--ド 巧~1 / 

_..A_ ....K_ 1 .~~~~ 鮒色土ややしまる
81.l:勘、 3 粘性ややあり 礎含まず径3co.以下の

一泊色__ 10YR3/' 暗縄色土プロック16%含む
~ 2 10YR2川県禍色土ややしまる

1 10YR2/2 鳳褐色士 ややしまる 粘性やゃあり礎含まず径3岨以下の
粘性ややあり 磁含まず径le，.以下の 10YR3/' 暗褐色土プロック10%含む
10YR3/4 哨褐色士プロック15%含む 3 1000/4 暗褐色土ややしまる

2 10YR3/4 崎褐色土 ややしまる 粘性やゃあり礎含まず
粘性ややあり 破含まず

1 10YR2/2 .縄色土 ややしまる
粘性やゃあり 礁含まず駒.5c:a以下
の10YR3/4暗褐色土プロック7%含む

2 10YR2/3 .~色土ややしまる
粘性やゃあり 礁含まず径0.5個以下
の10YR3/4暗褐色土プロック3%含む

ょたおJ
8f志τせ i

1 10YR1. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし篠含まず

2 10YR1. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし碩含まず径2c阻以下の
10YR4/6 褐色土プロック10%含む SK1413 

1 10YR2/2 鳳褐色土ややしまる
粘性やゃあり 纏含まず

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 操含まず

SKI431 

ょ塾込A
81音、2Li

1 10YR2/3 ..褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず径lc..w.下の
10YR2/1 黒色士プロック6%含む
径1.叫l下旬10YR3/4 暗褐色土プロック
16%含む炭化物極少量混じる

、1tQJ_L 
i 

?喝ァ
1 10YR2/1 .色土 やや茶色
ややしまる粘性なし磯含まず

2 10YR2/2 黒褐色土 やや量産色
ややしまる粘性やゃあり 破含まず

3 10YR3/4 暗縄色土ややしまる
り 司直含まず

iiEil 
s市古i

SK1416 

I 10YR2/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性な¥.， .含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず径0.2園以下
の10YR3/. 暗褐色土プロック3%含む

SK142.8 

1 10YR2/3 .:褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 狼含まず

ょ0ア
81仙奏会F4」

SK142.4 
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81もモ主fi

1 10YR2/2 .褐色土ややしまる
粘性やゃあり 縫合まず

2 I0YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 縫合まず
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1 10YR2/1 黒色土やや淡色
ややしまる 粘性なし 後含まず
民.f~物語ド少量混じる

2 10Yll.7/1 黒色土ややしまる
粘性なし 礎含まず

3 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし 礎含まず

• 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
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1 1町R2/1 黒色士やや暗色
ややしまる粘性なし磯含まず

2 1町R2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

3 1町R3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず
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iof 
8f品世kzri

1 10YR2/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし積含まず
径0.2咽以下の10YR3/4
暗褐色土プロック10%含む

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性やゃあり 讃含まず
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1 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし襲含まず

2 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 襲含まず
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1 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる
特性やゃあり 礎含まず
下部10YR4I6 褐色土漸移層
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" '" 8f:1隔てェアー

1 10YR2/2 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
径0.6岨以下の10YR3/4
暗褐色土プロック15%含む
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iOJ 
8i面下金

1 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 10'四 /2 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

3 10YR4I4 褐色土しまる
粘性あり 礎含まず

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 襲含まず径20叫L下の
10YR3/4 暗褐色土プロ yタ10%含む

2 10YR2/3 黒褐色土やや署長色
ややしまる 粘性やゃあり 襲含まず
径20叫L下の10YR3/4
時褐色土プロック6%含む

3 10YR2/2 黒褐色土やや署長色
ややしまる 粘性やゃあり 襲含まず

4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 襲含まず
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1 10YRZ/l 黒色土ややしまる
粘性なし穣含まず径宮咽以下の
10YR3/4 時褐色土プロック10%台む
径2個以下の10YR4/6
褐色土プロック5%台む
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粘性やゃあり 拠含まず
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1 10YR2(2 黒縄全士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
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1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 環含まず
径0.5岨以下の10YR3/4
暗褐色土プロック15%含む
下部羽田3/4 暗褐色土漸移層
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1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず
下部10YR3/4 暗褐色土漸移屠
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1 10YR2(Z 黒褐色士やや暗色
ややしまる 粘性キゃあり 機含まず

2 10YR2(3 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 積含まず径0.6団以下
の10YR3/4 暗褐色士プロァク10私含む
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1 10YR3/S 暗褐色土ややしまる
粘位あり 襲含まず径l曲以下の
1日YR3/4 崎褐色土プロック10%含む

2 10YR4I4 褐色土ややしまる
粘性あり 揖含まず
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1 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性キゃあり 損含まず

2 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性キゃあり 損含まず

3 10YR3/4 暗褐色士ややしまる
粘性キゃあり 損含まず
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1 10YR2(1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし礎含まず
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市民チ攻 i a1t図
1 10YR1. 7/1 黒色士やや茶色
ややしまる粘性なし離合まず

2 10'四2/1 黒~士ヰキ茶坐
ややしまる粘性なし離合まず

3 10'四2/2 黒褐色士ややしまる
粘性キゃあり 磯含まず径2岨以下の
10YR3/4 暗褐色士プロフク20%含む

4 10'四2/3 黒褐色士ややしまる
粘性キゃあり 磯含まず径E岨以下の
10YR3/4暗褐色士プロフタω%含む

5 10'四3/4 晴暢名士ややしまる
粘性キゃあり 磯含まず
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1 10YR1. 7/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし積含まず

2 10YR1. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

3 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし積含まず

4 10YR2(1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

5 10YR2(3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 捜含まず

6 10YR3(3 晴褐色土ややしまる
粘性やゃあり 捜含まず ‘ 

下部羽田:4(6 褐色土漸移層 U 
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1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし模台まず怪0.5皿以下の
1白隠/4 暗褐色土プロック7%台む

2 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 積含まず
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山 d
1 10YR2/2 鳳褐色士ややしまる
粘性ややあり 様含まず

2 10YR3/3 暗褐色士ややしまる
粘性やゃあり 様含まず
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1 10YR1. 7/1 黒色士やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 碩含まず
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1 lOYR1. 7/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし硫含まず
径20叫A下の10YR3/4
暗褐色土プロック7%含む
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1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 穣含まず
径1個以下の10YR3/4
晴褐色土プロック10%青む
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ややしまる粘性なし礎含まず
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1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 穣含まず
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1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 積含まず
径0.5岨以下の1000/4
暗褐色土プロック5%含む

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず径0.5岨以下の

10YR3/4 暗褐色土プロック20%含む
3 10YR2/3 黒褐色土やや淡色

しまり弱い粘性やゃあり 積含まず
下部10YR4I6 褐色土漸移層

4 1000/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
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1 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 磯含まず

2 10YR2/1 黒色士やや淡色
ややしまる粘性なし積含まず

3 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 磯含まず
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1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 離合まず

2 10YR3/4 晴褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
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1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし様含まず径3c叫4下の
10YR3/4 暗褐色土プロック10%含む
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1 10YR1. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし饗含まず
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1 10YR2/2 黒縄色土ややしまる
粘性ゃゃあり 碩含まず
下部10YR3/4 暗褐色土漸移層
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1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 襲含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし廃合まず

3 10叩 /4 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 襲含まず
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1 10YR2/2 黒褐色士やや暗色
ややしまる粘性ややあり 様含まず
径lcm以下の1000/4
時褐色士プロック5私合tt
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1 10YR2/2 黒褐色士やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 機含まず

2 10YR2/2 ~早褐色士やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 機含まず

3 10YR2/1 ~草色士ややしまる

粘性なし耐まず 〆x
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1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず
径5個以下の10YR3/4
暗褐色土プロック10%含む

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず
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81蜘芯7
1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし穣含まず

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

下部10YR4I6 褐色土瓶移層 2m 

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず径20叫A下の 粘性やゃあり 型車含まず
1000/4 暗褐色土プロック10%含む
下部10YR3/4 暗褐色土斯移層

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず径lc叫4下の 1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
10YR3/4 時褐色土プロック5%含む 粘性やゃあり積含まず径5個以下の ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

10YR3/4 暗褐色土プロック20%含む 管l岨以下の10YR3/4
暗褐色土プロック5%含む

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 榛含まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 榛含まず

4 1000/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 榛含まず

1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 碩含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 碩含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 碩含まず径2c叫A下の 1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
10YR3/4 時褐色土プロック20%含む 粘性やゃあり 喋含まず

4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり碩含まず 粘性やゃあり喋含まず煙2c皿以下の

5 10YR3/4 暗褐色土ややしまる 10YR3/4 時褐色土プロック20%台む
粘性やゃあり 碩含まず径lc叫L下の 3 1侃R2/3 黒褐色土ややしまる
10YR2/2 黒褐色土プロック10%含む 粘性ややあり 喋含まず
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1 1似R3/3 暗褐色土ややしまる -- .18 日

酬やゃあり擁含まず _，....d，.... _}J_ . 
都 1.6C1l以下の畑 2/1 黒色土 虹面 →二.-4c _K_ 
プロック10%含む(モグラ穴:) .~1~ーョ;;r- Uし，咽""'- ~ーァーヲー

2 10町R2/1 鳳色土 ややしまる ~-ーでF電」空./ ¥_/ぐ計千ミヱニヂ
粘性なし磯含まず \ふ~，

SKlω5 A 1 ~~~.~~1 黒色土ややしまる 掌

れ 粘性なし積含まl' 1 10YR2/1 黒色土ややしまる
て，圃叫 '¥. 2 10YR2/2 黒縄色土ややしまる 粘性なし碩含まず

...J...~一ι、 十 粘性やゃあり強含まず 2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
_A_ (~ '_li_ 3 10YR2/3 馬縄色土ややしまる 粘性やゃあり線合まず

¥¥..λノ 粘性やゃあり強含まず下郁10YR3/4 3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
血 、....，_. .' 暗褐色土漸移層 粘性やゃあり縁台まず

正面 _~_ SKl蜘 ノグ 4 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
(/ 粘性やゃあり 磁含まず径5個以下の

」 μ _1. (1、_K_..J 10YR2l1 黒色土プロック附含む

¥.'--ノj ， 以1910 _← 
1 10m/1 緑色土やや暗色 、ミエノ
ややし主る給性なし礎含まず _A_ _K_ rヘ ード

働個以下の10YR3/4 輔色土 創:買函 _A_ fハ'¥_K_ 
プロック15%台む ・一 ーてコ-:::r _._. l U ) 

SKI922 1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 .l .l' 

_A_ _K_ 

市建サレ¥・ノ_K_

1 10YR2/2 鳳褐色土ややしまる
粘性やゃあり 撮含まず

2 10YR2/3 鳳褐色土ややしまる

ややしまる粘性ややあり .ー畜i:" 1 -.:..:...一

様含まず径1c..w.下の10YR3/4 ーー『三フ戸
暗褐色土プロック7%含む

粘性ややあり 磁含まず 1 10YRl. 7/1 黒色土 しまり弱い
3 10YR3/4 晴縄色土ややしまる 粘性なし穣含まず(級機}

8f合せョEi

1 10YR2/l鳳色土やや淡色
ややしまる粘性なし縫合まず

2 10YR2/3 鳳褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
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1 10YR2/2 馴 色土 ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
径lc・以下の 10Y悶/4
暗褐色土プロック10%含む

2 10YR2/3 鳳補色土 ややし主る
粘性やゃあり 礎含まず

3 10m/4 時褐色土 ややし塗る
粘性やゃあり 礎含まず
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車自性やゃあり 磁含まず 2 10YR2/1 黒色土ややしまる 1 10YR2/3 黒褐色士

内 ャP223t，挺畠勿綜む 22詰るよZYり 1 10YR2lZ 純一地ややしまる

_A_a_苛_K_ 3 10YR2/3 ，禍色土ややしまる 10YR2/1 .. 色士プロック 粘性やゃあり齢まず
匂 J 粘性やゃあり齢まず径1個以下の 服飾 a 位叫Fの10YR3/4 暗舵土プロック7%勧

i ) i Jm6拡仇官官い 銚1脚 t 24怒手駒色土ややしまる結時制
81. ~ _ "~'.:r.:..~~ l"IIIIIIl:LL \;~"iOII <tIllX .... .JI./ ~民、

可 門 河' 療含まず /pミ、 t 径2唱以下の10m/4 晴褐色土プロック16%含む

巴~3 SK1973 _A_ (( 、 _K_T 3 10YR2/3 黒褐色土やや決色ややしまる

" ¥ __，() 粘性やゃあり ・含まず
1 10YR2/1 鮎土ややしまる A t:5ミ炉、 A' 、.::;;;r SK1981 
粘性なし積含まず t( )1 、、 1. A' 

2 l0YR2/2 鮒色土特しまる AW  A・ oi市せら
粘性やゃあり ・含まず

3 l0YR2/3 .褐色土ややしまる 81. 
粘性やゃあり ・含まず
下榔10YR3/4 暗褐色土調肝移層 ，-' ややしまる 粘性なし

SK1974 1 
一 、 粘性ややあり積含まず 訊111問、と、~ ， 

_A_ _K_ 

1 10YR1. 7/1 鳳色土ややしまる
粘性なし礎含まず径3岨以下の
10YR4!6 褐色土プロック5%含む

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり .含まず

3 1町R2/3 鳳褐色土ややしまる
粘性やゃあり 硯含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる /乞ご入 、，下、 B 
粘性やゃあり齢まず _A_ <<)) _K_ 

3 6YR3/2 暗貧褐色土 しまる ¥..'-ベノ
1 10YR3/4 崎褐色土ややしまる
鮎性やゃあり様含まず径l曲以下の
10YR2/2 .縄色土プロック6J"含む

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
動性なし機含まず

3 10YR2l2 鳳褐色土やや決色
ややしまる粘性やゃあり 破
径l個以下の10m/4

. .・ 3 10m/2 黒褐色土 やや暗色 暗褐色土プロックE暗む

81.Vョ 7L 4TZ占える422や 与しどまず 442で2fszなてや22まず

~ 粘性やゃあり齢まず い 0YR2/3 鮒色土ややしまる
“ 5 10YR3/4 暗褐色土ややしまる 鮎性やゃあり磁含まず

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 損含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 模含まず

3 10YR3/4 晴褐色土ややしまる
粘性やゃあり 模含まず

粘性ややあり 礎含まず 6 10YR4!6 褐色土 ややしまる
下郎10YR4!6 褐色土清穆層 粘性あり栂含まず笹10叫A下の

10YR2/2無得色土プロック附含む 2m

柱の当たり

園196 lV期SK遺構図(11)
(S=1/50) 



iELJ 
81~晶 i

てグiJ
1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 藤脅まず
種。.5国以下の10YR3!4
暗褐色土プロック5%含む

ぷ~t
81おJ

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

2 I0YR3/3 暗褐色土ややしまる

粘性やゃあり 磯含まず

五二¥
1 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし径10岨の亜円積含む

間 28¥

:殴:
1 10YR2/1 黒色土やや暗色

ややしまる粘性なし
礎含まず径1咽以下町10YR3/4

暗褐色土プロック10%含む

2 10'四 3/4 陪褐色土

ややしまる粘性やゃあり

径'5cmJ;l下の亜円積多く含む

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 碩含まず径l咽以下の 1 10YR2j3 黒褐色土ややしまる
10YR3/4 暗褐色土プロヲク5%含む 粘性やゃあり磯含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 2 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり碩含まず径l咽以下の 粘性やゃあり磯含まず
10YR3/4 暗褐色土プロヲク10%含む 3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる

3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる 粘性やゃあり磯含まず
粘性やゃあり 礎含まず

Sロ0国‘

上。_K_

8[晶立正i

1 I0YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘位やゃあり 磯含まず

_.5_x_j 
8i.!i!忌『こ工=7-L

0YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり .含まず

以2117
寸メ〉

Lrr守f(ii一五
ー-..... よ二.)'SI<2116 

_}，_ _}，ι 
81蜘も.___r-

1 10YR2j1 黒色土しまる粘性なし
礎含まず径0.5園以下の10YR3/4
暗褐色土プロック15%含む

10J 

1 10YR2/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 10YR3/3 暗樟“E土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
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SK2025 
『ミァι千』。i

81丸ヴモ~_K_

A 

SK2026 
『ミ〉ι+ー

i C52i 
_}，_ _K_ 

81.蜘 F包..._r
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず径l岨以下の 1 10YR2/2 黒褐色士やや暗色
10YR3/4 暗褐色土プロック16%含む ややしまる粘性やゃあり積含まず

2 10YR3/3 時褐色土ややしまる 径1咽以下回10YR3/i
粘性やゃあり礎含まず 暗褐色土プロフク10%含む

2 10YR3/4 暗褐色士ややしまる
5K2038 粘性やゃあり 積含まず

一--.."，._ SI<2'ω9 上。 _K_ 

s命_K_ T3ゆ〉
8[事E¥AEJi1 10YR2J3 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性やゃあり

.含まず径10阻以下のI0YR3/4

暗褐色土プロy?16%含む 1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず径10叫L下の

5K2045 、( 10YR3/4 暗褐色土プロック20%含む

iTぬ〆竺~，
晶、-g_K_ _}，_ (0) _K_ 

1 I0YR2/2 黒禍色土やや淡色 _j，_一 司 _Kー
ややしまる粘性ややあり 礎含まず 81.ぬr ヘ

2 I0YR2/3 黒禍色土やや淡色 2-ーー一ー一'
ややしまる 合

= ~， 1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

51<2065 粘性やゃあり 藤含まず種2四以下の
I0YR3J4 暗褐色土プロック15%台む

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 藤含まず

B11k再 i

1 10YR1. 7/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし襲含まず

2 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる
粘性時中あり 積含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性時中あり 積含まず

園197 W期SK遺構図(12)

必~_x_t
， 

1 10四2/1 黒色士やや茶色
ややしまる粘性なし積含まず
径1岨以下の1凶R3/4
暗褐色士プロフク10%含む

2 10四3/4 時暢色士やや莱舎
ややしまる粘性キゃあり
模台まず径0.2園以下の1凶R2/2
黒褐色士プロフク3%台u

51<2116→__p-

十 Of 
8f.言語 一一

¥ムーJ

1 10YR1.1/1 黒色土しまる
粘性なし礎含まず径0.5岨以下の
10YR3/4 暗褐色土プロック1%含む

。 栓の当たり
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ぇ.r 以2106

1 10Yi2/1 鳳色土ややしまる粘性なし
礎含まず

JL 

2 10Yi2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
艇含まず下郷10YR3/. 暗褐色土漸移層

8~で金ヲi
1 10YR1.7/1 黒色土やや暗色 しまる
粘性なし 様含まず

2 10Yi2/1 鳳色土やや茶色 しまる
粘性なし 磯含まず

3 10Yi2/1 鳳色土しまる 粘性なし
司直含まず笹0.2岨以下の10YR4/6
褐色土プロフタ10%含む

O 加

(5=1/50) 

isd 
市 i

マノ
1 10YR2/1 鳳色土 やや暗色ややしまる
粘性なし磁含まず

2 10YR2/2 属褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

3 10YR3/4 時褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

総2134

寸ザ，c::::;=-

A A' 

ー量一

1 10YR2/1 胤色土やや茶色ややしまる
粘性なし礎含まず 径0.5岨以下の
10YR3/4 暗楢色土プロック7%含む

2 10Yi2/3 鳳褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず径0.5岨以下の
10YR3/4 暗褐色土プロック15%含む

柱の当たり

固198 W期SK遺構図(13)

/I~ ~札
園199 lV期出土遺物(， ) 

よ r@JI _L 

81命治
1 10YR2/1 黒色土 やや莱色 しまる粘性なし
様含まず径2岨以下の 10YR3/4 晴褐色土
プロック10%含む

2 10YRl. 7/1 黒色土 し古る粘性なし
榛含まず

3 10YR2/3 馬橋色土 し主る粘性ややあり
機含まず径1岨以下の 10YR3/4 晴縄色土
プロック6%含む

銀2136

_K_ 

1 10YR2/2 .褐色土 しまり弱い粘性やゃあり
碩含まず径0.5個以下の lOYR3/4 暗縄色土
プロック16%含む

2 lOYR2/1 黒色土ややしまる粘性なし
線合まず径0.6咽以下の10YR3/4 晴褐色土
プロック7%含む

3 10YR2/3 ..色土ややしまる粘性やゃあり
機含まず径0.6唖以下の10YR3/4 晴縄色土
プロフタ10%含む

442 。 10cm 

(5=1/3) 
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埋土 くぼみが偏る堆積である。浅い穴で、底面は平らである。底面がやや被熱していることから、

炉の可能性があるが、埋土中に焼土や炭化物は確認できなかったことから性格不明の土坑と判断した。

遺物出土状況埋土から縄文土器4点、古墳前期土師器1点、時期不明土師器1点、石器類1点が出

土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。古墳前期土師器はN期費C類の胴部片である。

時期 SB10との重複関係と出土遺物から東野N期以降の可能性が高いと判断した。

その他の土坑出土遺物(図 200) N期に関連すると判断した土坑出土の特徴的な遺物について記述

する。 443は SK0160出土のE期費 D2類である。口縁部外面は条痕文、内面端部刺突列、その下にヨ

コミガキを施す。 444はSK0480出土の打製石斧である。刃部がややすぽむ形状で、刃部に線状痕が見

られる。 445は SK0582出土のN期警の胴部である。胴部形状から口縁部はやや聞くと恩われる。 446

はSK0845出土の縄文土器深鉢E2類である。口縁部は無文で、内外面はナデ調整する。深鉢D類の口

縁部の可能性もある。 447は SK0899出土のE ・N期費 X2類である。底部は平坦で、胴部との境界部

に面をもっ。胴部へ向かいなだらかに開く。外面下部の粘土積みが顕著である。 448はSK1773出土の

N期査D1類である。胴部外面は下から上へ削る。その後、頚部を回しナデ、口縁端部をヨコナデ調整

する。口縁端部内側に面をつくる。 449はSK1807出土のm.N期器台裾部である。透孔が 2か所に見

られるロ位置から 4方向と考えられる。段数は不明である。裾は開き、外反する。 450、451はSK2104

出土である。 450はE期器台で、受部内外面はタテミガキを施す。受底部で横方向に板ナデし、ヨコ

ミガキを消す。内面は横方向の板ナデでややケズリ気味。下部のケズリはやや右下がりになる。透孔

2段 3方向で、裾端部は肥厚する。 451はN期費B3類で、口縁部が頚部からやや聞き、内脅するとこ

ろで折損する。外面に煤が付着する。 452はSK2106出土のW期高部A類の亦部で、有段部で破断する。

外面はタテミガキを施す。

7 撹乱坑・遺物包含層・表土層出土遺物(図 2∞)

453~459 はN期士師器である。 453 は撹乱坑出土のN期壷 A2 類で、口縁部は緩やかに外反する。口

縁部内外面はヨコナデ調整する。頚部は板ナデによって面をつくる。 454はJ117グリッド出土のN期

壷 B2類である。胴部はやや潰れ気味の形状である。口縁部外面はタテミガキ、体上半部外面はヨコミ

ガキを施す。体下半部はケズリ調整する。胴部中程を折損する。内面はナデ、板ナデ調整する。廻間

E式から松河戸 I式に比定できる。 455はB地区表土層出土のN期壷B類である。口縁部は直立する。

当遺跡の壷B類としては、口縁部が短い。胴部外面にヨコミガキが僅かに残る。内面はナデ調整する。

456、457は撹乱坑出土のN期聾B2類である。 456の口縁部はやや開く。外面に煤が付着する。 457の

胴上半部はケズリ調整する。ケズリはランダムだが、多くは上から下方向である。口縁端部がやや肥

厚する。 458は撹乱坑出土のW期壷B類の口縁部で、外面はタテミガキを施す。内面はナデ調整するロ

口縁部内面の端部近くまで黒斑が見られる。 459は撹乱坑出土のN期費類の胴部片で、線刻が施され

る。縦位の直線と横位の曲線が直角に交わり十字を描く。
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図200 N期出土遺物 (2) 
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